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　宮みや本もと頼より通みちがにやにや笑っている。

　この男がこういう笑顔を浮かべている時は、たいてい、腹はらの中でろくでもないことを考えていると決まっている。

　甥おいっ子こである宮本伊い織おりが知っているそのことを、もしかしたら古ふる田た教諭は知っているのかもしれない。伊織の担任教諭は、この学園の卒業生であると同時に、頼通の一年後こう輩はいだったのである。

　手もとの資料に視線を落としていた古田教諭が、ちらりと頼通を一いち瞥べつして渋しぶい表情を浮かべた。

「……何なんすか、その意地の悪そうな笑顔は？」

「おいおい、生徒の保護者を捕まえて意地の悪そうな笑顔っていい方はないだろ？　それは問題発言だぞ、古田くん」

「……そういうことは保護者らしくふるまってからいってくださいよ、宮本くんの叔お父じさん」

　学生時代は頼通のことを麿まろ先輩とあだ名で呼ぶほど親しかったらしいが、そこをあえて宮本くんの叔父さんと呼んだのは、真ま面じ目めにこの面談を進めようという古田教諭の意気込みの表れなのだろう。

「――で、宮本くんの学校での生活態度ですが」

「可か愛わいげがないだろう？」

「……可愛げがあるかどうかはともかく、特に問題はないです。出席日数も問題ないですし、遅ち刻こくや早退もなし、提出物もきちんと出しています」

「何だ、つまらないな」

「それでいいんですよ！　自分の甥っ子に何を求めてるんですか、あなたは？」

　不満そうにぼやく頼通を見て、古田教諭が溜ため息いき混まじりにツッコミを入れる。手にしていた資料を丸めて長なが机づくえをすぱんと叩たたき、眉まゆをひそめて続ける。

「……むしろ、保護者であるあなたのほうが身を正したほうがいいんじゃないですか、宮本くんの叔父さん？」

「お？　そりゃまたどういう意味だ、古田くん？」

「ここでは古田先生と呼んでください」

「だったら俺おれのことも宮本先生って呼んでくれよ。一応大学で研究者やってるんだし、おまえから叔父さん呼ばわりされると一気に老け込んだ気分になるからな。……おまえよりひとつ上なだけなんだぜ？」

「それじゃこの際なんでぶっちゃけていわせてもらいますがね」

　いきなりぞんざいな口く調ちように戻った古田教諭は、資料を脇に押しのけて長机の上に身を乗り出した。

「――あんた、もうちょっと甥っ子の学校での立場ってものを考えてやったらどうなんすか？」

「は？　こいつの立場？」

「そうですよ！　……先輩の家庭の事情に口出しするのもどうかとは思いますがね、ちょっとだらしなさすぎやしないですか？」

「何がだよ？」

「とぼけないでください！」

　ついに椅い子すから立ち上がった古田教諭は、頼通の鼻先に指を突きつけ、一応は会話が外にもれないように気を遣つかったのか、声を押し殺していい放った。

「……本当ならあんたが甥っ子の面倒を見なきゃならないのに、その甥っ子に自分の娘の面倒を押しつけるってどういうことですか？　先輩の娘さん、何度か泣きながらこの学校に押しかけて来てるんですよ？」

「あー……」

　後輩の言葉に、頼通は何やら大おお仰ぎようにうなずいたあと、隣となりに座っている伊織にそっと耳打ちした。

「……おい、こいつがいってるのはクリスちゃんのことか？」

「それ以外に何がある？　クリスはあんたがアメリカでこしらえた娘でおれの従い姉と妹こ、母親に逃げられたせいでひとりでは面倒を見られなくなったあんたが、日本の実家に勝手に送りつけてきた。――そういう設定だと前にも説明したはずだぞ？」

　ぼそぼそと伊織が答えると、頼通は眉み間けんに走ったしわを指で押しもみながら、苦い表情で呻うめいた。

「なあ、伊織……いろいろと設定するのはいいんだが、どうしてみんなに発表する前に俺の意見を聞かなかったんだ？」

「文句があるなら薬くす子こ先生にいってくれ。基本を考えたのも、真っ先にほかの先生がたに話したのもあの人だ」

「くそ、早はや瀬せのヤツ――」

「何をぶつくさいってるんですか、先輩？」

　ボールペンでこつこつと机をつつき、古田教諭が唇くちびるを吊つり上あげる。たぶん、高校の頃は頼通に一方的にやり込められていたのを、今こうして反撃できるのが楽しくてしょうがないのだろう。何となく当時のふたりの関係が透けて見えるようだった。

　頼通は大おお袈げ裟さに肩をすくめ、

「そこはまあ……子供のやることだからな」

「あんたは大人でしょうが！」

「いや、ウチの娘の学校襲しゆう撃げきのことだよ。さみしくてがまんできなかったんだろう、たぶん。それに、伊織によくなついてるしな。将来はこいつのお嫁さんになりたいっていってるんだ。可愛いもんだろ？」

「親バカっぷりを披ひ露ろうする前に、だから父親のあんたがしっかりしてくださいって話ですよ。――なあ、宮本？　正直、こんな叔父さんどう思う？」

　いきなり話を振られた伊織は、頼通を一瞥してから静かにうなずいた。

「……まあ、昔からこの人には世話になると同時に迷惑もかけられてきてるんで、いまさらっていう感想しかないです」

「伊織……それはフォローなのか、追おい討うちなのか？」

「いや、別に。思ったことをいっただけだけど」

　横目で見下ろす叔父から視線を逸そらし、伊織は呟つぶやいた。

「高校一年の少年にここまでいわせるっていうのはどうなんですか、先輩？」

「まったくもって面めん目ぼくない。返す言葉もないな。よくできた甥っ子だ」

「あのですねえ……」

　頼通にはまったく悪びれたところがない。それを見て、古田教諭はふたたび重苦しい溜息をもらした。

「この人は本当に変わらないんだな……」

「いや、だって古田先生、別にそのことで伊織の立場が悪くなってるわけじゃないんだろう？」

「そりゃまあそうですが――」

「こいつが学校でいじめられたりしてるわけでもないと？」

「ええ、そういうこともないですね。ややディスコミュニケーションなところもありますが、クラスの誰だれとでも、それなりにうまくやっていると思います」

「成績ががくんと下がったりは？」

「それもないですね。中間テスト以降、むしろよくなってます」

「生活態度は良好、交友関係に問題なし、成績もそれなりに優秀――じゃ、いったい今の伊織のどこに問題があるんだ？」

　どうだといわんばかりに後輩にいい放つ頼通。口をへの字にひん曲げた古田教諭は、頼通ではなく伊織に向かって静かに切り出した。

「……宮本。進路の話はまた別の機会にしよう。今のおまえに先生からいうことがあるとすればただひとつ――この人を反面教師として、決して間違った方向へは進むんじゃないぞ？」

「判わかりました」

　担任の気遣いが嬉うれしかったというより、これで面倒な三者面談が終わるのだという喜びから、伊織はおだやかな微笑ほほえみを浮かべて大きくうなずいた。






















　馬ば鹿か長いテーブルの一番端はしにたったひとりで陣じん取どり、ナイフとフォークでフォンダンショコラをちまちまと解体していたイソウドは、ふとその手を休めて目の前のフラワーベースを見つめた。

　首の細いガラス製の花器に、青い薔ば薇らが一輪だけ飾られている。

　ふつうの人間が見れば、花びらが数枚落ちかけた、これから枯かれていく古い花なのだと考えるだろう。少し前の、この薔薇が完全に散る寸前だった姿を知らなければ、そう考えるのが当然だった。

　しかしこの薔薇は、一度は散ったはずの花びらを取り戻しつつある。常識的にはありえないことだった。

　もっとも、イソウドがさっきからじっと薔薇に見入っているのは、その不可思議さに感心しているからではない。実のところ、イソウドの視線の置き場所に特に意味などなかった。

「エドゥアール！」

　イソウドはナイフを置き、頰ほお杖づえをついて黒服の大男を呼びつけた。

「――お待たせいたしました、おひいさま」

　エドゥアールが、銀のトレイにホットミルクのカップを載のせて運んできた。

「おまえにちょっと聞きたいんだけど、ちょっと」

「はい、何でしょう？」

「イソウドたちの中で、一番声が大きいのって誰だれ？　誰？」

「おひいさまがた――というと、〝吟遊詩人ミンストレル〟のかたがたの中で一番、ということでしょうか？」

　イソウドの前にホットミルクを置いたエドゥアールは、トレイを小脇にかかえて小さく唸うなった。

「非常に申し上げにくいことですが……口がお達者ということでいえば、そこはやはりおひいさま――」

「エ！　ドゥ！　アール！」

　大男のセリフを途中でさえぎり、イソウドはチョコのついたナイフをエドゥアールの鼻先に突きつけた。

「イソウドはいいの、イソウドは！　イソウド以外の五人の中で、一番声が大きいのは誰かしらって聞いてるの！」

「残りのかたがたの中でいえば――」

「ええそう、サー・ペルスヴァルね、サー・ペルスヴァル！」

　気苦労の多そうな従者の答えを待つことなく、イソウドは自分の言葉に何度もうなずいた。

「……邪じや魔まね、あの人。邪魔」

「…………」

　少女の呟つぶやきに何と答えていいか判わからなかったのか、エドゥアールは大きく息を吸い込んだまま口を閉ざした。

「基本的に、イソウドたちの中にリーダーはいらないわ。誰が上でも誰が下でもない。なのになのに、あの人は声がとっても大きくてうるさすぎ。すぐにイソウドを小娘あつかいする。……自分のほうがよっぽど小こ僧ぞうのくせに」

「は、あ……」

　ふたたびフォンダンショコラを食べ始めたイソウドは、口の周りをチョコで汚しながら、顎あごをしゃくって薔薇をしめした。

「いつになったらもとに戻るの？」

「は？」

「ああ、もういいわ。……何かいいアイデアをひねり出さないとね、何か――」

　フォークを口にくわえたまま、イソウドは目を細めて笑った。
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　学校からの帰り道、牧まき島しまさつきの携けい帯たい電でん話わが鳴り始めた。

　別にやましいことなど何もないはずなのに、さつきは夕暮れの路上で慌あわててあたりを見回し、バッグの中から携帯電話を取り出した。

「――も、もしもし？」

『あ、サツキ？　わたしだけど』

「ルテティアさん!?」

　スピーカー越しに聞こえてきたルテティアの声に切せつ迫ぱくしたものを感じ、さつきの表情がこわばった。ルテティアからの緊急の電話と来れば、さつきが緊張するのも当然のことだろう。

「――どうしたの？　何かあったの？」

『ちょっと助けてよ、サツキ！』

「ちょっ――えっ？　だから、どういう――」

『ミッチーもイオリもまだ戻ってこないし、わたし、ひとりでコドモの面倒なんか見てられないわよ！』

「……は、はい？」

『だからコドモの面倒！　がきんちょの面倒なんか見たことないのぉ、わたし！』

　ややヒステリックなルテティアの叫さけびのかたわらから、「クリス、がきんちょじゃないもん！」という少女の声が聞こえてくる。

　それでようやくルテティアの状況が理解できたさつきは、ほっと嘆たん息そくしてふたたび歩き出した。

　確かきょうは伊い織おりが三者面談で、頼より通みちといっしょに今も学校に残っている。宮みや本もと家けの家事を担当するふたりが揃そろって外出中ということは、あの家には今、クリスタベルとルテティアしかいない。だから、自然とルテティアがクリスの面倒を見るはめになっているのだろう。

　とりあえず敵に襲われたとかいう話ではないのだと知って、さつきは苦笑した。

「ちょっと大おお袈げ裟さじゃない、ルテティアさん？　そのくらいのことで――」

『そのくらいのことじゃないのよ、わたしにとっては！　だからアナタにお願いしてるんでしょ！』

「お願いって――」

『いいから早く来てってば！　さっきからクリスが何か食べるもの用意しろってうるさいのよぅ！』

「で、でも……」

　自慢にもならないが、さつきは料理ができない。学校の授業にも家庭科があるので、まったくできないというほどではないが、宮本家に駆けつけたところで、ルテティアといっしょにおろおろするのが関の山だろう。それに、もしキッチンをちらかしたりしたら、伊織たちが帰宅してきた時に何をいわれるか判ったものではない。

「その……わたしもそんなに料理が得意ってわけじゃないし――」

『それでもわたしよりはマシでしょ？』

「それはそうかもしれないけど――」

『何よ、こんなに頼んでるのに助けてくれないってわけ!?』

　またもやクリスの「なーにーかーたーべーたーいー！」という駄だ々だっ子このような要求といっしょに、ルテティアのヒステリックな叫びがスピーカーから飛び出してきた。

「だ、だから、わたしは――」

『じゃあいいわよ！　サツキが来てくれないならトキワに頼むから！』

「――え!?」

　常葉ときわの名前を耳にして、さつきは思わず前のめりになった。そんなさつきのリアクションが目に見えているかのように、電話越しのルテティアの声が、どんどん意地の悪そうな笑いの色を帯びていく。

『……きっとトキワなら、ミヤモトコーハイにはいつも世話になっているからね、とかいって、すぐに手伝いにきてくれると思うんだぁ』

　わざわざ常葉の声こわ色いろを真ま似ねたようだが、正直、ルテティアの物真似はまったく似ていない。しかし、それでもさつきの不安感をあおるには充分だった。

『トキワだって、料理はあんまり得意じゃないと思うけど、きっと真ま面じ目めにやってくれるだろうし、で、帰ってきたイオリに感謝されたりするわけ。……うん、そうね。やっぱりそれがいいかもねぇ』

「ちょっ、ちょっと待って！」

『ん？　どうしたの、サツキ？』

「今すぐ行くから！　わざわざ先せん輩ぱい呼ばなくてもいいから！」

『あら、そぉ？　じゃあ今すぐお願いね。一〇分くらいで来られる？』

「わ、判った！」

　電話を切ったさつきは、腕時計で今の時刻を確認し、おもむろに走り出した。まんまとルテティアの策に乗せられているのは判っていたが、さつきにしてみれば、判っていても乗らざるをえない策だった。おそらくさつきのクラスメイトの山やま崎ざき雅まさ明あきなら、「おのれ孔こう明めい！」とでも歯は嚙がみするところだろう。

「……こういう時に〝血〟があると便利なんだけどなー」

　妹と違ってスポーツが得意でないさつきは足も遅い。それでも、息を切らせて懸命に走ったさつきは、約束の時間より二分ほど遅れただけで、無事に宮本家へとたどり着いた。

「はぁ、はぁ、はぁ……こっ、こんにちは～、来たよ、ルテティアさん――」

　呼吸をととのえ、一応チャイムを鳴らしてからドアを開ける。だが、予想していたルテティアの出迎えはなく、代わりにぺたぺたと裸足はだしの足音を引き連れて玄関口に姿を見せたのは、キャミソール姿で右手にマイ長なが曾そ禰ね虎こ徹てつを握り締めたクリスだった。

「あ、サツキだ！　サツキが来た！」

「こんにちは、クリスちゃん。……あの、ルテティアさんは？」

「いないよ」

「え？」

　靴くつを揃えて宮本家に上がったさつきは、少女の言葉に眉まゆをひそめた。

「いないって……え？　どうして？　だってわたし、ルテティアさんに呼ばれて来たんだけど――」

「ルゥならついさっき出かけたよ」

「ええ!?　それじゃ今、クリスちゃんがひとりでお留守番してるの!?」

「ううん、クリスとサツキでおるすばんだって」

「は？」












「ルゥが出かける時にね、すぐにサツキが来るから、サツキとふたりでるすばんしてろってゆってた。あと、たべるものはサツキがつくってくれるって」

「そんな……！」

　さつきは慌てて携帯電話を取り出し、ルテティアの番号にかけたけれど、電源が切ってあるらしく、まったくつながらなかった。

「や、やられた――」

　さつきは額ひたいに手を当て、自分がルテティアによってさらなる深みにはめられたのだと悟った。ルテティアは最初から、クリスの世話をさつきひとりに押しつけるつもりで呼びつけたのだろう。

「山崎くんの気持ちがちょっと判る気がする――」

「サツキー！　おなかすいたー！」

　天てん井じようを振り仰いで呆ぼう然ぜんとしているさつきのスカートを、クリスがぐいぐい引っ張る。それでどうにか現実に立ち戻ったさつきは、少女に引っ張られるまま宮本家のキッチンに入ると、カバンを置いて冷蔵庫の中を確認した。

「……今のうちにいっておくけど、わたし、そんなに料理上う手まくないよ？」

「イオリの学校ではおりょうりのべんきょうするってゆってたよ！」

「それは……まあ、技家の授業で簡単な卵料理くらいはやったけど――」

　冷蔵庫の中を確認したところ、そのまま加工せずに食べられるようなものはほとんどなかった。おそらくそういうものは、真っ先にクリスの胃の中に消えてしまったのだろう。巨大な炊すい飯はん器きは空っぽだったし、お菓子のたぐいも見当たらない。

「…………」

　一瞬、今すぐコンビニに走って、何か食べられるものを買ってこようかという考えが頭をよぎったが、さつきはすぐにその愚ぐ考こうを打ち捨てた。ふつうの子供ならともかく、クリスの食欲を落ち着かせるためには、それこそ数千円分の菓子パンやお菓子を買いあたえる必要があるだろう。

「しょうがないからクリスが手伝ってあげるよ、サツキ！」

　煩はん悶もんしているさつきのもとに、偉えらそうな口く調ちようとともにクリスがキッチンカートをぎしぎし押してきた。見れば、カートの一番下の段に、キロ単位で売っているイタリア製のパスタの袋が積まれている。

「パスタでいいの？」

「うん」

「それじゃ――」

　さつきはシンクの下から寸ずん胴どうを出してきてコンロにかけた。きちんとした料理はまるで駄だ目めだが、パスタならまだどうにかなりそうな気がする。

「万事そつのない伊織くんなら、たぶん缶詰のソースくらい――あ、あった！」

　大量に備び蓄ちくされていた缶詰の中からミートソースを発見し、さつきはほっと安あん堵どの吐と息いきをもらした。

「サツキー、あとどのくらいでできるのー？」

「え～と……お湯が沸ふつ騰とうして麺麺を茹ゆで始はじめるから――に、二〇分くらいかな？」

「そんなにま～て～な～い～！」

「っていわれても……でもほら、待ってればできるから、その間、わたしといっしょに遊んでればいいじゃない？　ね？　ね？」

「む～」

　クリスは頰をふくらませて不満の意を表明しつつも、書しよ斎さいからスケッチブックを持ってくると、ダイニングのテーブルに座ってラクガキを始めた。

　さつきはふたたび溜息をつくと、クリスの正面に腰を降ろした。

「――ところでクリスちゃん」

「んー？」

「ルテティアさんに聞いてもきちんと答えてくれないんだけどさ」

「何を～？」

「クリスちゃんたちって、いったいどこから来たの？」

　それは、さつきがルテティアの〝鞘ロのー主ド〟となって以来、つねに持ち続けていた疑問だった。

　彼女たちウォーライクがどこから来てどこへ行こうとしているのか――〝楽園エリジウム〟と呼ばれるその場所がいったい何なのか、この戦いに足を踏ふみ入いれながらも、さつきはまだその答えを得られていない。

　クリスはスケッチブックにピカソ顔負けのデフォルメされた人物画を描きながら――おそらくさつきを描いているのだろう――元気よく答えた。

「クリス、アメリカから来た！」

「え？　あ、アメリカ？　アイルランドじゃなくて？」

「うん、アイルランドから来た！」

「どっちなの？」

「もしだれかにそうゆうこときかれたら、ちょこっと首をかしげながら、アメリカから来た！　ってゆえってイオリがゆってたよ。そうゆうせっていにしとけって」

「ああ、そういうこと……」

「うん、そうゆうこと！」

「それじゃやっぱりアイルランドから来たのね？」

「イオリはそうゆってたよ」

「じゃあクリスちゃんはアイルランド人なんだ」

「うん！　イオリとおんなじだよ♪」

　スケッチブックから顔を上げ、クリスは嬉うれしそうに笑った。

「え？　伊織くんてアイルランド人？　……じゃないでしょ？」

「ちょこっとアイルランド人だってゆってたよ。イオリのマザーのマザーのマザーのマザーが……あれ？　そのまたマザー？　うん、とにかく、ちょうマザーがアイルランド人なんだって」

「そうなんだ……伊織くん、アイルランド人の血が入ってるんだ――」

　そんなことなどまったく感じさせない伊織の顔を思い浮かべ、さつきは椅い子すから立ち上がった。ふつふつと沸騰してきた寸胴のお湯に、大きなソルトポットから目分量で塩をだぼだぼと放り込み、そこに乾麺一キロを投入する。ざっと一〇人前――お洒落しやれな店なら一二人前に相当する分量だが、たぶんクリスを黙らせるにはこのくらいの破壊力は必要だろう。

「――ところでさ、クリスちゃんたちが目指してる〝楽園エリジウム〟て、いったいどんなところなの？」

　パスタがうまくばらけるように菜さい箸ばしでかき混ぜ、さつきは何の気なしに尋たずねた。同じ問いは何度かルテティアにもぶつけたことがあるが、彼女の答えはいつも決まって、〝楽エリジ園ウム〟なんかに興味もないし行きたくもない、そもそもどこにあるのかも知らない――だった。

「クリス、もう〝楽園エリジウム〟に行かなくてもいいんだ」

「え？　それ、どういうこと？」

　さつきは肩越しに少女を振り返った。

「前はねぇ、何となく〝楽園エリジウム〟にかえらなきゃって思ってたけど、今はもうかえりたくないんだ。だって、イオリとずっといっしょにいたいもん」

「――――」

　ぐるぐると機械的に菜箸を動かしながら、さつきは少女の言葉を聞いていた。

　今のクリスにとっては、〝楽園エリジウム〟に戻るという、いわばウォーライクとしての本能よりも、伊織とともにいたいという願いのほうが強いのだろう。

　それと似たようなことはルテティアもいっていた。

　以前はルテティアも、〝楽園エリジウム〟に帰る手段を模も索さくしていたが、イギリスやフランスを放浪し、やがて頼通と出会って同じ時間をすごすうちに、〝楽園エリジウム〟への帰き還かんなどどうでもよくなってきたという。頼通と別れなければならないのなら、むしろ〝楽園エリジウム〟になど一生戻れなくてもかまわないとさえいっている。

　薬くす子このウォーライクであるエルクドゥーンとは、まだきちんとしゃべったことがないのでさつきにはよく判らないが、常葉のところのリリオーヌも、おおむねクリスやルテティアと同じスタンスのようだった。

　そういうスタンスのロードとウォーライクだったからこそ、みんな協力して敵に当たれるわけだから、ある意味、さつきたちは運がいい。

　――そんなことを考えながら、ぎこちない手つきでミートソースの缶詰を開けていたさつきは、ふと思った。




　それは、ウォーライクという〝種〟にとって、かならずしもあるべき姿ではないのではないか？
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　ふかふかしたイギリスパンを薄うすめに切って、表面がカリっとなる程度にトーストし、バターやマーガリンの代わりにレモンカードをたっぷりと塗ぬる。お好みでシナモンパウダーを振ってもいい。

　トーストの熱でいい具合にレモンカードが溶けたところで、それをがぶりとやるのは――珍めずらしく伊織が力説していたように――確かに魅力的なことだった。さつきはレモンカードというものをきょう初めて口にしたのだが、なぜこんなおいしいものをきょうまで知らなかったのかと、心の中で地じ団だん駄だを踏みたくなった。

「――家まで送っていこう」

　さつきがトーストを食べ終え、紅茶のおかわりを飲み終える頃合を見計らっていたかのように、宮本伊織はエプロンをはずして切り出した。

「そうだな。できれば夕食も食べていってもらいたいところなんだが――」

「いえ、そこまでは……」

　頼通の好意は嬉しかったが、さつきがきょう宮本家に来ていることは、まだ家の人間にはいっていない。ここで夕食までご馳ち走そうになっては、あれこれと口うるさい父親はいうまでもなく、母親からも小言を食らうに違いない。

　頼通はぺこりと頭を下げた。

「いや、本当に申し訳ない。ルゥのヤツが横着なことをしでかして――」

「あ、別にいいんです、ぜんぜん気にしてませんから！」

「悪いな。あいつが帰ってきたらきっちりシメとくからさ」

　伊織と頼通が揃って帰宅してから一時間ほどたっていたが、さつきにクリスを押しつけて逐ちく電でんしたルテティアはまだ帰ってこない。ついさっき、一キロのパスタをひとりでたいらげたクリスは、今は満足げに書斎のソファでだらりとうたた寝していたが、ごくふつうのご家庭なら、これからが夕食の時間である。

　さつきはカバンを摑つかんで玄関に向かった。

「――それじゃごちそうさまでした」

「ああ。またいつでも遊びにきてよ。美女と美少女にはつねに門もん戸こ開かい放ほうしてるんだ、我が家は」

「行くぞ」

　本気とも冗じよう談だんともつかない叔お父じのセリフを大きな咳せき払ばらいでさえぎり、伊織は玄関のドアを開けた。

「ただいま～！」

　ちょうどそこに、ブティックの紙袋をぶら下げたルテティアが帰宅してきた。

「――――」

　満面の笑顔を浮かべているルテティアを、伊織は冷ややかなまなざしで見つめ、頼通は険しい表情で睨にらみ、そしてさつきは慌てて視線を逸そらした。

「……あぇ？」

　三者三様のリアクションに、どうやら自分の帰宅が歓迎されていないのだということを察したのか、ルテティアは肩をすくめてきびすを返した。

「ルゥ！」

　頼通が鋭い声で呼びつけたが、ルテティアはそれよりも早く門を飛び出し、さっさと姿をくらましてしまった。

「ったく……」

「途中で見つけたら戻るようにいっとくよ」

　小さく嘆息し、伊織はさつきとともに宮本家を出た。

　九月になっても、真夏の残像はまだそちこちにしがみついている。なまぬるい夕風にうんざりしていたさつきは、ふと、電柱の陰かげからこっちを見ているルテティアに気づいて目を丸くした。

「伊織くん、あそこ」

「ああ。……おまえはそこで何をしているんだ？」

「いや、ちょっと――」

　冷徹な伊織の問いに、ルテティアは頭をかいて苦笑した。たぶん、頼通にまで睨まれたせいで、ばつが悪くて家に入れないのだろう。

「自業自得だ。素直にあやまったほうが傷は浅いぞ。……叔父さんの性格は判ってるだろう？」

「だからぁ、イオリもいっしょにあやまってよ」

「おまえは馬鹿か、でなければ相当の厚こう顔がん無む恥ちだな」

　伊織は鼻を鳴らしてにべもなくいい放った。

「何の落ち度もないおれが、どうしておまえといっしょにあやまる必要がある？　そもそも、まずは牧島に頭を下げるのが先だろうが」

「あの……わたしはそんな、ほんと、気にしてないから……」

「ほらぁ、サツキだってこういってるじゃん」

「牧島ならそういうだろうな」

　伊織はさつきをうながして歩き出した。

「ちょっとちょっと！　どこ行くのよ？」

「牧島を家まで送ってくる。……誰かのせいで帰宅が遅れたからな」

「イオリってさぁ、いちいちいうことがイヤミっぽいのよねぇ。――ねえ？」

　何を考えているのか、ルテティアはさつきに同意を求めてきた。

「いや、きょうのはさすがにルテティアさんのほうが悪いっていうか……」

「別にきょうだけじゃない。そいつの周りで何か問題が起これば、ほぼ一〇〇パーセント、悪いのはそいつだからな」

「あのねえ――」

　ルテティアはさらに何かいいたいようだったが、結局は口を閉ざし、おとなしくふたりといっしょに歩き出した。口では伊織に勝てないし、頼通の怒りをすみやかに解くためにも、伊織にはひと言いい添えてもらいたいと考えて、それ以上やり合うのを避けたのだろう。

　伊織とさつきがほぼ並んで歩き、その少し後ろをルテティアがついてくる。特に会話はない。

　その沈ちん黙もくがあまりに居心地が悪くて、さつきはおずおずと口を開いた。

「――きょう、クリスちゃんと話してて思ったんだけど」

「何だ？」

「ウォーライクって、ふつうは、〝楽園エリジウム〟を目指して戦うんだよね？」

「らしいな」

「戦いを勝ち上がったウォーライクは〝楽園エリジウム〟に帰って、敗れたウォーライクは消しよう滅めつする――。なら、ルテティアさんやクリスちゃんみたいに、戦いを避け続けたウォーライクって、最後にはどうなるの？」

　さつきの疑問に、伊織はルテティアを振り返って顔を見合わせた。

「このままで――ずっと今のままでいられるのかな？」

「それは……そうなんじゃないのか？　少なくとも、おれはそういうものだと考えているけどな」

「だけど、それは本来のウォーライクのあり方じゃないんだよね？」

「それはまあ……たぶんね」

　ルテティアが曖あい昧まいにうなずく。彼女にも、さつきの疑問に対してはっきりとした答えは出せないらしい。

「ウォーライクたちの戦いにそういう〝ルール〟があるのなら、それを無視し続けることで、ペナルティみたいなものを課せられたりってことはないのかな？」

「……おまえは何がいいたいんだ？」

「わたしは――」

　答えかけたさつきの耳を、軽い驚きの声が打った。

「あれ？　さつき？」

　振り返ると、学校帰りらしいむつきが目を丸くしてこちらを見ている。気づけばもうさつきの自宅の前まで来ていた。

　さつきは笑顔を作って伊織たちにいった。

「あ、ここまででいいよ、伊織くん」

「……ああ。きょうは世話になったな」

「ううん、わたしも楽しかったよ。――それじゃまたあしたね。クリスちゃんにもよろしく」

「オ・ルヴォアール、サツキ♪」

　むつきを意識しているのか、ルテティアはわざわざフランス語で挨あい拶さつすると、伊織の腕を引っ張り、もと来た道を戻り始めた。

　その背中をしばらく見送るさつきの顔を、じっとむつきが覗のぞき込こんでいた。

「……なぁに、むつき？」

「あんた、宮本くんちに寄ってたの？」

「ん……まあ、ね」

「うまくいってるんだ？」

「何がよ？」

「だってあんた、彼に告コクったんでしょ？　それでＯＫもらったんじゃないの？」

「別に――」

　夏休みに入る前の、校舎裏での伊織とのやり取りを思い出し、さつきはうつむいた。

　お盆の頃を境に、以前よりも足しげく宮本家に出入りするようになっていたが、それは決して伊織がさつきの告白を受け入れてくれたからではない。ウォーライクとともに戦うロードとして、さつきが伊織たちの戦いに、なかば強引にかかわるようになったから――理由はただそれだけだった。

　妹の言葉にそのことをあらためて思い起こされて、さつきは表情をくもらせた。

「別に、つき合ってるってわけじゃなくて――」

「え？　何それ？　向こうにはつき合う気がないわけ？　だったらどうしてあんなふうにふつうに接してられるの、あの男？」

　むつきの細い眉がきゅっと吊つり上あがった。

「その気がないくせにハンパにやさしくするとかありえなくない？　あんた、ナメられてるんじゃないの？」

「ちょっ……そういうのじゃないから！　声が大きいのよ、むつきは！」

「だってさあ――」

「とにかくいいの！　今はこれで！」

　このままだと近所迷惑も考えずに騒ぎ出しそうなむつきの手を引き、さつきは我が家の玄関に向かった。
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「――あいつはいったい何がいいたかったんだ？」

　自分の背中に向けられたむつきの視線を意識しながら、伊織は低い声で呟いた。

「あら、わたしはよくそういうこと考えるわよぅ？　アナタだって一度くらいは考えたことあるんじゃないの？」

「だから何をだ？」

「わたしたちの戦いがいったいいつまで続くのかって、うんざりさせられる問題よね。でも、たぶんアナタは、そんなこと考えても何も始まらないし、ことによったら絶望に押おし潰つぶされちゃうかもしれないから、あえて考えないようにしてるんでしょ？」

「……だったら何なんだ？　牧島もいまさらそんなことに気づいて絶望しかけてるとでもいいたいのか？」

「そうじゃないと思うけど」

　ルテティアはほっそりした顎に指を当て、しばらく何ごとか考え込んだあと、ふたたび語り出した。

「――要するに、わたしたちはさぁ、トロッコに乗ってるのよ」

「トロッコ？」

「ぐねぐね蛇だ行こうする傾斜のついた線路の上を、猛スピードで下っていくブレーキの壊れたトロッコに乗ってるの」

「おまえがか？」

「わたしだけじゃないわよ。世の中のウォーライクとロードは全員そう。ふたり揃ってそのトロッコに乗り込んじゃったの。線路の両脇は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、さもなきゃ下は溶よう岩がんの海で、後戻りはおろか、途中で飛び降りることもできないし、何かあれば簡単に放り出されちゃうような、そんな危険なトロッコよ」

「行く先は〝楽園エリジウム〟か？」

「そういわれて乗り込んだはいいけれど、本当に〝楽園エリジウム〟に続いているか保証はないのよね。おまけにわたしたちの場合は、途中で切り替えスイッチを倒して別のルートを選んだわけだし。結局、その先に何があるのか判らないまま、今もひたすら坂を下り続けてるような状況じゃない？」

「…………」

　伊織はあからさまに顔をしかめた。それはあまりに嫌なたとえだった。

　しかし実際、伊織たちが置かれている状況はその通りだった。伊織だけでなく、常葉やさつきにしたところで、自分たちがこの先どうなるのか、まったく見えていないに違いない。

「……だったらどうすればいいんだ？」

「どうしようもないわよ。途中で降りられないなら行き着くところまで行くしかない。……たったひとつだけ途中下車する方法があるけど、アナタは一番最初にその方法を否定したのよね？」

「……ああ、そうだな」

「どうやらサツキにもそういうつもりはないみたいだし、わたしはラッキーだわ」

「そう楽観視していていいのか？　あいつは追い詰められると何をしでかすか判らないところがあるからな」

「ふぅん……サツキのこと、理解してるような口ぶりじゃない？」

　含みのあるルテティアの言葉に、伊織はふたたび憮ぶ然ぜんとして顔をしかめた。

「――アナタ、サツキのことどう思ってるの？」

「どうとは？」

「告白されたのよね？　突っぱねたんでしょ？　嫌いなわけ？」

「困っている」

「困る？　それだけ？」

「ほかにどんないいようがある？」

　伊織とさつきは、今の学園の中等部に入学した時にいっしょのクラスになった。それから三年と少し、ずっと同じクラスだったから、それなりに長いつき合いといってもいいかもしれない。

　だが、少なくとも伊織のほうは、さつきを恋愛対象として見たことは一度もない。そもそも伊織には、そういう色恋沙ざ汰たに対するアレルギーのようなものがあった。それはおそらく、配偶者に心配をかけ通しだった父や、女の出入りが激しすぎる叔父を間近に見てきたせいなのだろう。

　だから伊織は、さつきとのつき合いも、読書好きな同好の士として、あくまで本の貸し借りをする程度にとどめておくつもりだった。

「……たぶんこの先も、おれがあいつをそういう目で見ることはないと思う。あいつの気持ちに応こたえるつもりもない。だから、あいつがおれとの距離を詰めてこようとしているのは、正直いって迷惑だ。困る」

「でも、いいたいことがあるならはっきりいえってサツキに説教したの、アナタなんでしょ？」

「自分の気持ちを他人に押しつけろとはいっていない」

「押しつけなんだぁ、アナタにとっては？」

「……あいつに対して失礼なことをいっているのかもしれないが、今のおれにとっては確かにそうとしか感じられないのは事実だな」

「だってアナタ、別にほかに好きな子がいるわけじゃないんでしょ？　だったらためしにつき合っちゃえばいいじゃない。つき合いもせずにおまえは守備範囲外だなんて決めつけたら、それこそサツキに失礼よ」

　ルテティアは腰に手を当て、群ぐん青じよう色いろの夜空を見上げて首をかしげた。

「え～と……ミッチーが前にいってたけど、人には――あれ？　馬には、だっけ？　とにかく乗ってから決めろって、そんな格言なかった？」

「馬には乗ってみよ、人には添うてみよ、だろ？　つき合うまでもなく、牧島の性格はこの三年間でだいたい判っているつもりだ」

「じゃ、サツキの性格が変わればアナタの認識も変わるわけね？」

「変わる可能性がゼロとはいわない」

　肩をすくめ、伊織は皮肉っぽく唇くちびるを吊り上げた。

「……ただ、いいほうに変わるともかぎらない。特に、人生の師がろくでもない女の場合はな」

「いってくれるじゃない」

「別にたいしたことはいっていない。――それより、そろそろ家に着くが、叔父さんに何と弁明するか考えてあるのか？」

「え？　イオリがどうにかしてくれるんじゃないの？」

「そんな約束をした覚えはない」

「ちょっと～！」

　いまさらのように泣き言をいうルテティアを黙殺し、伊織は宮本家の門もん扉ぴを押し開けた。
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　ガードレールに腰を降ろし、由ゆ良ら健けん二じは人の流れをぼんやりと見つめている。

　長かった夏がようやく終わり、季節は秋に移り変わりつつある。日が暮れたあとの街を行き交う人々のファッションも、以前より少しだけ秋らしくなっていた。

「――ケンジさん」

　某ファーストフード店の大きな紙袋をかかえてやってきたマラハイドが、健二の隣となりに座ってさっそくハンバーガーを食べ始める。それを微笑ほほえましげに見つめている健二の背中に、冷ややかな女の声が飛んできた。

「わたしを待たせるなんて偉くなったものね」

「別にまーちゃんがいなくても問題ない話なんじゃないのか？　待ってくれといった覚えはないぜ」

　健二たちの背後には黒塗りのリムジンが停まっている。一台で二台分のパーキングスペースを必要とするほどの巨体は、日本ではなかなかお目にかかれない。

　細く開いたリムジンの後部座席のウインドウの隙すき間まから、ふたたびラ・ベルの声が聞こえてきた。

「――結局、パトリック・ハーンは〝書〟を持っていなかったのね？」

「ああ。少なくともヤツの荷物の中にそれらしいものはなかったな。……本人に聞こうにも、もう何も覚えちゃいねえし」

「ということは、〝書〟はやはり宮本伊織の手に……？」

「さあね」

　前髪をいじりながら、健二は逆に聞き返した。

「――それにしても判らねえな。〝書〟ってのは、自然に最強のウォーライクの手もとにやってくるものなんだろ？　だったら、誰が〝書〟を持っていようと、そいつは暫ざん定てい王者がベルトを預かってるようなもんじゃないのか？　今の段階で、アンタがあれこれ気を揉もむ理由がオレには理解できないんだが」

「余計な詮せん索さくをする必要はないと前にもいわなかったかしら？」

「すまんね、頭の悪い飼い犬で」

　マラハイドが頰にケチャップをつけているのに気づいた健二は、それを指でぬぐってぺろりとなめ、自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩をすくめた。

「――それで、今度はオレたちにどうしろってんだ？　パトリックを始末できなかったのは確かに事実だが、あいつはこっちが仕掛ける前に誰かにやられてたんだぜ？　オレたちだけのミスってわけじゃない」

「それは別にいいのよ。あのローエングリンが退場さえしてくれれば、誰の手で倒されようとね。……サー・ペルスヴァルお気に入りのあの子に、〝書〟を渡したくなかっただけなんだから」

「パトリックを倒せっていってた理由はそれかよ？　じゃあ、次は宮本伊織を始末しろとでもいう気か？」

　呆あきれるのと同時に激しい怒りを感じながら、健二はそれを乾いた笑みに隠した。ラ・ベルの真の目的がどこにあるのか、健二には皆目見当もつかなかったが、誰それが気に入らないという程度の理由で殺し合いをさせられるのでは、あまりに理不尽すぎて納得がいかない。

　だが、たとえ納得がいかなくても、その理不尽な非日常に足を踏み入れたのは健二自身の判断である。だから、健二は冷れい酷こくな美女の理不尽な発言にもことさら文句をつけたりはしなかった。

　そんな健二の胸中を知ってか知らずか、ラ・ベルはいった。

「宮本伊織を始末しろとはいわないわ」

「なぜだ？　もしかしたらあいつが〝書〟を持ってるかもしれないんだぜ？」

「〝書〟の行方ゆくえは気になるけど、このタイミングで宮本伊織を退場させるのはよくないのよ。――とりあえず、あなたたちは宮本伊織の手に〝書〟があるかどうか、それを確認しなさい」

「もしあったら？」

「できることなら手に入れなさい。……ただし、宮本伊織を排除しない方法でね」

「はァ？」

　健二は思わず後ろを振り返った。

「――ちょっと待てよ、こっちは詐さ欺ぎ師しでも泥どろ棒ぼうでもないんだぜ？　あいつと衝しよう突とつせずに〝書〟だけ手に入れろってのは無理だろ!?　だいたい、どうして宮本伊織にだけ手を出すなってハナシになるんだ!?」

　自分たち以外のウォーライクとロードはすべて倒せ――それが、健二とマラハイドが最初にラ・ベルから命じられたことである。もちろん、それはウォーライクとしてのあり方としては正しいし、マラハイドを守るためでもあったから、健二としてはそうすることにやぶさかではなかった。

　しかし、一転して宮本伊織には手を出すなというのは解げせない。なぜあの小僧だけが特別なのか――パトリックとは逆の意味で、ラ・ベルにとって何かしらの意味のある存在なのか。

「あなたの質問に答えるつもりはないわ。あなたはただ、宮本伊織が〝書〟を持っているかどうかを確認すればいいの」

「確認するだけじゃねェだろ？　もし持ってたとしたら、そいつを奪ってこいっていったじゃねえか」

「無理なら別にいいわ」

「……え？」

　ラ・ベルがあっさりと譲じよう歩ほしたことに拍子抜けして、健二はあやうくガードレールから落ちそうになった。

「最優先すべきなのは宮本伊織を舞台から退場させないこと。そして、彼の手に〝書〟があるかどうか確認すること。――それでいいでしょう？」

「あ、ああ……」

　健二がかくかくとうなずくと、リムジンのエンジンに火が入った。

「――ひとつあなたたちに聞きたいんだけど」

　ウインドウが下がり、それまで声だけしか聞かせていなかったラ・ベルが、健二たちに顔を見せた。

「もしあなたたちが最終的に〝書〟を手に入れたとしたら――〝楽園エリジウム〟に行く資格を手に入れたとしたら、何を願うの？」

「オレ？」

「ええ」

「そいつは……」

　健二は眉をひそめ、マラハイドを見やった。

「まあ、とりあえずは金……かな？」

「俗ぞくなのね」

「まーちゃんをはらぺこにさせたくないんでね」

「望みをかなえた時にはマラハイドは〝楽園エリジウム〟に行っているわ。無用の心配ね」

「そうか……そいつは困るな」

「大丈夫です」

　大量のハンバーガーをひしひしと食べ続けていたマラハイドが、ラ・ベルを振り返ってはっきりといった。

「わたしは〝楽園エリジウム〟には行きません。ずっとケンジさんといっしょにいたいですから」

「だってさ」

　苦笑して肩をすくめた健二に、ラ・ベルは溜ため息いき混まじりに呟いた。

「なるほど……あなたたちも、潜せん在ざい的てきな〝蛇へび〟候補というわけね」

「は？」

「……せいぜい道を踏みはずさないように気をつけなさい。でないと〝おひいさま〟を喜ばせることになるから」

　それだけいって、ラ・ベルは窓を閉ざした。

「――――」

　重々しいエンジン音をとどろかせて、漆しつ黒こくのリムジンが夜の街へと漕こぎ出だしていく。それをマラハイドとふたりで見送った健二は、小首をかしげてマラハイドに尋ねた。

「……なあ、おひいさまって誰だ？」

「知りません」

「ま、何だっていいけどさ。バケモノみたいな連中と戦えっていわれるより、はるかにましだしな。……しっかし」

「はい？」

「いや、宮本伊織が〝書〟を持ってるかどうかを確認しろっていわれても、こっちは肝かん心じんのブツがどんなものか見たこともないんだぜ？　どうやって確認しろってんだよ」

「いっそ本人に直接聞いたらどうです？」

「冗談キツいぜ、まーちゃん」

　もともとルーズに締めていたネクタイをさらにゆるめ、健二はマラハイドをうながして歩き出した。
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　西日の射さす車内に、老人と少年が並んで座っている。

　窓の外には、その実りによって重くしなだれた稲穂が金の海のように広がっている。稲いね刈かりがおこなわれるのももうすぐだろう。このあたりでは、東京よりも秋の訪れが少し早いようだった。

　車窓の風景にじっと見入っていたオルトニートは、ふと思い出したように〝男だん爵しやく〟を見やり、尋ねた。

「……いったいどこへ行くんですか？」

「北だよ」

「北……？」

「ああ。今のうちに、どうしても確かめておかなければならないことがあるのでね」

　読んでいた本を閉じ、〝男爵〟は静かに目を閉じた。

「……あの少女の動向が気き懸がかりではあるのだが、さすがにこればかりはほかの誰にも頼むわけにはいかない。サー・ペルスヴァルやラ・ベルが目を光らせていてくれるなら、そうそう思い切った真似はできないだろうしね」

「そこまでして何を調べるんです？」

「きみにとっても興味のあることだと思うよ、オルトニート」

　意味ありげに答えたきり、〝男爵〟は口を閉ざした。

「――――」

　少年は窓の外に視線を戻した。

　茜あかね色いろの空に、翡ひ翠すい色いろの輝きを持つ鳥が、列車と並走するかのように飛んでいた。






















　思えばこの夏はどこにも行けなかった。

　靴くつ紐ひもを結びながら宮みや本もと伊い織おりは眉まゆをひそめた。

　伊織の父は、家族サービスなどというものとは無む縁えんの家庭をかえりみない人間だったから、伊織にとっての旅行といえば、幼い頃、まだ存命だった母とふたりきりで、伊い豆ずや日につ光こうといったメジャーな観光地に行った記憶くらいしかない。

　ただ、母が亡くなったあとはそういうこともしなくなった。

　今も伊織は、夏休みだからといって特にどこかへ旅行に行ったりはしない。もともとそんなアクティブさの持ち主ではないし、むしろ、家の中でできるだけ体力を消しよう耗もうしないようにすごすほうを好むタイプなのだが、それにしても、ここまでレジャーと無縁の夏をすごしたことはなかった。

「……そういえば春以降、一度も映画館に行っていないな。図書館にもめっきり行かなくなった。新しいゲームも買っていない」

「え？　何かゆった、イオリ？」

　上がりかまちに座り込んでサンダルのストラップをはめていたクリスが、伊織の呟つぶやきにふと顔を上げた。

「……全部おまえのせいだな」

「え？」

「あと三秒で出かけるからな。……二、一、〇」

　もたもたしているクリスを放置して玄関を出ようとする伊織。クリスは慌あわてて立ち上がり、伊織を追い越して玄関を飛び出した。

「クリスのほうが早かったっ！」

「そうかそうか。だったらその調子でさくさく歩いてくれ」

　玄関に鍵かぎをかけ、伊織はクリスとともに宮本家をあとにした。

　きょうも叔お父じの頼より通みちは大学に出かけている。来年の春からまた講師としてはたらくために、いろいろとやることがあるらしい。

　そしてルテティアは、その頼通のあとをこっそりつけていった。頼通の職場を見たいといくらいっても連れていってもらえないので、強きよう硬こう手段に出たのである。

　叔父にしてみれば、自分の職場でルテティアのような美少女に、「ボンジュール、みなさん！　わたくし宮本頼通の奥でございます、おほほほほ！」などとやられてはたまらないだろう。頼通に接近する若い女たちを牽けん制せいするためなら、平気でそのくらいのことをやらかしかねないのがルテティアという少女なのである。

「……ま、叔父さんも過去のツケがたくさんたまっているからな。自業自得といえば自業自得か」

　伊織がそんなことを呟いていると、大きな帽ぼう子しをかぶってかたわらをちょこちょこと歩いていたクリスが、妙なところに食いついてきた。

「ツケはおおみそかまでに返さなきゃいけないってゆってた！」

「……誰だれがだ？」

「ちょんまげの人！」

「……おまえがおれの知らない間に、ケーブルテレビで時代劇を観ているということはよく判わかった」

「あのね！　むかしのおそばは一六円なんだよ！　やすいよやすいよ！」

「そうかそうか。おまえは今度、叔父さんから江戸時代の貨か幣へい制度についてよく説明してもらえ」

　根本的に何か勘かん違ちがいしている少女を適当にあしらい、伊織はクリスの手を握った。

　土曜の午後、もうじき日が沈むという時間帯になって伊織が子連れで街に出てきたのは、夕食のために食材を買い足そうと思ったからである。本当なら伊織ひとりで身軽に動きたかったのだが、叔父もルテティアもいない状態で、クリスひとりに留守番をさせておくのはあまりにも危険だった。別にクリスが家の中で危険なことをするかもしれないから、という意味ばかりではない。もしクリスひとりのところを誰かに狙ねらわれたりしたら、という可能性を考えてのことである。

　夕方のスーパーにクリスを連れていくと、試食コーナーで恥ずかしい思いをしかねないのが憂ゆう鬱うつの種だが、この際、背に腹は替えられない。

「おい、あらかじめいっておくが――」

　信号待ちの雑ざつ踏とうの中で、少女に釘くぎを刺そうとした伊織は、クリスが正面を見つめて眉をひそめていることに気づいた。伊織の手にしがみつくクリスの小さな手が、細かく震えている。

　伊織は少女の視線を追いかけ、みずからもまた眉をひそめた。

　道をはさんだ向こう側に、白いスーツ姿の青年と大きなヘッドホンを首に引っかけた美少女が立っている。

　名前は知らない。が、見覚えはある。以前、まだ常葉ときわたちと知り合ったばかりの頃、夜の駅前で遭そう遇ぐうした〝鞘ロのー主ド〟とウォーライクのコンビだった。

「偶然……のはずもないか」

　正面の信号が青に変わり、周りの人間が動き出しても、伊織たちはその場から動かなかった。

　そこに、くだんのふたり組がゆっくりと近づいてくる。向こうは明らかに伊織たちの存在を認識していた。

「――――」

　伊織はクリスを腰の後ろにしがみつかせ、すばやく左右に視線を走らせた。

　これだけの人間がいる前で、いきなり仕掛けてくるとは考えにくいが、だからといって呑のん気きに構えていられる状況でもない。どこか場所を変えて迎え撃つべきか、それともこのまま人の流れにまぎれ込んで逃げるか――。

　そんなことを考えている伊織の機先を制するように、若者が馴なれ馴なれしげに声をかけてきた。

「――よぉ」

　軽く手を振って声をかけてきた若者は、あたりを見回し、にやりと笑って伊織に尋たずねた。

「あの公務員はいないみたいだな？」

「公務員？」

「あのキツい女だよ。オレたち殺されかけたんだぜ？」

　おそらく薬くす子このことをいっているのだろう。以前出くわした時、実際に彼らと戦って撃げき退たいしたのは薬子とエルクドゥーンだった。

　もっとも、それをいうならおたがいさまだろう。こちらはクリスとリリオーヌが、目の前のウォーライクにふたりまとめて殺されかけている。

「……おれに何か用か？」

「用があるから呼び止めたんだよ。……ここじゃ通行の邪じや魔まになるし、どこか別のところで話さねえか？」

「何をだ？」

「まあ、いろいろとな」

「…………」

　若者に最初から仕掛ける気があるなら、ここまでのおしゃべりは必要ない。問もん答どう無む用ようで〝逢魔が刻トワイライト〟に引きずり込み、決着をつけることもできただろう。

　それをしないのは、若者に人目を気にするだけの分別があるからに違いない。

　伊織はクリスの頭に手を置いたまま、小さくうなずいた。




　若者の名前は由ゆ良ら健けん二じ、少女はマラハイドといった。

　健二のほうはあくまで人間だから、食事といっても常識的だったが、マラハイドのほうは――予想通りというべきか予想以上というべきか――常識はずれな食欲の持ち主だった。先ほどからクラブハウスサンドばかりを選んで持ってきては、ぱくぱくと片かたっ端ぱしから食べている。

　マラハイドの正面に座ったクリスも、さっきから何度もパスタをおかわりしては食べ続けている。もしかしたら、マラハイドへの対抗意識があるのかもしれない。

「やっぱりよそのウォーライクもこんな感じか……。おたがいたいへんだな」

　少女たちの食べっぷりを見ながら、健二は呑気に笑っていた。

　伊織がクリスの食欲を満たすためにたびたび利用したことのある、スイーツ中心のバイキングの店である。スイーツやドリンクだけでなく、パスタなどの軽食も充実しており、クリスのような少女には――そして時にはルテティアにとっても――天国のような場所だった。

　伊織は安っぽい味のアイスティーを静かにすすり、ぼそっともらした。

「……いっておくが、おれは払わないからな」

「は？」

「ここの支払いだ」

「はァ!?　おいこら――」

「本当なら外食なんかするつもりはなかったんだ。それを、あんたが話があるというからこういうことになった。なら、あんたが払うのがスジだろうが」

「このガキ――」

　アイスコーヒーの氷をがりんと奥歯で嚙かみ砕くだき、健二は慌てて懐ふところからサイフを取り出した。

「ふざけんなよ、ふつうはワリカンだろ、こういう場合――」

　サイフの中身を確認した健二は、いまさらのように居い住ずまいを正した。たぶん、所持金でどうにかなると算段がついたのだろう。これがもし食べ放題の店でなかったら、さっさと場所を変えていたかもしれない。

「……そういやおまえ」

「何だ？」

「どういうパターンだ？」

「パターン？」

「オレはおまえみたいに、ほかにロードの知り合いとか仲間がいないからな。ウォーライクとロードってのは、ふつうはどうやって知り合うモンなんだ？　ちなみにウチのまーちゃんは、夜の新宿でおれが拾ったんだが」

　そう尋ねられても、伊織にはどうにも答えようがなかった。ロードの知り合いがいるといっても、常葉や薬子がどうやってそれぞれのパートナーと出会ったか、詳しい話を聞いたことがあるわけではないのである。

　ペンネをフォークでつつき、伊織は嘆たん息そくした。

「ふつうかどうかは判らないが、うちはアイルランドから送られてきた」

「へぇ？」

「おれの親おや父じは変人で、ウォーライクの研究をしてたんだよ。その親父が、アイルランドだかどこだかで出会ったらしい」

「ふーん」

「……あんた、わざわざそんなことを聞きにきたのか？」

「いや、そういうわけじゃない。単刀直入にいうとだ」

「何だ？」

「今〝書〟を持ってんのっておまえ？」

　ストローを動かす手を止め、伊織はまじまじと健二の顔を見つめた。まさか本当にそこまで単刀直入な問いが飛んでくるとは思っていなかったのである。

「――――」

「急に黙るなよ」

「いや――」

　伊織はアイスティーで喉のどをうるおし、ゆっくりと首を振った。

「……おれじゃない」

「本当か？」

「だいたい、おれは〝書〟がどういうものなのか知らないんだ。これがそうだって、前にそういい張ってるやつがいて――」

「パトリック・ハーンだな？」

「……知ってるのか？」

「ああ」

　健二はこともなげにうなずいた。どうやら彼らは伊織が考えている以上に、いろいろと知っているらしかった。

　健二はこまかく刻んだザッハトルテのかけらを口もとに運び、あらためて尋ねた。

「――っていうかよ、そもそもどうしておまえのところに〝書〟があったんだ？　誰かから奪ったのか？」

「運が悪かったんだよ」

　うんざりしたようにもらし、伊織は紙ナプキンをがっと摑つかんでクリスの顔を拭ふいた。

「うぶぶぶぶ」

　食べるのに夢中で口の周りをトマト色に変色させていた少女が、フォークを片手に珍妙な呻うめき声ごえをもらす。

「……〝書〟は、この子とセットで親父がおれに送りつけてきたんだ」

「親父？　さっきいってた変人の？」

「ああ」

「アイルランドから？」

「どうやらそうらしい。……何も書かれてない本だったから、いったい何なのか、最初はまったく判らなかった」

「――――」

　何も書かれていない、というところで、健二がそっとマラハイドと目線を交わしたのを、伊織は見落とさなかった。

「――だが、そいつはパトリックに持っていかれて、そのあとどうなったのかまでは判らない」

「だけどよ、パトリックを倒したのはおまえなんだろう？　〝書〟は取り戻せなかったのか？」

「いや、戦ったのは確かだけど、あいつには逃げられた。〝書〟もそれっきりだ」

「……そうか」

　健二はザッハトルテについてきたホイップクリームだけをなめ、眉をひそめた。

「病院にかつぎ込まれたパトリック・ハーンは、〝書〟を持っていなかった。……ってことは、奴やつのウォーライクにとどめを刺した誰かが、〝書〟を持ち去ったと考えるのが順当か――」

「おれたちもそう考えてるんだが……あんた、そんなことまで調べてるのか？」

「あん？」

「だから、パトリック・ハーンの入院先とか所持品とか、あんた、そんなところまで調べたのか？」

「ああ、まあな」

「あんた……いったい何なんだ？」

　伊織はいぶかしげに目を細めた。

　まがりなりにもいくつもの戦いを経験し、伊織たちはウォーライクやロードといったものについての知識を深めてきた。しかしそれ以上に、薬子や常葉といった先せん達だつたちからの話や、叔父や父の研究によって得た知識も多い。

　ならばこの健二にも、同じようにそうした情報を共有し合う仲間がいてもおかしくなかった。伊織の生活圏がこのあたりだということはともかく、独力でパトリックの素す性じようまで調べ上げることが可能とは、とても思えない。

「あんたは何のために〝書〟を捜してる？　〝書〟がどういうものなのか、知ってて戦ってるのか？」

「そういうおまえはどうなんだよ？　〝楽園エリジウム〟目指して何がやりたいんだ？」

「おれは――おれたちは、身を守るために戦ってるだけで、別に〝楽園エリジウム〟を目指してるわけじゃない」

「そうだよ！」

　フォークの先にピンポン玉より大きなパスタの塊かたまりを作って口に運び、それをもにゅるもにゅると咀そ嚼しやくして呑のみ込こんだクリスが、どこか誇らしげな表情でふたりの会話に割って入った。

「――クリス、別に〝楽園エリジウム〟なんか行きたくないもん。イオリといっしょにいられればそれでいいし」

「なるほどねえ……」

　大おお仰ぎようにうなずいた健二は、もそもそとクラブハウスサンドを食べ続けるマラハイドと顔を見合わせ、ふっと笑った。

「あんたはどうなんだよ？　おれにばかりしゃべらせてるけど、あんたは何が目的で戦ってるんだ？」

「そりゃおまえ――まあ、オレとまーちゃんの居場所を確保するためだよ」

「居場所？」

「……あんまり小こっ恥ぱずかしいこと聞くなって」

　健二は一気にアイスコーヒーを飲み干すと、膝ひざを叩ひざいて立ち上がった。

「――んじゃま、とりあえずは休戦てことで、おたがい街で出くわしてもやり合うのはナシってことでいいな？」

「……何？」

「何だよ、休戦しないほうがいいってのか？」

「そうじゃない、もちろん戦わずにすむならそのほうがいいに決まってる。……ただ、どうしていきなり――？」

「おまえが〝書〟を持ってないんだったら、わざわざ狙う必要もないだろ。おまえにゃ仲間も多そうだし、あえて狙うメリットもない」

　サイフの中からぴしっと折り目の入った紙し幣へいを一枚抜き取り、自分が飲んだアイスコーヒーのグラスの下に敷しいて、健二はサングラスをかけた。

「……まあ、いろいろと知っちまうと、かえって戦いにくいってのはあるよな。どうやらおまえもロクでもない親に苦労させられた口らしいし、〝楽園エリジウム〟になんか行きたくないっておチビちゃんの気持ちも――まあ、判らん話じゃあないさ」

「おいあんた！　勝手に一方的にしゃべって終わりにするな！」

「といわれても、こっちにも夜の予定ってのがあるんでね」

　軽くウインクしてサングラスを押し上げた健二は、食事を終えて立ち上がったマラハイドの腰に手を添えた。

「――じゃあな、宮本クン。一度しかない青春時代を大切にしたまえよ？」

「おい――」

　そのまま去っていくふたりを追いかけようと、思わず腰を浮かせた伊織だったが、いきなりクリスがシャツの裾すそを摑み、

「やったね、イオリ！」

「……は？」

「やったよ！　クリス、がんばったよ！　これはもうクリスたちのかんぜんしょうりとゆってもかごんじゃないよね！」

「だから何の話をしている？」

　パスタソースのついた小さな手をやんわりと振りほどき、伊織は眉をしかめた表情を隠そうともせず、クリスを見下ろした。

「今の人たち、クリスにおそれをなしてにげだしたんだよ！　クリスにはかなわないって思ったんだよ！」

　フォークをかかげて力説する少女。伊織は健二が残していった紙幣をポケットに突っ込み、溜ため息いき混まじりにいった。

「おまえの大食いで敵が退散するなら苦労はない。……それより、もう帰るぞ」

「え～？　クリス、まだ食べられるのに～」

「もともと買い物のために家を出てきたのを忘れたのか、おまえは？」

　クリスを引きずって店を出た伊織は、雑踏の中に健二たちの姿を捜した。

　いろいろ知ってしまうとかえって戦いにくいという、健二の言葉が伊織の頭の中でリフレインする。それは伊織も同感だったが、戦いにくいと思うほどあの若者にシンパシーを感じているかどうか、今はまだ判らない。ただ、相手が誰であれ、戦わずにすむのであればそれがベストだった。

　健二たちを捜すのをあきらめ、伊織は携けい帯たい電でん話わの画面を一いち瞥べつした。

「……もうけっこうな時間だな。きょうはすぐに食えるものを買ってごまかすか」

「イオリ！　ごまかしはよくないよ！」

「はいはい」

　わけも判らないくせに瑣さ末まつなことに反応する少女の手を引き、伊織は歩き出した。

「――それにしても、おまえは本当に成長しないな」

「えへへへ……」

「そこで照れる意味が判らないが。誰もほめてない」

　なぜか顔を赤くするクリスから視線を逸そらした伊織は、アーケードの天てん井じようを見上げて溜息をついた。

「叔父さんの話だと、二〇〇年たってもほとんど老けないウォーライクもいるらしいからな。もしおまえもそんな調子だとすると――」

「いつまでもかわいいってことだよ！」

「……厄やつ介かいなことになるな」

「やっかいって、何が？」

「おまえな……成長期にある子供が、半年たっても一年たっても背が伸びないなんてことが、常識的に考えてあるわけないだろう？」

　頼通とルテティアがパリで世話になったというウォーライクは、フランス革命前から生きていたが、外見がほとんど変わらないため、周囲の人間たちから疑念をいだかれないよう、数年ごとに住む場所を変えていたという。

「おまえがいつまでも成長しなかったら、周りの人間が怪しむんだよ。先生のところのエルクドゥーンみたいに、かくまう感じで住まわせてるならともかく、おまえは学校にまで乗り込んできて、いろんな人間に見られてるからな」

「む～……それはしっさくだったね、イオリ」

「……おまえ、意味も判らずに難しい言葉を使おうとするな」

　失策を犯したのはおれじゃないといいたいのをこらえ、伊織は思案をめぐらせた。祖父の代から今の持ち家に住んでいる伊織としては、まさか定期的に引っ越しを繰り返して疑惑の目を逃れるわけにもいかない。そこそこ現実的なラインとしては、クリスを絶対に外に出さないようにして、対外的には母親に引き取られていったとごまかす手があるが、家の中だけでじっとしていられないクリスの性格からすると、たとえ実行したとしてもすぐに破は綻たんするだろう。

「あっ！」

　伊織がぶつぶつと思案していると、クリスが卒然と驚きの声をあげた。

「たいへんだ！　クリス、てんさいかもしれない！」

「……おまえはいきなり何をいっている？」

「クリス、すごいこと思いついたよ！」

「……だから何だ？」

「〝楽園エリジウム〟に行く時にねがいごとがかなうんだったら、クリスをおとなにしてってゆえばいいんだよ！　クリスあったまいい！」

「そしておまえは大人になった状態で〝楽園エリジウム〟に行くわけか」

「あ」

　本当に「あ」と間の抜けた声をもらして笑みをこわばらせたクリスは、しかし、すぐに伊織を見上げ、

「もっ、もっといいこと思いついたよ！」

「……今度は何だ？」

「ねがいごとをかなえる時に、ねがいごとを三つにしてってたのむんだよ！」

「どこかのマンガみたいな話だな」

「でねでね、ひとつめでクリスをおとなにしてもらってー、ふたつめでずっとイオリといっしょにくらせるようにおねがいしてえ、でもって三つめで――」

「さらに願いごとを増やすのは反則だぞ」

「じゃあ、三つめはハーゲンダッツ一〇〇人前！　じゃなきゃマンゴー一〇〇個！」

「そんな詐さ欺ぎ臭くさいやり口がまかり通るとは思えないがな。……だいたい、〝楽園エリジウム〟に行くには何度も戦わなきゃならないんだぞ？」

「む～……それがもんだいだね」

　一人前に眉をひそめて唸うなる少女の手を引き、伊織はスーパーマーケットへ向かった。
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「おー……ウワサをすれば何ちゃら、あれ、宮本くんじゃん」

　いつものファーストフード店の窓際の席に座っていた牧まき島しまむつきは、隣となりの白しら石いしつぐみをつついて眼下を指差した。

「あー……子連れ宮本だね」

　アーケードの人混みの中を、少女の手を引いた宮本伊織が歩いていく。コーラのカップに挿さしたストローをぐりぐり回し、つぐみは溜息をもらした。

「……ところで何？　ちゃんと続いてるの、あのふたり？　宮本とさっちーは？」

「っていうか、シライシ、さつきたちと同じクラスでしょ？　あんたこそ毎日見てて判んないの？」

「ふたりの仲がどう変化したって、さっちーはともかく、宮本のほうはそういうの絶対に見せないタイプだもん。たとえさっちーを振ったとしても、みんなの前ではごくごくふつうに接するでしょ、たぶん」

「それがさー、フラレた気配がないんだよねー、今のところ」

　襟えりもとにはたはたと風を送り込み、むつきはどこか面白くなさそうに呟いた。

「――この前もさー、何か宮本くんちに遊びに行ってたみたいで、ちょうどわたしと家の前で鉢はち合あわせたんだけど、宮本くんと例の美少女おばさん、ふたりに送ってきてもらってたのよ？　何？　もう家族公認？　みたいな」

「ってことは、今のところはうまくやってるわけか。……ウチのクラスじゃみんな、あえてそのへんには触れないようにしてるのよね。またさっちーに号ごう泣きゆうされるとイヤだから」

「でも、このままうまくいくとも思えないけどね、わたしは」

「根拠は？」

「いや、別に根拠とかはないけど」

　アイスコーヒーをすすったむつきは、ふたたび窓越しに眼下を見下ろしたが、すでに宮本伊織の姿はない。

　つぐみはふとむつきを見やり、

「……むっちーさ、さっちーと宮本がつき合うのが気に食わないわけ？」

「…………」

　ストローをくわえていたむつきはその問いには答えなかったが、つぐみには何となく彼女のいいたいことが判るような気がした。

「……要するに、双子の姉が自分を置き去りにしてさっさとカレシ作ったのが面白くないわけね、むっちーは」

「誰もそんなこといってないでしょ？」

「じゃあもっと楽しそうな顔して応援してあげればいいじゃない」

「そういう問題でもないの！」

　むつきはカップのふたをはずして一気にアイスコーヒーを飲み干した。

「――さつきみたいなタイプには、もっと頼たより甲が斐いのある体育会系のほうが似合うって思ってるだけよ」

「むっちー、いっつもそういうこといってるけど、むしろそういうのはさっちーには合わないんじゃない？　さっちーってよくも悪くも文学少女だし、体育会系の暑苦しいのは身の回りにあんたひとりで充分でしょ」

「わたしは暑苦しくない！」

「はいはい」

　コーラのカップを空からにしたつぐみは、腕時計を確認して立ち上がった。

「――わたしもう帰るけど、むっちーは？」

「帰るわよ。……おなか空すいたし」

　本来なら休日のはずの土曜日も、むつきは陸上部の活動があって学校帰りだった。つぐみはさつきと同じ帰宅部だが、街で買い物をしていたところをむつきと遭遇し、いっしょにお茶をしていたのである。

「――そういえばさあ」

　店を出たところで、つぐみが呟いた。

「宮本の料理の腕って、実際どんなもんなのかな？」

「は？」

「さっちー、何かいってない？」

「そりゃあ……まあ、自分よりよっぽどうまいとか、そういういい方はしてるけどね。わたしもご馳ち走そうになったことないからよく知らないけど。――でも何で？」

「いや、体育祭終わったら文化祭じゃない？　ヤマザキとかが、メイド喫きつ茶さやれとかアタマの悪いこといい出しそうなんだよね。だったらいっそのこと、逆に男子に全部押しつけて執事喫茶でもやらせようかと思って」

「あー、面白そうじゃん。やりなよ、わたしら行くから」

「単純な多数決なら女子の勝ちなんだよね。ウチのクラス、男子より女子のほうが数多いし」

　腕組みして何ごとか考え込んでいたつぐみは、やがて小さく嘆息し、むつきに軽く手を振った。

「――そんじゃね、むっちー」

「んじゃね」

　つぐみとむつきは店の前で左右に分かれ、おのおの家路に就ついた。

　大人たちがそうであるように、少年少女たちもまた、ひとつのことだけを考えていればいいというものではない。

　子供は子供なりに、いろいろと思うところはあるのである。
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　そのゴージャスな肢し体たいをゆったりとソファに預け、美女は静かに目を閉じていた。

〝ラ・ベル・ダム・サン・メルシィ〟――彼女はそう呼ばれている。

　かたわらには三分ほどに中身の減ったワイングラスが置かれ、控えめな音量でシェーンベルクの『月に憑つかれたピエロ』が流れている。

　そこに、ワインのボトルを手にしたジョンと、低く唸り続ける携帯電話を持ったキーツがやってきた。

「――マダム、マラハイドのロードからです」

「意外と早いわね。何か進展があっての連絡だといいんだけど」

　携帯電話を受け取り、ラ・ベルは身を起こした。

「ボンソワール、ぼうや。……いい知らせでしょうね？」

『いい知らせかどうか判らんが、ま、確認はしてきたぜ』

　スピーカーの向こうから、陽気な若者の声が聞こえてくる。運命の重さを自覚していないようなその明るさに、ラ・ベルは思わず唇くちびるを吊つり上あげた。

「――それで？」

『結論からいやぁ、宮本伊織のところに〝書〟はない』

「本当でしょうね？」

『もちろん、噓うそをついてなけりゃって前提でのハナシだがね』

「誰が？」

『そりゃあ宮本伊織本人がだよ。直接聞いてきたんでね』

　由良健二がしれっと答える。ラ・ベルは一瞬だけ目を丸くし、唇の切れ込みをさらに深くした。

「……宮本伊織が持っていないとしたら、いったい誰の手にあるの？」

『本人はパトリック・ハーンに持ってかれてそれっきりだっていってたぜ。ただ、それをまた別の誰かに持ってかれたんじゃないかって話だが』

「なら、一時的にとはいえ本当に〝書〟は宮本伊織のもとにあったのね？」

『そこもまたはっきりしないんだ。パトリックと取り合ってたそれが本物かどうか、宮本クンにも確証がねェらしいんだよ。……ただ、ヤツのオヤジがウォーライクの研究をしてる変人で、その〝書〟は、ヤツのウォーライクといっしょにアイルランドから送られてきたもんだそうだぜ』

「ウォーライクの研究をしている日本人……？」












　健二の言葉を反はん芻すうし、ラ・ベルは目を細めた。マニキュアの塗ぬられた指先をこめかみに這はわせ、何ごとか考えている様子だった。

『おい、どうしたんだい？』

「何でもないわ。……それで、パトリックの手に渡ったあとの〝書〟の行方ゆくえは？」

『そこまでは知らないだろ。そもそも宮本クンは、〝書〟なんかどうでもいいってスタンスらしいからな。あのチビっ子も、少なくとも今のところは、〝楽園エリジウム〟に行くつもりはないらしいぜ』

「すべて本人の言葉を信じれば――ということね」

『まあな』

「ダオコーーケルー」

　ラ・ベルは大きくうなずき、ジョンによって満たされたグラスを手に取った。

「――宮本伊織が〝書〟を持っていないのなら、あえてことを構える必要はないわ。しばらくは放っておきなさい」

『いいのかよ、ホントにそれで？』

「ええ。……わたしはしばらく日本を離れるわ」

『何？』

「わたしが留守の間、ケンカせずに仲よくおやりなさい」

『おい、ちょい待て――』

　何かいいかけた健二を無視し、ラ・ベルは携帯電話を閉じてキーツに投げ返した。

　ワインボトルの口を拭いていたジョンは、上うわ目め遣づかいにラ・ベルを見やり、尋ねた。

「――今、日本を離れるとおっしゃいましたが、どちらへ？」

「アイルランドよ。――チケットを手配しておいてちょうだい」

「いつお発たちに？」

「ひとつ用事をすませたあと、すぐにでも」

「承知いたしました」

　何のために――とは聞かず、ジョンとキーツはふかぶかと頭を下げてラ・ベルの前から姿を消した。

「あのふたりに迂う闊かつに宮本伊織を始末させると、〝おひいさま〟の意見に同調したように見られかねないものね……それは癪しやくだわ」

　ラ・ベルは赤いワインを飲み干し、ふたたび目を閉じて音楽に聞き入った。
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　六時限目の授業が終わり、生徒たちが三々五々と教室から出ていく中、山やま崎ざき雅まさ明あきは前の席の宮本伊織の背をつついた。

「おい、みやもー、みやもー！」

「…………」

　小学生の頃、確かに山崎からそう呼ばれていた時期もあったが、いまさらそんな呼ばれ方をして、「ん？　何だい、やまざー？」などとにこやかに返せるほど、今の伊織はがんぜなくない。

　伊織があくまで山崎の呼びかけを無視していると、牧島さつきが怪け訝げんそうな表情で伊織にささやいた。

「山崎くん、伊織くんのこと呼んでるみたいよ？」

「いや、呼ばれていない」

「え？　でも――」

「宮本ォ！」

　ついに業ごうを煮にやした山崎が、教科書をカバンにしまい込んでそのまま帰ろうとする伊織の腕を摑んだ。

「――貴様、いつからそんな薄情な男になった!?　いつにもましてクールに気取りやがって……オレたち、小学校の頃から『みやもー』、『やまざー』と呼び合ってきた仲だろうが！」

「呼び合ってなどいない」

「こら、ふたりの大切な思い出をすぽんと忘れるとは何ごとだ!?　オレたちふたりは、いわば周しゆう瑜ゆと蔣しよう幹かんのような、篤あつい友情で結ばれた――」

　伊織と山崎のどちらが周瑜でどちらが蔣幹なのか、一度聞いてみたいような気もしたが、ヘタをするとさらに山崎がエキサイトしそうだったので、伊織はそこには触れないようにした。

「おまえほど『三さん國ごく志し』には詳しくないが、確かそのふたりは親友でも何でもなかったんじゃないか？　ただ幼おさな馴な染じみなだけで――」

「うるせえ！　幼馴染みイコール親友、もしくはカノジョの第一候補って決まってんだよ、この世の中！」

「……夏休みの間、おまえはよっぽど楽しく遊んだんだな」

　健康的に日焼けしたクラスメイトを冷ややかに見つめ、伊織は嘆息した。

「日焼けするついでに、かなりの数のシナプスが焼き切れているらしい。一度ちゃんとした医者にかかったほうがいいぞ。すでに思考回路に混乱が生じている」

「シナプスだとォ？　ワケの判らん単語を並べてオレを煙けむに巻こうったってそうはいかねえぞ！」

「山崎くん、シナプスはこの前の生物でやったばっかりだよ？　絶対に中間テストで出ると思うけど……」

　さつきが苦笑をこらえつつ横から口を出すと、山崎は眉み間けんに深いしわを刻んで首をかしげた。

「……それは初耳だぞ？　オレが学校休んだ時にやったんじゃないのか？」

「おれが知るかぎり、おまえは中学の頃から遅ち刻こくさえなければ皆かい勤きん賞しようのはずだが」

「単に授業中に何も聞いてなかっただけなんじゃ……」

「こらこらこら！　貴様らァ!!」

　山崎は伊織とさつきを順繰りに指差してわめいた。

「――ふたりで連れん携けいしてオレを攻撃するな！　さすがのオレも、二正面作戦に対する効果的な策は持ち合わせていねえ！」

「それ以外の策ならいろいろ持っているようないいようだが、要するにおまえは、いったい何がいいたいんだ？」

「おお、そうだったそうだった。――なあ、帰りに駅前の本屋寄らねえ？」

「とりあえず本屋に行く用事はおれにはない」

「そんなこというなよ！　オレ、期末の成績ヒドかったろ？」

「期末試験にかぎらず、おまえは歴史分野の一部を除いてヒドかったが、それがどうかしたのか？」

「いやー、さすがにウチの両親が怒り出してよー、最近、塾に通えってうるせえんだ、これがまた」

　山崎の一学期の成績がヒドかった、というあたりから、教室に残っていたクラスメイトたちも、いったいこの少年が何をいうのか興味津しん々しんといった表情で注目している。そこへ来ての他ひ人とごとのような発言に、クラスのあちこちから失笑がもれ聞こえてきたが、当の山崎はまるで気にしていないようだった。

　伊織は眼鏡めがねを押し上げ、山崎に尋ねた。

「それで、塾に通うことになったわけか？」

「通うわけないって！　そんなことしたら遊ぶ時間が減るだろ？」

「これ以上成績が下がれば、おまえの自由が減ると思うがな」

「そこ！　そこなんだよなー。さすが我が張ちよう良りよう、よく判ってるぜ」

「その張ちよう子し房ぼうからのアドバイスだが、おまえはやっぱり塾に通え。おまえがいつもくだらんことばかりいっているのは、明らかにヒマをもてあましているからだ」

「オレが欲しいのはそんなアドバイスじゃねえ！」

　だぁん！　と伊織の机をはたき、山崎は力説した。

「――とにかく、成績さえよけりゃあ塾通いなんざしなくていーんだ！　だからよ、どうにかしてちゃちゃっとテストの点数を上げてだな、二学期の通知表を親に文句をいわせねえくらいのモンにしたいわけだ、オレとしては」

「大それた夢を見る奴だな、おまえも」

「大それたって何だ、大それたって!?」

「うーん……ちゃっちゃとテストの点数を上げるうまい方法なんてあるわけないし、わたしも、ちょっと虫がよすぎるって思うけど……」

「けどよー、現に宮本は、中間より成績上げてきたじゃん？」

　苦笑混じりのさつきの指摘に、しかし山崎は真顔で答えた。

「どう考えても私生活が忙しくなってるはずなのに、おまえがああして成績を上げてきたってことは、何かいい参考書とか問題集を使ってるんだろ？　それをぜひオレにも教えてくれ！　オレもそれで勉強して、次の中間では学年トップを目指すから」

「おい、宮本、そうなのか？」

　山崎のバカ発言を遠巻きにウォッチングしていたはずのクラスメイトたちが、その興味の矛ほこ先さきを伊織に変えてきた。まだ一年とはいえ、将来のことを考えれば成績はいいに越したことはない。まして、楽にいい成績が取れる方法があるのなら、誰だってその秘密を知りたいと思うだろう。

　しかし実際のところ、そんな便利な魔法の書など存在しない。伊織はただ、クリスの〝魔性の血エルフインブラツド〟を借りて、一時的に体力と集中力を極限まで高めた状態で、睡すい眠みんに使うはずの時間を利用して詰め込んだだけにすぎない。密度の差こそあれ、何か特別な参考書や勉強法があるわけではないのである。

　もちろん、そんなことを山崎たちに正直に話せるはずもない。そのカラクリを知っているさつきがどこかそわそわしているのを横目に一瞥し、伊織は淡たん々たんと答えた。

「……もしおれが深夜にスパルタ式の塾に通って勉強をしていたといったら、おまえもそこに通うのか？」

「え!?　じゅ、塾？　いや、塾はちょっとなー……って、おまえ、ホントに塾に行ってんのか？」

「家事で忙しいおれにそんな暇があると思うか？」

「じゃあ何なんだよ、おまえの成績アップの秘ひ訣けつは!?」

「そんなもの最初からない。……しいていうなら、おれがおまえより真ま面じ目めなのが、成績が上がった理由じゃないのか？　特別な参考書を使ってるわけでもない」

「何だよ……」

「やっぱヤマザキがひとりで騒いでただけじゃねーか」

　伊織の当たり前すぎる言葉を聞いて、クラスメイトたちが溜息とともに帰かえり支じ度たくに戻っていった。

「くっそー……陰いん険けんな宮本のことだから、成功のヒミツを絶対にひとり占じめしてると思ってたんだがなー」

「……誰が陰険だ？」

「いや、それはともかくとしてだな」

　カバンを小脇にかかえ、山崎は伊織とともに教室を出た。

「……実は母親から参考書を買う金をもらってきたのだが、これで日頃世話になっているおまえに紅茶の一杯でも奢おごってやろうかと思ってな」

「噓をつくな」

「噓って決めつけるなァ！」

「噓に決まっている。……どうせおまえのことだ、またルテティアを紹介しろとかウチに上げてくれとか、そんな交換条件を出す気だろう？」

「だとしても、オレがおまえにお茶を奢る事実は変わんねーだろ！　おとなしくオレの好意を受け入れろ、宮本ォ！」

「あ、あの……好意だとか受け入れろだとか、そういうことを大声で叫さけばないほうがいいよ、山崎くん？　ヘンな誤解を招くから――」

「何もヘンなことなどない！　――そうだ、どうせならおまえもいっしょに行くか、牧島？」

「せっかくだけど、わたしたちは――」

「わたしたち？」

　山崎は眉をひそめて伊織とさつきの顔を交互に見やった。

「え？　おまえらこれからふたりでどこか行く気か!?　牧島、宮本にフラれたんじゃねーの？　髪切ったのって――」

「ちょ……！　山崎くん！」

　恥ずかしいことを大声でいう山崎に顔を真まっ赤かにしたさつきは、結局、山崎を黙らせることを放ほう棄きし、伊織たちをその場に残してばたばたと走り出した。

「――い、伊織くん！　わたし、職員室に日誌届けてから行くから！」

「どうでもいいが、廊ろう下かを走るな」

　スカートの裾すそをひるがえして駆け去っていく少女を見送り、伊織は東ひがし棟とうに足を向けた。

「おい、宮本！　どこ行くんだ？」

「美術準備室だ」

「は？　何で？」

「きょうは半年に一度の準備室の掃除だ。――と聞いている」

「でもおまえ、牧島といっしょにどこか行くんじゃないのか？」

「だから美術準備室だ」

「え？　牧島も美術部入ったのかよ？」

「どうやらそうらしい」

「おまえを追って入部か……健けな気げだねえ」

　さつきの美術部入部には、もっと切せつ羽ぱ詰つまった事情があるのだが、それを山崎に説明するわけにはいかない。

「――あいつの考えていることはおれには判らん」

「そうだよなー。女子って何考えてっか判んねーよなー」

「おれにはおまえの考えも判らんが」

　ぼそりとつけ足した伊織は、山崎と別れて美術準備室へと向かった。

「――――」

　ひと夏の間にあれだけのことがあって、それでもまだ、自分がこうしてふつうの高校生としての毎日を送っていることが、伊織にはどこか居心地が悪く思えて仕方がなかった。

　と同時に、あとどれだけこういう生活を続けていられるのか――漠ばく然ぜんとした不安に駆られたりもした。
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　職員室に向かったさつきは、担任の古ふる田た教諭に日誌を手渡した。

「確認お願いします」

「おう」

　自分の席で孫の手を使っていた古田教諭は、さつきが差し出した日誌をぱらぱらとめくりながら、

「――そういや牧島」

「はい？」

「おまえ、宮本とはどうなってるんだ？」

「はっ、はいぃ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげてから、さつきは慌ててあたりを見回した。さいわい、部活動の指導にでも行っているのか、居合わせた教師はあまりいない。

　さつきは声を低く落とし、迂う闊かつなことをいう担任に激しく抗議した。

「いっ、いきなり何いうんですか、先生!?」

「だっておまえ、宮本に告白したんだろう？　一学期の終わり頃に、軽く修しゆ羅ら場ばになったって聞いたぞ？　髪切ったのもそれが原因じゃないのか？　ずいぶんと可か愛わいくなっちゃってまあ……」

「そ、それは――べっ、別にどうだっていいじゃないですか！」

「そりゃまあ、学業や生活態度にいちじるしい悪影響がないかぎり、恋愛は個人の自由というか、こっちもそこまで束そく縛ばくするつもりはないんだがなあ」

「だから何なんです？」

「……おまえはともかく、宮本がな」

　くるくると器用に回転させていたボールペンの尻しりでこめかみをかき、古田教諭は小さく笑った。

「あいつ、人気あるだろ？」

「は……？」

「あいつ最近、成績も上がってきてるし、口数は少ないがいうこともしっかりしてるだろ？　それでいて真面目ぶるでもないしな。一年のわりに大人びてるってこともあるんだろうけど、けっこう人気あるぜ？」

「だっ、誰に？」

「誰にって、女子にだろ。男子に人気あったって困るだろうが」

「じょっ、女子!?」

「ああ。特に二年とか三年とか、年上にモテるって、そっちの先生がたもおっしゃってたな」

「とっ、年上!?」

　しつこく反芻するさつきの脳裏にその時よぎったのは、大おお路じ常葉の颯さつ爽そうとした立ち姿だった。以前、友人の白石つぐみにも、伊織の女子人気が上がりつつあるという話を聞いたことがあったが、それを教師の口から聞かされると、やはり心中おだやかではいられない。

　日誌にサインをして、吉田教諭はふたたび背中に孫の手を突っ込んだ。

「宮本は叔父さんに似ちまったのかな……。洒落しやれっ気けがないだけで顔立ちはそう悪くないし、モテるのも判らんじゃない。ま、叔父さんを反面教師にして、できればあんなだらしない人間にならないでくれればいいんだが」

「……そんなにだらしない人じゃないと思いますけど。伊織くんの叔父さん」

「何だ、おまえ、麿まろ先輩と面識あるのか？」

「えっ？　あ、ああ、はい、一応……」

「宮本とのことでは野や暮ぼをいうつもりはないが、あの人にだけは気をつけろよ？　たぶんおまえくらいの年の子も、ストライクゾーンに入ってるはずだからな」

「はあ……」

　さつきが曖あい昧まいにうなずいた時、からりと扉が開いて、長い黒髪の大和やまと撫子なでしこがプリントの束を持って入ってきた。

「――――」

　さつきに気づいた常葉は、しかし声をかけることなく、軽く一瞥しただけで、自分の担任の机にプリントを置くと、そのまま無言で職員室を出ていった。

　それを見送った古田教諭が、さつきを振り返って尋ねる。

「――なあ、牧島」

「はい？」

「宮本と大路が仲いいって話、本当か？」

「……しーりーまーせーんー！」

　さつきは眉根を寄せていい放つと、おざなりに一礼して職員室をあとにした。

「――牧島さん」

　廊下では常葉がさつきを待ってくれていた。

「すいません、わざわざ――」

「気にしないで。どのみちきみも、美術準備室の掃除の手伝いなんだよね？」

「はい。伊織くんはもう先に行ってます」

「きみは――」

　いっしょに並んで歩きながら、常葉が横目にさつきを見やっていった。

「少し、変わったかな？」

「は、はい？」

「わたしは以前のきみをさほど知っていたわけではないけど、たぶん、きみは変わったと思うよ。――可か憐れんになった」

「そっ、そんな……」

　さつきは人にほめられたりすることに慣れていない。勉強も取り立ててできるわけではなく、スポーツでは双子の妹のおかげで親からすらほめられたことがない。読書以外にこれといった趣味もなく、特技もない。

　そんなさつきが、生徒たちから憧しよう憬けいの目で見られる常葉に、可憐などとほめられたのである。顔を真っ赤にしてうつむいてしまったのも無理はない。

「わたしは……駄だ目めだな」

「え？」

　思わず顔を上げたさつきは、どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みな常葉の横顔に見入ってしまった。

「もしわたしに、今の牧島さんほどの可憐さと――それに勇気があったならと、そう思うことがあるよ」

「ゆ、勇気って……？」

「きみは、宮本後輩のために変わろうとしているんだろう？　自分を変えようとするには、大きな勇気と努力が必要だよ。わたしには、その勇気がなかった」

「…………」

　伊織がロードになって間もない頃、戦いの中で、常葉がとてもせつない失恋をしたということは、すべてではないが、おおよそのところはさつきも聞いている。おそらく常葉がいっているのはそのことなのだろう。

　何と答えていいか判らずにいるさつきの背中をぽんと叩き、常葉は小さく笑った。

「――さあ、急ごう」

「はい」

　少し早足になった常葉を追いかけ、さつきは西日の中を駆け出した。






















　何度リダイヤルしてもつながらないことに苛いら立だち、由ゆ良ら健けん二じは携けい帯たい電でん話わを折りたたんでベッドの上にわだかまる布団ふとんの山に投げつけた。

「……ったく、マジで出ねえぞ、あの女？」

「別にいいじゃないですか」

　エプロンをつけて腕まくりをしたマラハイドが、屋台のやきそば屋を思わせるコテを両手にかざし、じゅうじゅうと音を立てるホットプレートを見つめている。プレート上には、向かって右から、一センチほどの厚さにスライスされたスパムが三枚、目玉焼きが三つ、そしてイングリッシュマフィンが六枚、整然と並んでいた。

「――出ないなら出ないで、ヘンな仕事を押しつけられなくてすみますから」

「そりゃまあそうなんだが……気になるだろ？」

「なるにはなりますけど、何もないのが一番です」

「……まーちゃんは大物だぜ」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめ、健二はキッチンに向かった。ベッドから冷蔵庫のあるところまで、以前は歩いて二〇歩以上かかったが、今は五歩でたどり着く。

　マラハイドとともに生きることを決意した健二が真っ先にやったことは、それまでひとりで住んでいたマンションからの引っ越しだった。

　以前の健二は出張ホストで派手に稼かせいでおり、その金で、ひとりで暮らすには広すぎる高級マンションを借りていたが、マラハイドと出会ったのを契機にホスト稼か業ぎようからは綺き麗れいさっぱりと足を洗って、ついでにもっと家賃の安い手頃な広さの部屋に移ったのである。

　健二にとって、今の小さなマンションでのマラハイドとの暮らしは、以前の広いマンションでのひとり暮らしよりもずっと楽しかった。住む場所がどうのというのではなしに、そこにマラハイドがいるということが何より重要だった。

　冷蔵庫からジンジャーエールのボトルを持って戻ってきた健二は、ホットプレートに神経を集中させているマラハイドを見て思わず苦笑した。

　まるで猫だった。ひとつのことに集中しすぎて周りのものが見えていない。今マラハイドの目に映っているのは、ホットプレートの上でうまそうに焼けつつある獲え物ものだけだろう。

　健二の見ている前で、マラハイドはかりっと焼けたマフィンを白い大皿に移し、その上にこんがり焼き目のついたスパムを手早く載のせていった。

　スパムサンドはマラハイドの好物のひとつだが、正直いって、ひとつやふたつではとても彼女の胃袋を満たすことはできない。だからいつも、こうしてホットプレートを使って一度に三つのスパムサンドを作り、それを食べながら次の三個を作り、それを食べながらさらに次の三個を……という具合に、とりあえず少女が満足するまで続けるのである。

　ちなみにいえば、今マラハイドが用意しているのは昼食でも夕食でもない。せいぜい午後のおやつといったところだろう。

「――いただきます」

　スパムの上に目玉焼きを載せ、ケチャップとマスタードを網目状に振ってさらにマフィンを載せると、マラハイドはそれをがしっと摑つかんで躊ちゆう躇ちよすることなくかぶりついた。野菜がまったく入っていないのも、マラハイドの好みといえば好みである。マラハイドは野菜が嫌いなわけではなく、熱でしおれたレタスが嫌いなので、この手のものを自分で作る際には、葉物野菜はいっさい入れない。

「腹はらいっぱい食えよ、まーちゃん」

「はい」

　自作のスパムサンドをはむはむ食べるマラハイドを眺めながら、健二は窓際のベッドに腰を降ろした。

「……まあ、マダムがどっかへ行って、こっちからも連絡がつかないんじゃ、無理難題吹っかけられなくてすむけどな。しばらくはのんびりさせてもらうか」

　壁にもたれた健二は、ガラス越しに空を見上げた。

「……あいつのところは、あのおチビちゃんの食事とかはどうしてんのかな？」

「はい？」

「いや、この前見たカンジだと、あの宮みや本もとクンとこのおチビちゃん、あのサイズでまーちゃんと互角の食いっぷりだったからな。他ひ人とごとじゃねえけど、ありゃあカネがかかるオンナだぞ」

「食べる量ならわたしのほうが一枚上うわ手てだったと思いますけど」

　早くもふたつ目のスパムサンドに取りかかっていたマラハイドが、上うわ目め遣づかいに健二を見つめたまま、そう切り返す。

「――まあ、どっちが大食いかはともかく、苦労してるのは確かだろうな……あれじゃまーちゃんみたいに自分で食事の用意もできないだろうし」

「珍めずらしいですね、ケンジさん」

　二個目のスパムサンドを討とう伐ばつし終えたマラハイドは、ホットプレートにスパムとマフィンを並べ、卵を三つ落とし、スパムサンドの第二陣を作る準備にかかっている。まだまだ彼女の胃袋には空きスペースがあるようだ。

「――ケンジさんがほかの人のことをそういうふうに話すのって、わたし、初めて聞いた気がします」

「そうだっけか？」

「正確にいえば、女の人の話はときどき聞きますけど、男の人の話はまったくといっていいほど聞いた覚えがありません」

「そりゃそうだよ。オレ、男なんか嫌いだもん」

「女の人も嫌いでしょう？」

「大人の女はね。――あ、っていっても、別にロリコンとかじゃないからな？」

「判わかってます」

　マラハイドは小さく笑い、引っくり返したスパムの上にスライスチーズを載せた。

「――せいぜいわたしも、これ以上大きくならないように気をつけます。大人っぽくなると、ケンジさんに嫌われますから」

「まーちゃんはどういう姿になってもまーちゃんだよ。別に大人になっても嫌いになったりしねえって」

「そうですか？」

「ちなみに聞くけどさ、まーちゃん……っていうか、ウォーライクって、人間みたいに年取るの？」

「それは、成長するかって意味ですか？」

「ああ」

「そういう意味なら、ほとんど年は取らないと思います」

　チーズを加えてさらにボリュームを増したスパムサンドをひとつ、小皿に載せて健二に差し出したマラハイドは、空いたスペースで輪切りにしたタマネギを焼き始めた。どうやら第三陣は、スパム＆オニオンチーズサンドになるらしい。

「わたしも、自分以外のウォーライクを長期間観察したことがないので確信はないですけど、少なくともわたし自身は、五年前からこの姿のままですから」

　マラハイドには過去五年ほどの記憶しかないという。ラ・ベルの言葉を借りるなら、マラハイドは五年前に〝覚かく醒せい〟し、何人かのロードとともに戦ったあとで、健二の前に現れたらしい。

「今のまーちゃんの見た目が一五、六歳くらいだとすると……五年前なら、宮本クンちのチビくらいのサイズなのがふつうだよな」

「たぶんあの子も、あのまま大きくならないんじゃないかと思います」

「それはまた……あいつも苦労しそうだな」

　宮本伊い織おりの苦悩を想像し、肩を揺らして笑っていた健二は、ふと胸にきざした疑問をマラハイドに向かって吐はき出だした。

「……なあ」

「はい？」

「ウォーライクがそういうもんだってことは判ったけど、それじゃたとえば、マダムはいったいいくつなんだ？」

「そこまではわたしも知りません」

「もしかして、あの女もホントは何百年も生きてんじゃねえのかな？」

「そういう可能性はありますけど、でも、聞いても教えてくれないですよ？」

「教えてくれないっていうより、無礼のひと言で斬きり捨すてられて終わりだろ。……女に年ねん齢れいを聞くもんじゃねえだろってさ」

　中身が半分ほどに減ったジンジャーエールのボトルを揺らし、健二は唇くちびるを吊つり上あげた。

「――なあ、まーちゃん」

「はい、何です？」

「それ食い終わったら、ちょっと出かけねえ？」

　　　　　[image: ]

　日中の気温には夏の暑さが未練たらしく残っていたが、夏休みの前とくらべると、明らかに日が傾くのが早い。

　思えば、夏げ至しからすでに三カ月もたっている。もうすぐやってくる秋分の日を境に、昼夜の長さは逆転して、日一日と日暮れも早くなっていくのだ。

　西日の射さす窓に白いカーテンを引き、伊織は溜ため息いき混まじりにコーヒーメーカーの洗浄に戻った。

「……よくこんなもので淹いれたコーヒーを人に勧すすめましたね、先生」

　くっきりとコーヒー色の線が残るガラスポットをスポンジでこすり、伊織は早はや瀬せ薬くす子こを一いち瞥べつした。家事がまるでダメという薬子のことだから、週に一度洗うか洗わないかといったところなのだろう。

　床の上に積まれていた美術書のほこりを吹き飛ばし、中身を確認して書しよ架かへと戻していた薬子は、伊織を振り返りもせずにぼやいた。

「そういうけど、きみはさっさと自宅からティーバッグを持ち込んできて、ほとんどここのコーヒーなんて飲まなかったでしょう？」

「コーヒーは好きじゃないんで」

「きみだけじゃなくて、トッキーもここでは紅茶派みたいだけど？」

「先せん輩ぱいの場合は、本能的に身の危険を察知して、先生のコーヒーを飲むのを避けてたんじゃないんですか？　何しろ達人ですから」

「失敬ね。別にここで淹れるコーヒーを飲んだからって死ぬわけないでしょ」

「死にはしないでしょうが、身体からだにいいとも思えませんから」

　薬子が顧こ問もんを務める美術部は、ほぼ全員が幽ゆう霊れい部員で、はっきりいってしまえば実体はない。その美術部の数少ない活動が、薬子の根城ともいえるこの美術準備室の掃除だった。

　全集の半分も棚に詰めていないのに、薬子はわざとらしく肩を叩たたきながら、コーヒーカップを洗っている伊織を見やった。

「……いまさらなんだけど」

「はい？」

「わたしはもしかすると、情けのかけ方を間違えたのかもしれないわね」

「――――」

　伊織は手を拭ふいて薬子を振り返った。

　薬子がそんなことをいい出したのは、たぶん、伊織の話を聞いたからだろう。街で由良健二と出会った一件については、一〇分ほど前に報告している。

　健二と戦ったことがある薬子なら当然の反応だろうが、伊織に一時的な休戦を申し出てきた健二の言葉を、薬子は信用すべきではないと斬って捨てている。伊織自身は信じてもいい気分になっていたが、あえてそのことは薬子には伝えなかった。

「ふー……」

　白衣のポケットからタバコを取り出して火をつけた薬子は、積み上がった美術書に尻しりを乗せ、白い煙けむりを静かに吐き出している。

「ベラスケスが泣いてるって、前におれにいいませんでしたか？」

「死人は泣かないわ。泣くのは生き残った人間だけ」

　伊だ達て眼鏡めがねをはずしてポケットにしまい込み、薬子は大袈裟にかぶりを振った。

「……本当にきみのためを思うのであれば、きみをさっさとこのレースからリタイアさせておくべきだったわ。そうすれば、きみがここまで深入りすることはなかったし、頼より通みちくんを巻き込まずにすんだかもしれない」

「叔お父じさんは、親おや父じの研究に興味を持って自分で踏ふみ込こんでいった口だから、おれの件は無関係だと思いますよ。先生が気に病むことじゃないです。……ただ、どっちにしても最初からその選せん択たく肢しはなかったと思いますよ。それはつまり、クリスを見殺しにするってことですからね」

「後こう悔かいは一瞬よ」

　ぷかりと煙の輪を浮かべ、薬子は淡たん々たんともらした。

「きみは一瞬ですべてを忘れる。……そして、以前のままのおだやかな生活に戻る」

「……何かあったんですか、先生？」

　薬子がこういうことをいうのは、実は二度目だった。伊織がクリスと出会ったばかりの頃、これ以上厄やつ介かいなトラブルに巻き込まれたくないなら、クリスを切り捨てて日常に戻ることもできると教えてくれたのである。

　結局、伊織はクリスを見殺しにすることができず、少女を守って戦う道を選び、薬子ももうその話を持ち出すことはなかった。

　それを今になってまた蒸し返してきた薬子の意図が読めず、伊織は薬子を見返した。

「何があったってわけじゃないけど……久しぶりに頼通くんに会ったからかもしれないわね」

「叔父に？」

「頼通くんには、それこそ中学生の頃からずっと世話になってて、きみのお父さまにもさんざんお世話になって――あの頃のわたしはいろんな意味で本当にどん底にいたんだけど、頼通くんと宮本先生には、本当に救われたのよ」

「叔父さんはともかく、あの親父が？」

「きみが知らないのも無理ないわよね」

　吸すい殻がらを携帯灰皿にねじ込み、薬子は小さく笑った。

「――わたしね、昔からきみのうちにちょくちょく遊びに行ってたのよ」

「え？」

「中学の終わり頃から高校生くらいまでかな？」

「……ぜんぜん覚えがないんですが」

　伊織にとってはまったくの初耳である。

「それはそうよ。きみが寝てる時間を狙ねらって真夜中に遊びに行ってたんだから」

「ただの不良じゃないですか」

「宮本先生もいたんだからいいじゃない、別に」

「そういうもんですか？」

「……ウチは母親が入院して家にいない時期が多かったし、そういう時は頼通くんのところに行って、朝まで本を読んだり宮本先生の話を聞いたり――精神的に押おし潰つぶされそうだったわたしが、あれでどれだけ救われたか判らないわ」

　そういえば、ルゥがやってきたばかりの頃、クリスが眠っていた棺ひつぎの中から見つけた〝書〟のことで、薬子や常葉ときわを自宅に招いたことがあったが、あの時、薬子は宮本家の書しよ斎さいでどこか懐かしげな表情を見せていた。あれはもしかすると、その頃のことを思い出していたのかもしれない。

「――だけど、その時に受けた恩を、わたしはぜんぜん返せていないのよ。頼通くんにも、宮本先生にもね」

「だからって、いまさらどうこうしてもらわなくてもいいですよ。親父なんてどこで何してるかも判らないし」

　薬子が――叔父はともかく――父親を持ち上げることが、伊織にはどうにも面白くなかった。

　少女時代の薬子に対して、父が具体的にどんなことをしてやっていたのかは、もちろん伊織は何も知らない。しかし、少なくとも伊織にとって、宮本康やす頼よりという男は最低の父親でしかなかった。むしろ、他人の薬子にあれこれしてやる暇があったのなら、なぜ実の息子むすこにもう少し関心を持たなかったのか、なぜ生前の妻にもっとやさしくしてやれなかったのか――そんな思いばかりが湧わき上あがってくる。

　眉まゆをくもらせた伊織の表情に気づいたのか、薬子はふたたび書架の整理に戻り、声のトーンを明るめに切り替えて尋たずねた。

「――ところで、きみは何かほかに宮本先生から託たくされていたりしないの？」

「いたりしないですね」

　前にも似たようなことを聞かれたが、伊織にはもう心当たりがなかった。船便で届けられたクリスと、その棺に隠されていた何も書かれていない本、そのふたつ以外に父から届いたものは何もない。

「あの〝書〟……本物だったのかしら？」

「え？」

「いや、何となく、ね――」

　薬子はいちいちケースから出した美術書の中身をぱらぱらとめくり、ときおりそれを読み込みながら、のろのろと作業をしている。

「あれはパトリックに持ってかれたっきりだし、その後の状況から見て、たぶん第三者に奪われたんじゃないかと思いますけどね」

「その後の状況って……？」

「病院送りになったパトリックの所持品の中にありませんでしたから」

　そう答えてから、伊織は薬子を振り返った。

「――そんなに気になるんですか、〝書〟のことが？」

「きみはならないの？」

「まったくならないわけじゃないですけど、でも、それを持ってることでほかのウォーライクに狙われるのであれば、むしろないほうがいいですよ」

　現に伊織は、〝妖精の書レボル・シオグ〟と称される本のためにパトリックに目をつけられ、文字通り死ぬような目に遭あった。

　だが、伊織にしてみれば、もともと読めもしない代しろ物ものである。敵に襲われるリスクが回避できるのであれば、手放したところで惜おしくも何ともない。

「――だいたい、パトリックが噓うそをいっているのでなければ、〝書〟っていうのはそれ自体が持ち主を選ぶそうですよ。最高のウォーライクだけが〝書〟の持ち主――〝語フりイ部リ〟になれる。ということは、やっぱりおれたちが持っていたって、いずれ手放すことになっていたはずなんですよ」

「そうかしら？」

　ボッカチオの画集のページをめくりながら、薬子がいった。

「――わたしは、あの子には特別な何かがあるような気がするわ」

「クリスにですか？」

「ええ。宮本先生がわざわざあの子をきみのもとに送りつけてきたのには、やっぱり何か特別な理由があるんだと思うの。それに、パトリックもそんなようなことをいっていたんでしょう？」

「まあ、もともと〝書〟を持っていたのはクリスだったっていうのがあいつの主張でしたけどね」

　いずれにしても、そのあたりの詳細を知ることはできない。伊織の父は相変わらず行方ゆくえ知れずだし、一方のパトリックも、すでにすべてを忘れてしまっているからである。

「…………」

　カーテンの隙すき間まから射す西日に目を細め、伊織はふと、パトリックがアイルランドに戻るのがきょうだったことを思い出した。

　結局、パトリックの記憶は戻っていない。頼通が外務省のお役人からさりげなく聞き出したところによれば、おそらく帰国後は、すぐにまた入院することになるだろうとのことだった。

「――どうしたの、宮本くん？」

　伊織の動きが止まったことに気づいたのか、薬子が画集を眺めながら尋ねる。

「自分だけあくせくとはたらくのが馬ば鹿からしくなったんですよ」

　伊織が薬子の怠たい惰ださをかなりダイレクトに揶や揄ゆした時、からりと美術準備室のドアが開いた。

「失礼します……」

「すいません、遅れました」

　どこかおどおどした牧まき島しまさつきと毅き然ぜんとした大路常葉が、一礼して入ってきた。彼女たちも、美術部の数少ない幽霊部員として、準備室の掃除に駆り出された口である。

　常葉はベストを脱いでカバンの上に置き、薬子に尋ねた。

「――それで、どうすればいいですか、先生？」

「えーっと、そうねえ……」

　少しばつが悪そうに画集を閉じてケースに収め、薬子は苦笑した。

「……宮本くん、指示してあげて」

「は？　どうしておれが？」

「たぶん、きみが一番家事技能が高いと思うのよね、この中では」

「…………」

　いわれてみれば、確かにそうかもしれない。家事全般が苦手ですべてエルクドゥーンに任せている薬子や、自宅にお手伝いさんがいてあれこれする必要のない常葉に、専業主婦の母親を持つさつき――これらの女性陣三人組とくらべれば、伊織はよほど家事をやっている。

「……じゃあ、とにかくそのへんの床に積み上がってる美術書を、一度全部美術室のほうに運んでください。床掃くのに邪じや魔まなんで」

　洗ったばかりの食器の上に布ふ巾きんをかけ、伊織は薬子たちにいった。

「ほら、先生もいっしょに」

「え？　わたしも？」

「おれに指示しろっていったのは先生ですよ」

　薬子の軽い不満の声を封殺し、伊織は眼鏡を押し上げた。美術書の中身をチェックして書架に収納する、などという仕事を薬子に割り振っていたら、たぶん何日かかっても整理など終わるわけがない。こういう脱線しがちなタイプには、単純な力仕事をやらせておくにかぎる。

「別に中身まで見なくていいですから、ケースの表面で膜まく張ってるようなほこりをまずどうにかしてください。綺麗にしてからじゃないと書架に詰めても無意味です。――それともうひとつ」

「何だい、宮本後輩？」

「たぶん、図書室から借りっ放しになってる本がけっこうあると思うんで、それは別にしておいてください。あとで返さないと」

「それはいいんだけど」

　マスクを着用して美術室の大きな教きよう壇だんの上に美術書を運んでいた常葉が、あたりを見回してから伊織に尋ねた。

「……これだと美術室の床が汚れるんじゃないかな？」

「かもしれませんね」

「いいのかい？」

「いや、だっておれたちが掃除しなきゃいけないのは準備室だけでしょう？　美術室は放っておいてもどこかのクラスの生徒が当番で掃除してくれるんだから、別にいいんじゃないですか？　積極的に汚してるわけでもなし」

「意外に腹黒なんだな、きみは」

「おれは自分のことを善人だなんていった覚えは一度もないですけどね」

　正直にいえば、部員だからといってこの準備室の掃除を手伝う義理など自分にはないと、伊織はそう思っている。さして広くもない部屋に美術書や胸像があふれて混こん沌とんとしているように見えるのは、基本的には、薬子が出したものをもとの場所に戻すという動作を面めん倒どう臭くさがるからだろう。だから、片づけるなら薬子ひとりで片づけるのがすじだとは思う。

　そこを最大限に譲じよう歩ほして手伝ってやっているのだから――薬子には何度も助けられていることもあるし――少しくらい横着しても許されるだろうというのが、伊織の主張だった。

「――伊織くん、図書室の本、すごくたくさんあるんだけど」

「具体的には？」

「石いし抱だきっていうんだっけ？　江戸時代の拷ごう問もんに使えそうなくらいあるよ。禁帯出ってシールがついてるのもあるし」

　ある意味とてもイメージしやすいさつきの報告を受けた伊織は、一気に広くなった床を箒ほうきで掃いている薬子の背中をじとりと見やった。

「先生」

「はい？」

「知らん振りしてないで自分で返してきてくださいよ」

「わたしが？」

「借りてきた人間が返すのが当たり前だと思いますけどね。……だいたい、ただ返すだけじゃなくて、司書さんに頭下げるくらいは必要だと思いますよ？　それとも、おれたちに代わりにあやまってこいっていうんですか？」

　伊織の正論に、薬子はぽりぽりと頭をかいて嘆たん息そくした。

「仕方ないわね。――牧島さん、運ぶの手伝ってくれる？」

「えっ？　あ……はい」

　薬子から頼まれたさつきは、戸口のところで一瞬だけ伊織を見やり、すぐにぎこちなくうなずいた。

「――牧島、先生が途中で逃げ出したりサボったりしないように、ちゃんと監視しておけよ？」

「う、うん」

「信用ないわね、ホント」

　薬子とさつきは手分けして美術書をかかえ、美術室から出ていった。

「――力仕事ならわたしがやったほうがよかったんじゃないかな？」

　美術書のほこりをはたはた払っていた常葉が、伊織に尋ねるでもなく呟つぶやいた。

「それだと、先輩と先生をふたりきりで行かせることになるじゃないですか」

「……そうだけど、何か問題でも？」

「居心地が悪くないですか？　先生もきっとそう思ってますよ」

　空からになった書架を雑ぞう巾きんで拭きながら、伊織は小さく笑った。

「おれが思うに、先輩と先生は根本的に合わないですよ。ふたりっきりで行動してても会話らしい会話なんか出てこないでしょう？」

「まるでないわけじゃないよ。たとえば――成績のこととか進路のこととか」

「教師と生徒ならふつうの話題ですね。電車で隣り合った老人同士が天気の話をするくらいに当たり障さわりがない」

「まあ、そのくらいの会話はね」

　ともに戦うロードとしての薬子を、常葉はあまり信用していない。たぶん薬子のほうでも、常葉のそういう考えをすでに感じ取っているだろう。だから伊織は、このふたりをセットにしたくなかったのである。

　もちろん、自分がさつきとふたりきりになりたくなかったということも、ないわけではない。

「――きみは、牧島さんとはうまくやっているみたいだね」

「それこそ当たり障りがないくらいにはね」

「本意じゃないようないい方に聞こえるけど？」












「そりゃそうですよ。……想像つくでしょう？　どんなにやりにくいか」

「まあね」

　伊織が綺麗に拭いた書架に、常葉が美術室のほうでほこりを落とした美術書を順番通りに並べていく。どうしてあの女教師は、書架から引き抜いた本を同じところに戻すという単純な作業すらできなかったのか、伊織にはまったく理解できなかった。

「家事の苦手なわたしがいえる立場ではないけれどさ」

　伊織の疑問の呟きに、常葉は苦笑混じりにいった。

「――きみは、きみが思っているよりずっと几き帳ちよう面めんなんだよ」

「そうですかね？」

「たぶん、宮本先輩に似たんじゃないかな？」

「似てるといわれてこんなに嬉うれしくない相手もそうはいませんね」

　流しで雑巾を洗い、伊織は大きく深呼吸した。

　ふと見やったカーテンの隙間の向こうの空が、さっきよりもずっと暗くなっている。日が落ちる速さは、もう秋がすぐそばまで来ていることを物語っていた。
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　その日の夕刻、文学部の事じ務む棟とうにやってきた金髪の美女は、「宮本先生の研究室は？」とだけ尋ねた。流りゆう暢ちような日本語だったが、あまり多くを語るつもりはないのか、それきりサングラスをかけてしまい、さりげなくあたりを見回している。

　たまたま窓口にいた片かた山やま茉まつ莉りは、迫力すら感じさせる女の美び貌ぼうに気け圧おされつつも、宮本頼通の研究室の場所を伝えた。この美女が、しゃべるだけでなく日本語のヒアリングも完かん璧ぺきだったのは、あらゆる外国語が苦手な茉莉にとって、はなはだ運がよかったといえるだろう。

　ヒールの硬い足音を残して去っていく美女の後ろ姿を見送り、茉莉はほっと溜息をついた。

　そしてすぐに、以前にも似たようなことがあったのを思い出した。

　確かあの時やってきたのは、アイルランドから来日したという青年と、その身内の美女だった。祖父の古い友人だということで、以前ここに勤めていた宮本康頼を訪ねてやってきたが、すでに本人がここにはいないことを告げると、そのまま去っていった。

　あのあとどうなったのか茉莉は知らないが、妙に印象に残るふたり組だったために、今でもはっきりと覚えている。

「……あれ？」

　そしてまた、茉莉は思い出した。

　宮本先生の研究室はと聞かれたので、ほとんど反射的に頼通の研究室を教えてしまったが――何しろ今この大学の文学部には、宮本という講師はひとりしかいない――果たして美女が訪ねてきたのは頼通だったのか、それともその兄の、行方不明となった康頼のほうだったのか。

　しかし、茉莉はそのことで思い悩むのをすぐにやめた。美女が訪ねてきたのがどちらだろうと、頼通に引き合わせれば問題はないだろう。もし康頼に会いにきたのだとしても、彼が行方不明だということを説明するのなら、やはり頼通の口からしてもらったほうがいい。

「それにしても……相変わらず女の出入りが派手なのね、あの人」

　デスクワークに戻った茉莉は、仲がよかった先輩の友人だという宮本頼通の顔を思い浮かべ、長い嘆息をもらした。

「ついこの前はあんな美少女が押しかけてきて、きょうはまたブロンド美女が訪ねてくるんだから、早瀬先輩も苦労するわよね。あんなのとつき合ってたら――」
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　美女の周囲の空気が、いつの間にか変わっていた。

　窓の外の、秋らしく抜けるように晴れ渡った青い空が赤と黒に染まり、灰色の雲がたなびき始める。

「マダム」

　美女――ラ・ベル・ダム・サン・メルシィの斜め後ろについていた黒いスーツ姿の美青年が、あたりをはばかるでもなく声をかけた。

「――この近くにウォーライクがふたりいるようです」

「ロードは？」

「いないようです」

　ラ・ベルの問いに答えたのは、先の美青年と並んで歩く、瓜うりふたつの顔を持つ若者だった。左側がジョン、右側がキーツ――ラ・ベルに仕える忠実な従僕である。

「では放っておきなさい。……ロードのいないウォーライクに、ここへ入ってくることはできないのだから」

　美男子たちを引き連れて、動かないエレベーターの代わりに階段を使って四階まで上がってきたラ・ベルは、長い廊ろう下かの一番端はしのドアの前までやってくると、そこにかけられていたプレートを見上げた。

「――――」

　プレートに記された宮本研究室の文字を一瞥したラ・ベルは、何もいわずに一歩下がった。それと入れ替わりに前に出たキーツが、ノブを摑んで無む造ぞう作さにねじ切り、ドアを押し開ける。

「せま苦しいところね」

　両サイドの壁に書架が置かれているおかげでさらにせまく見える部屋を見渡し、ラ・ベルは不満げに鼻を鳴らした。

「……まあ、捜すのは楽だけど」

　彼女のその呟きを受けて、ジョンとキーツが動き始めた。

　本棚に詰め込まれているのは、アイルランドやイギリスのフォークロアに関する書籍や、ケルト文明について記述された研究書が大半で、中にはフランス語や日本語で書かれたものもある。

　部屋の中央に置かれた質素なソファセットに腰を降ろし、ラ・ベルはふたりに指示を出した。

「枕まくらになりそうなそっちのご本はどうでもいいわ。……宮本伊織の父親の足跡が判るものを捜して。手紙でも、メモでも、何でもいいわ」

「はい」

　労働をジョンたちに任せ、ラ・ベルはソファに背を預けて静かに深呼吸した。

　窓の外には陰いん鬱うつな黄昏たそがれの空が広がっている。ラ・ベルはそれを見つめながら、おのれの長い金髪を指に絡からめた。

　ジョンとキーツは、ラ・ベルの前のローテーブルの上に、古ぼけたノートや手帳、書き込みの多い本などを積み上げていく。ノートに記されていた文字をぼんやりと見つめて、ラ・ベルは呟いた。

「宮本頼通――？」

「宮本伊織の叔父だそうです」

「マダム」

　机の上を調べていたジョンが、写真立てを持ってマダムのところにやってきた。

「――これを。少年のほうが宮本頼通のようです」

「…………」

　その写真には、制服姿の少年と、二〇代なかばほどと見える男が並んで写っている。どうやら高校の入学式のようだった。

　ラ・ベルはその写真に見入り、ふと眉をひそめた。

「この年とし嵩かさの男――」

「ご存じなので？」

　ジョンの問いに、ラ・ベルは無言で写真立てを裏返し、テーブルに置いた。代わりにそこに積まれていたノートを手に取り、ぱらぱらとめくる。

　キーツは手紙やハガキの束をチェックしながら、溜息混じりにいった。

「宮本康頼という男は、一年に一度か二度ほど、滞在先から弟に宛あてて絵葉書を送ってきているようですが、これでは詳しい足取りを追うのは困難ですね。書いてある内容も他た愛わいのないことばかりですし」

「とかく学者という人種には、変わり者が多いという話だものね」

　目の前の山から手書きのノートを選び出し、それを順に調べ始めたラ・ベルは、五冊目のノートを引き抜いた時、そこに不自然なふくらみがあることに気づいた。

「……？」

　ノートの背の部分をつまんで揺らすと、ぱさりと何かが落ちてきた。

　それは、四つ折りにされたヨーロッパの地図だった。アイルランドからイギリス、そしてフランスにかけてのあたりをカバーしたもので、かなり使い込んであり、折り目の部分がすり切れかけている。

　それを広げて眺めたラ・ベルは地図のあちこちに入れられた書き込みに注目した。いくつかの街に丸印がつけられ、街と街の間が線で結ばれている。

　それを指でたどりながら、ラ・ベルは呟いた。

「ダンケルク、サウサンプトン、ブリストル、ダブリン、ロンドンデリー、そして――セントキルダ……？」

　何度もその地名を反はん芻すうしながら、ラ・ベルは立ち上がった。

「マダム？」

「……行くわよ」

「もうよろしいので？」

「どのみち、ここにはもうこれ以上の手がかりはないでしょう。……宮本伊織の父親の顔も、ひとまず確認が取れたし――」

「では……？」

「予定通りアイルランドに向かうわ」

「はい」

　ラ・ベルが研究室をあとにすると、ジョンとキーツも、さんざんに荒らしまくった書架や机周りはそのままに、ラ・ベルとともに廊下へと出た。

「マダム」

「なぁに？」

「……そもそも、宮本康頼という男を捜すことに何の意味が？」

「もしや、その男が今も〝書〟を持っていると――？」

「だとしたら、それはそれで――」

　と、ラ・ベルは何かいいさし、すぐにかぶりを振って言葉を呑のみ込こんだ。

「……わたしはただ、確かめたいことがあるだけよ。余計な詮せん索さくはおよしなさい」

「失礼いたしました」

　瓜ふたつの美男子が、ふたり揃そろってふかぶかとこうべを垂れる間に、彼ら三人を取り巻く世界の色がまたもや変わりつつあった。陰鬱な朱と黒に染め上げられていた空は綺麗な夕空へと戻り、灰色に沈んでいた近景も本来の色彩を取り戻していく。

　と同時に、三人の後方から、乱暴にドアを押し開ける音と、無数の足音が追いかけてきた。

「――――」

　踊おどり場ばで足を止め、ラ・ベルは階段の上のほうを振り返った。






















　このところ宮みや本もと頼より通みちが大学の研究室にこもっているのは、書きかけの原稿を仕上げるためだった。

　兄が遺のこしていった資料と、その足跡を自分なりに追いかける間に集めた資料やフィールドワークの成果を、共著という形で本にする話が進んでいるのである。もちろん、ウォーライクのことにはいっさい触れていない。ごくごくふつうの、ケルト起源の民間伝承についてまとめたものになる予定だった。

　ノートパソコンでかたかたと原稿を打っていた頼通は、缶コーヒーをすすってルテティアを見やった。

　先日、仕事場が見たいといって頼通を尾行し、この大学を突き止めたルテティアは、きょうはクリスタベルを引き連れてここへ乗り込んできている。頼通は渋しぶい顔をしたが、「だって、クリスをひとりっきりにするなっていったじゃない」と返されては、頼通もそれ以上何もいえなかった。

　とはいえ、この宮本研究室には、年頃の少女や子供が喜びそうなものなど何もなかった。アイルランド語や英語、フランス語などで書かれた大量の研究書と、あとは海外で買ってきた土産みやげ代わりの小物が少々。日本人にとっては珍めずらしいと思えるかもしれないが、イギリスからフランス、そして日本へと渡り歩いてきたルテティアにとっては、それもさして面白いはずもない。まして、クリスのような少女では見向きもしないだろう。

　実際、ソファに座って持参した雑誌を読んでいるルテティアの横顔には、すでに隠しても隠しきれない退屈の色がにじみ出ていたし、一方のクリスは、こちらも持参したスケッチブックに、鼻歌を歌いながらラクガキをしている。

「――つまらないなら帰ってもいいんだぞ？」

「つまらなくないわよ、別に」

「退屈って顔をしてる」

「だって、家に帰ったってミッチーがいないんじゃ、そっちのほうがつまらないじゃない」

「かといって相手はしてやれないぞ」

「判わかってる。邪じや魔まもしないわよ」

　この原稿がひと段落つくまで、頼通がこうして研究室に通わなければならないということは、ルテティアも理解しているのだろう。

　ただ、もし頼通が本格的に講師として教きよう鞭べんを執とるようになったら、頼通はもっと長い時間をここですごさなくてはならなくなる。たぶんルテティアは、そこまではまだ考えていないに違いない。

「クリスはたのしいよ！」

　マイボトルのマンゴージュースをごくごくとあおり、クリスはわざわざ立ち上がって頼通にいった。

「イオリががっこうに行ってる時は、いつもここに来てもいいよ！」

「そりゃどうも」

　頼通があまりありがたくない少女の申し出に苦笑していると、ルテティアが大きな溜ため息いきをひとつ、頼通のほうを見て切り出した。

「ミッチーさぁ」

「ん？」

「あの窓口にいた人と、昔何かあった？」

「窓口？　ああ、茉まつ莉りちゃん？」

「知り合いなんだ？」

「まあ、後こう輩はいだからね」

　そう答えてから、頼通はまたちらりとルテティアを見やった。

「……おい、まさか妙な勘かん繰ぐりをしてるんじゃないだろうな？」

「だって、ミッチーって女の人にだらしないじゃない」

　ルテティアのダイレクトな指摘に、頼通は肩をすくめた。

「……茉莉ちゃんは早はや瀬せの後輩なんだよ。ちょっと顔を見知ってるってだけで、いっしょに食事をしたことさえないんだぜ？」

「ふーん」

　今の頼通の説明で、ルテティアが納得したかどうかははなはだ疑わしかった。ルテティアの性格を考えれば、ここではひとまず納得したような顔をしておいて、帰り際にいきなり本人に尋たずねるとか、そのくらいのことはやりかねない。

　しかし、頼通と片かた山やま茉莉の間には、真実何もなかったのである。学生時代、何かあったらいいなと思ったことがなかったわけではないが、実際には何もなかったのだから、いまさらあれこれ疑われたくはない。

　頼通は小さく咳せき払ばらいをして、あらためて切り出した。

「あのね、マドモワゼル――」

「ミッチー」

　頼通の言葉をさえぎり、ルテティアがファッション誌を閉じて立ち上がった。

「……どうした？」

　いぶかしげにルテティアの顔を見やった頼通は、すぐに、その隣となりにいるクリスまでがソファから腰を浮かせ、不安げな顔をしていることに気づいた。

「……どうしたんだ、おい？」

「誰だれかがすぐそばで〝門〟を開いたわ」

「何!?」

「聞こえるの……すごく大きく、鐘かねの音が――」

　ルテティアはクリスを抱き上げ、あたりを見回した。

「またこの前みたいなことになるんじゃないだろうな――？」

　頼通はノートパソコンを閉じて窓辺に走った。

　ルテティアやクリスにだけ聞こえて頼通には聞こえない鐘の音――それはまぎれもなく、〝逢魔が刻トワイライト〟への門が開いたことを告げる知らせだった。しかし、窓の下に広がる緑の多い中庭には、これから帰宅するのであろう数人の学生たちの姿があるだけで、特に変わった様子も怪しい人影も見当たらない。

　もっとも、この中にウォーライクと〝鞘ロのー主ド〟のコンビがまぎれ込んでいたとしても、〝幻視セカンドサイト〟が使えない頼通にはその区別がつかなかった。

　頼通のかたわらにやってきたルテティアが、低い声でささやいた。

「……ここにはいないわ」

「そんなすぐ近くで開いたのか？　いったい誰が開いたんだ？」

「判らない――」

　答えるルテティアの顔も青ざめている。頼通はルテティアのノースリーブの肩をそっと叩たたいてソファに座るよううながすと、研究室の外の廊ろう下かに誰もいないことを確認してから伊い織おりの携けい帯たいに連絡を入れた。

『――もしもし？』

「ああ、伊織か」

　頼通は平素と変わらない伊織の愛あい想そうのなさにほっと安あん堵どした。この様子なら、伊織のほうには特に何も起こってはいないのだろう。

　窓の外を眺めながら、頼通はいった。

「おまえ、今どこだ？　まだ学校か？」

『ああ、美術準備室』

「ってことは、早瀬や牧まき島しまさんたちもいるんだな？」

『いや――』

　一瞬、伊織の声が揺れたように聞こえた。いつもふてぶてしいまでに淡たん々たんとしている伊織にしては珍しい。

「どうした？」

『……何でもない。先生と牧島は図書室に行ってる。すぐに戻ると思うけど、今はおれと先輩だけだ』

「へえ……」

　伊織のわずかな動どう揺ようの理由が判ったような気がして、頼通は今の状況も忘れて笑ってしまった。

『……いったい何の用なんだ？』

　不機嫌そうな伊織の声に、頼通は表情を引き締めた。

「ま、ちょっとな。……そっちの様子はどうかと思って連絡してみたんだ」

『そのいい方だと、叔お父じさんのほうには何かあったって聞こえるぞ？』

「ああ、あった。……すぐ近くでまた〝門〟が開かれた」

『……何？』

「なるべくいっしょに行動したほうがいいかと思って、きょうはルゥとクリスちゃんも連れて研究室に来てたんだが」

　ルテティアが勝手にクリスを連れてきたという部分をうまくごまかし、頼通はこちらの状況を伊織に説明した。

『……本当に大丈夫なのか？』

「今のところはな。……というより、もし向こうにその気があるんだとしたら、ロードのいないウォーライクなんて絶好のカモだろう？　なのにこうして放置されてるってことは、今すぐルゥたちをどうこうするつもりはないってことだと思う」

『そんなお人好しのウォーライクがいると思うのか、叔父さんは？』

「俺おれの周りにはたくさんいるね」

　冗じよう談だんめかして交ぜ返した頼通は、身を寄せ合って表情を硬くしているルテティアとクリスを見つめ、溜息混じりにいった。

「……まあ、こっちにウォーライクしかいないんで、トワイライトに引きずり込めずに手を出しあぐねているって可能性もあるが、本当にそういう手合いなら、むしろこのままでいるほうが安全だな」

『迂う闊かつに逃げようとして、人ひと気けの少ないところで狙ねらわれるよりはましか』

「そういうことだ。……とにかく、こっちはこっちでどうにかする。おまえは、早瀬たちにこのことを知らせてくれ。相手の正体も目的も皆かい目もく判らん状況だし、警戒しておくに越したことはないからな」

『判った』

　伊織との通話を終えて携帯電話をたたんだ頼通は、中庭に面した窓にカーテンを引いて椅い子すに腰を降ろした。

「……伊織たちのほうはひとまず無事らしい」

「問題はこっちのほうよ」

　静かに呼吸を整えながら、ルテティアはクリスの髪をそっと撫なでている。

「相手が何者かは知らないけど、別に人目があるからわたしたちに手を出さないんじゃないわ。そもそもわたしたちは相手の接近に気づいてなかったんだから、一撃で仕し留とめることだってできたはずでしょ？」

「それは――」

「でも、実際にはそうしなかった。それどころか、まるで自分たちの存在をわたしたちに知らせるみたいに、すぐ近くで〝門〟を開けたりしてる。そんな真ま似ねをする理由はひとつくらいしか思いつかないわ。……その誰かさんは、最初からわたしたちなんか眼中にないのよ」

「…………」

　ルテティアの言葉に妙に納得させられた頼通は、相手の正体をはかりかねて眉まゆをひそめた。

「まさか――？」

　お盆の少し前、伊織とクリスは、謎なぞの少女――イソウド・オブ・ホワイトガントレットによってトワイライトに引きずり込まれた。頼通たちは、彼女を〝吟遊詩人ミンストレル〟と呼ばれる存在のひとりではないかと想定しているが、いずれにしろ、トワイライトに出入りできるのはウォーライクとロードだけではないのである。

　頼通は火のついていないタバコを口にくわえたまま、ぼりぼりと頭をかいた。

「つまり……さっき〝門〟を開いたのも、どこかのウォーライクじゃなくてミンストレルだっていいたいのか、ルゥ？」

「だとすれば、わたしたちをはなから相手にしないことにも納得がいくとは思うわよ。……だって、ミンストレルっていうのはそのくらい圧倒的なんでしょ？」

　その言葉の後ろ半分は、頼通にではなくクリスに向けたものだったのだろう。いつの間にか、クリスはルテティアの膝ひざの上に乗り、不安そうにきょろきょろしている。

　――と。

　クリスとルテティアが、ほとんど同時に首をすくめて全身を震わせた。

「――――」

　ふたりがふたたび〝門〟が開く合図の鐘の音を聞いたのだと察した頼通は、すぐさま窓辺に立ち、カーテンを細く開けて中庭の様子を窺うかがったが、やはりそこに変化はない。頼通はルテティアを振り返り、低く押し殺した声でいった。

「おまえたちはここにいろ。……様子を見てくる」

「ミッチー！」

「俺はロードでもウォーライクでもない。向こうだって、ただの人間をいちいち始末するほど酔すい狂きようじゃないだろうさ」

「でも――」

　研究室を出ていこうとする頼通と、それを引き止めようとするルテティアが、口早に言葉を交わしていると、何やら神妙な表情を見せていたクリスが、ルテティアの膝の上からひょいと飛び降りて駆け出した。

「だれかいる！　すぐちかくにいるよ！」

「ちょっ……クリス!?」

「おい、よせ！」

　頼通とルテティアの制止の声も聞かず、クリスはサマードレスのスカートをひるがえしてドアノブに取りつくと、一気に開け放って廊下に飛び出した。

「臆おく病びようなくせに何やらかしてるんだよ、お嬢じようさん――！」

「おっ、置いてかないでよ、ミッチー！」

　タバコを吹き捨ててクリスを追った頼通を、慌あわててルテティアが追いかけていく。

「伊織のためとか考えてるのかもしれんが……ひとりじゃ何もできないことぐらい判るだろう!?　だいたい――」

　無人の廊下を一気に駆け抜け、階段を駆け降りていこうとしていたクリスに追いついた頼通は、少女を小脇にかかえ上げたところで言葉を失った。

「ミッチー!?」

　一瞬遅れて頼通に追いついたルテティアも、そこで言葉を失った。

　頼通にかかえられたクリスは、もっと前から言葉を失っていた。

　三人の視線が、下へ向かう階段の踊おどり場ばに集中している。

　そこに、ふたりの美男子をしたがえた美女がいた。

「――――」

　アニマルプリントのセクシーなドレスと毛皮のコートをその身にまとった美女は、乱れた足音とともに駆けつけてきた頼通たちを、無言で見上げていた。

　そのなりからしても、大学の職員のはずはないし、まして学生とも思えない。彼女にふさわしいのは、ネオンサインの輝く豪ごう奢しやな夜の街だろう。

「この女……人間じゃないわ。ウォーライクでもない――」

　ルテティアが呻うめくようにいった。同じことはクリスも感じているのだろう。頼通の腕の中で、クリスがぶるっと大きく身み震ぶるいした。

　冷ややかに頼通たちを見上げていた美女に、同じ顔をした美男子の片割れが、小さな声でご注進した。

「あの男が宮本頼通、小さな少女のほうが宮本伊織のウォーライクです」

「なるほど……イソウドのいう〝蛇へび〟候補の最右翼ね」

　なぜこの美女たちが自分のことを知っているのか、頼通には判らなかったが、美女の口から出たイソウドという名前に、ある種の確信をいだいた。

「……どうやら、あんたもミンストレルとやららしいな……？」

　しかし、美女はその問いには答えず、逆に頼通に質問をぶつけてきた。

「宮本康やす頼よりという男はどこにいるの？」

「何……？」

「……知らないのならいいわ」

　目を丸くした頼通に背を向け、美女はふたたび歩き出した。やはり彼女にとっては、ルテティアもクリスも、最初から眼中にないらしい。

「に、にげるよ！　あのひとっ――」

「……いい子だから黙っててくれるか、お嬢ちゃん」

　余計なことをいうクリスの口を咄とつ嗟さに押さえ、頼通は苦笑混じりに後ずさった。

「…………」

　頼通たちに肩越しの冷ややかな一いち瞥べつを投げかけ、美女は美男子たちを連れてそのまま階段を降りていった。頼通たちが食い下がってくるとは微み塵じんも思っていないような、悠ゆう然ぜんとした足取りだった。

　美女のハイヒールの音が遠ざかり、やがて聞こえなくなると、頼通はようやくクリスの口を押さえていた手を離し、その場にへたり込んだ。

「洒落しやれにならんだろ、おい……」

　極度の緊張から解放された頼通が、いつの間にかにじんでいた額ひたいの汗をぬぐう。

「ミンストレルってのは、いったい何人いるんだ？　そいつがいったい兄貴に何の用事がある？」

「……例の〝妖精の書レボル・シオグ〟絡がらみじゃないの？」

　どこか苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で、ルテティアが呟つぶやいた。

「だが、そいつはパトリックに持ってかれてそれっきり行方ゆくえ不ふ明めいだ。こっちに来られてもどうしようもない」

　膝に手を当ててのろのろと立ち上がった頼通は、クリスをルテティアに託たくし、階段に向かった。

「どうするの、ミッチー？」

「茉莉ちゃんのとこに行って、今の美女のことを聞いてくる。――それがすんだら帰るから、準備をしといてくれ」

　そういい置いて、頼通は階段を駆け降りていった。

　先ほど降りていったはずの美女主従の姿は、すでにどこにも見当たらない。一階まで降りた頼通は、長い廊下でつながれた事じ務む棟とうに向かい、窓口にいた片山茉莉のところに直行した。

「茉莉ちゃん」

「あ……宮本先生」

　頼通が声をかけると、茉莉は引きつったようなぎこちない笑みを浮かべて軽く頭を下げた。

「おいおい、どうしてそこで引くんだよ？」

「だって……早瀬先輩から、宮本先生には気をつけろって」

「あの女、また余計なことを――」

「だって、さっきだってすごいブロンドの美女が訪ねてきたじゃないですか。あの人何なんです？　ツケの取り立てって感じでもなさそうだったけど……」

「あんなママのいる店があるなら通い詰めてるよ。……で、彼女はここで名乗ったりしなかったのかい？」

「はい。……ただ、宮本先生の研究室はどこだって聞かれたんで、行き方をお教えしましたけど」

　そう答えてから、茉莉は怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「……宮本先生のお知り合いじゃないんですか？」

「ああ」

「もしかして――」

「どうやら兄貴のほうの宮本センセに会いにきたらしい。行方不明だっていったらさっさと帰っちまったよ。……個人的には名刺交換くらいしたかったんだがね」

　いかにも軽けい薄はくそうな男らしくぼやいて茉莉の警戒心を解きほぐした頼通は、彼女に礼を述べて自分の研究室へと戻っていった。

「あの美女といい、伊織のトコに現れたホスト崩くずれといい……どうも最近妙な動きが多すぎるな。戦わないですんでるのはありがたいことなんだが」

　ポケットからあらためてタバコを取り出し、頼通は火をつけた。

　館内はすでに禁煙になっているはずだが、誰にも見み咎とがめられなかったのはさいわいだった。
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　だばだばだばだばだばだば――。

　ビート板のように浮き輪に摑つかまった少女が、派手な飛沫しぶきを上げてバタ足の練習をしている。湯の代わりに水を張ったバスタブはちょっとしたプールほどのサイズがあり、子供が泳ぐぶんには何の問題もない。

　濡ぬれたタイルの上を、すべらないように難なん儀ぎしながらやってきたエドゥアールは、鼻の頭をかいて、いいづらそうに切り出した。

「おひいさま……その、水にまったく顔をつけずに泳ぎの練習をするというのは、やはり無理があるのではないでしょうか……？　まずはそこから始めないと、いつまでたっても――」

「泳ぎの練習？　練習ですって!?」












　エドゥアールの言葉に、イソウド・オブ・ホワイトガントレットはまなじりを吊つり上あげた。

「誰が泳ぎの練習をしてるですって？　してない、してないわよ！　イソウドはただこうして涼すずんでるだけ！　だってこの国の残暑ったらしつこいんだもの！」

「はあ……」

「そもそもイソウドには泳ぎなんて必要ないの、必要ないのよ。だってイソウドは空を飛べるし、ということは水上を高速で移動できるってことなんだから、あえて泳ぐ必要なんてないの！」

「ですが、顔を水につけるくらいはおできになったほうが――」

「お黙り、お黙りっ！」

　イソウドは湯船の中にすっくと立ち上がると、手にしていた浮き輪をエドゥアールの顔面目がけて投げつけた。

「顔は洗えるのになあ……」

「何かいった？」

「いえ、別に」

　浮き輪を首に引っかけたまま、エドゥアールは濡れた顔をハンカチでぬぐい、本題を切り出した。

「――それより、どうやらラ・ベルが日本を離れたようです」

「どこに行ったの？」

　ざぶざぶと湯船から上がったイソウドは、濡れた髪の毛を両手で絞しぼりながらエドゥアールに聞き返した。

「どこに向かったかまでは判りませんが……」

「まあいいわ」

　エドゥアールから受け取ったバスタオルを肩に引っ掛け、イソウドは満足げにうなずいた。

「ラ・ベルの小娘がいなくなって、〝男だん爵しやく〟も少し前から姿が見えない。バイクマニアのＴＴもどこかに行ったまま。――ということは、今この板の上に乗っているのは、このイソウドと、それにサー・ペルスヴァルだけ」

「……おひいさま？」

「エドゥアール！　アイスココアよ、アイスココア！」

　怪訝そうな大男に風呂上がりの一杯を所しよ望もうし、イソウドは大おお股またで浴室を出ていった。
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　けさは、大量のホットドッグを作った。

　公園近くのドイツソーセージの店で買ってきたソーセージを、スイートレリッシュといっしょにコッペパンにはさみ、ケチャップと粒つぶマスタードを塗ぬりたくったホットドッグは、それはそれはうまいものなのだが、唯一にして最大の問題点は、クリスもこれが大好物だということだった。

　だから伊織は、朝からこれを四〇個も作った。馬ば鹿かげた数だということは判っていたが、以前クリスが同じものを二〇個、あっという間に食べ尽くしたことがあるのを知っている身としては、このくらい作らなければ安心できなかったのである。

　結果、四〇個のうちのふたつは伊織の朝食となり、さらにふたつが学校に持っていく弁当となり、残りの三六個はすべてクリスが食べることになった。

　朝からよくこれだけ食えるものだといまさらながらに呆あきれたが、これだけ食べさせておけば、少なくとも昼食まではもつに違いない。

　――と、四時限目の終わりを告げるチャイムを聞きながら、伊織はそんなことを思った。

「――伊織くん」

　伊織がバッグからホットドッグの包みを取り出そうとしていると、隣の席のさつきが声をかけてきた。

「あの……ほら」

「…………」

　あの、とか、ほら、ばかりで、具体的に話を切り出すことなく、さつきは上うわ目め遣づかいに伊織を見ている。しかし、それが以前のさつきがよく見せていた、わたしの気持ちを察してくれという図々しいまなざしとは違うと気づいた伊織は、小さくうなずいて席を立った。

「あれ？　どこ行くんだ、みやもー？」

　授業の終わりとほぼ同時に弁当を広げていた山やま崎ざき雅まさ明あきが、伊織を見上げて尋ねた。

　いったい何がきっかけで思い出したのか知らないが、最近、山崎は伊織のことを小学校時代のあだ名で呼んだりするようになった。もっとも、いまさらそんな馴なれ馴なれしげに呼ばれたくないので、伊織はそれを頭から無視することにしている。

「冗談冗談！　どこ行くんだよ、宮本？」

「おれはきょうはパンだからな。購買部で何か飲み物を買ってくる」

「あー、おまえ、いちご牛乳死ぬほど好きだもんなー」

「そこまで好きじゃない」

「そうか？　オレはあの手のフルーツ牛乳が死ぬほど好きだぜ！　――だからついでにオレのぶんも何か買ってきてくれ、心の友よ！」

「買ってくるのはかまわないが、金は先に払え」

「みやもぉう」

「おまえが哀れっぽく懇こん願がんしても気味が悪いだけだ」

「チッ……」

　伊織を拝み倒そうとしていた山崎は、一転、憎にく々にくしげに顔をしかめ、伊織に百円玉を渡した。

「一応いっとくけど、トマトジュースと野菜ジュースだけは絶対に買ってくるなよ？」

「判った」

　おざなりにうなずき、伊織は教室を出た。そのすぐ後ろを、さつきがついてくる。

「ゆうべ、ルテティアさんからメールがあったんだけど……」

「ああ」

「大丈夫だったの？」

「だからメールしたんだろう？　別に誰かがケガしたわけでもない」

「その女の人――どうしてルテティアさんたちの前に現れたの？」

「おれに聞かれても判らん」

　ここの高等部には学食がない。代わりに購買部で、調理パンや菓子パン、それに飲み物などを売っている。生徒の大半は弁当を持ってきているが、やはりそこは育ちざかりの少年少女らしく、弁当だけでは不足しがちなカロリーを補給するために、昼休みの購買部はかなりの盛況を見せる。

　それを横目に、伊織は自販機でブリックパックのいちご牛乳を買った。別にいちご牛乳を買うつもりはなかったのに、山崎との会話のせいで、何となく気づいたら買ってしまっていたのである。

　ふつうの白い牛乳を買ったさつきに、伊織は何の気なしにいった。

「体質的に、日本人のほとんどは、牛乳のカルシウムを効果的に摂取できないらしい。牛乳をたくさん飲めば背が伸びるというのは幻想だな。たぶん煮に干ぼしのほうがよっぽど効果的だろう」

「べっ、別にわたし、そういう意味で牛乳買ったわけじゃ――」

「誰もおまえの背が低いとはいっていない」

　伊織は隣の自販機で一〇〇円のミネラルウォーターを買うと、開け放たれた窓から身を乗り出すようにして、いちご牛乳をちゅるちゅるとすすった。

「……叔父さんがいうには」

「うん」

「その女は、どうやらおれの親おや父じを捜していたらしい」

「えっ？」

「宮本康頼はどこにいるかと聞かれたそうだ。……むしろこっちが知りたいくらいだけどな」

「やっぱり……その人も、ミンストレルなのかな？」

「あくまで経験則でそうかもしれないってだけの話だが、おれたちが知るかぎり、ウォーライクやロード以外にトワイライトに出入りできるのはミンストレルだけだ。クリスたちにも背中の翼が見えなかったという話だから、少なくともウォーライクじゃないだろう」

「だけど、そもそも伊織くんのお父さんて、海外で行方不明になったんでしょう？　どうして大学なんか――」

「研究室の中を調べるのが目的だったんじゃないかって、叔父さんはそういってる」

　頼通から聞いた話では、その女は宮本研究室はどこかと窓口で尋ねたという。すなわち、最初からそれが目的だったということだろう。

「トワイライトは現実世界のコピーみたいなものだからな。トワイライトに入れば、誰に邪魔されることもなく、叔父さんの研究室を家捜しできる」

「あ、そっか……」

「ただ、そいつらが親父の行方を捜す理由がな……」

　ずこっとブリックパックをへこませ、伊織は嘆たん息そくした。

　その時、伊織の脳裏に、美術準備室での薬くす子ことの会話がよみがえってきた。確か薬子は、パトリックに奪われたまま行方の判らなくなっている〝書〟が、本当に本物なのかという疑念を口にしていた。

　なぜ彼女がそうした考えにいたったのか、伊織にはよく判らない。だが、もしあれが薬子の想像通り偽物だったとすれば、本物の〝妖精の書レボル・シオグ〟は、今どこにあるのか。あるいはそのミンストレルの女は、本物の〝書〟を持っているのが伊織の父だと考えて、その行方を追っているのではないか。

「――――」

　刺すような視線を感じ、伊織は顔を上げた。

　購買部のパン売り場のところに、大量のやきそばパンをかかえた牧島むつきが立っていた。怒っているというほどではないが、どう考えても好意的とはいいがたい表情で、じっと伊織を見み据すえている。

「……あれ？　むつき――？」

　妹に気づいたさつきが視線を向けると、むつきはぷいと顔をそむけて去っていった。

「どうしたんだろ、むつき……？」

「さあな」

　さつきにはあえていわなかったが、どうやらむつきは、自分の姉が宮本伊織という男に懸け想そうしている状況が、あまり面白くないらしい。

「――腹はらが減ったな」

「そろそろ戻ろうか？」

「山崎も待たせているしな」

　せっかく買ったいちご牛乳がなくなる前に、伊織はさつきといっしょに教室に戻った。

「――おっせぇぞ、宮本！」

　教室では、すでに弁当を食べ終えていた山崎雅明が、ようやく戻ってきた伊織に嚙みついた。

「これだけ待たせたからには、よっぽどいいモンを買ってきたんだろうな!?」

「任せろ」

　と、伊織はミネラルウォーターの小さなペットボトルを山崎に投げ渡した。

「はァ!?　貴様、どうしてこんな味も素そっ気けもないモンを――！」

「トマトジュースと野菜ジュースは避けろという指示にしたがったまでだが」

　しれっと答え、ホットドッグを食べ始める伊織。

「宮本ォ！　貴様、オレにもいちご牛乳を買ってこいと念を送っていたことに気づかなかったのか、この能ナシが！」

「エスパーじゃあるまいし、おまえの心の声なんぞ聞こえるか。いちご牛乳が欲しいのなら最初からそういえ」

　山崎の無茶な主張を冷徹に斬きって捨すて、伊織は窓の外を見やった。

　このところ、天気のいい日が続いている。たぶんきょうも綺き麗れいな夕焼けが見られるだろう。

　伊織がホットドッグを食べ終わっても、山崎はぐちぐちと文句を言い続けていた。

「――山崎」

「何だ!?　ようやくオレに心底詫わびる気になったか！」

「ああ、詫びだと思ってくれてかまわん。……おまえがもう少し女子からのウケがよくなるようにアドバイスをしてやろうかと思ってな」

「な、何!?　今すぐ聞こう、聞こうじゃないか、我が諸しよ葛かつ亮りようよ！」

「そうか。ならよく聞け。……女子に嫌われたくなければ、もう少し周りを見て、空気を読んだほうがいい。とかく女というのは、ぐだぐだと無む駄だに口数の多い男を嫌うらしいからな」

「お、おうっ！」

　遠回しにうるさいといわれていることに気づいていないのか、山崎は大喜びでメモまで取っている。

「メモを取るだけじゃなくて、実じつ践せんしないと無意味だからな」

「おうっ！」

　クラスメイトの単純さに小さく笑って、伊織はホットドッグを包んでいたバンダナを綺麗にたたんだ。
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　水色と茜あかね色いろが混じる空に鰯いわし雲ぐもがにじんでいた。

　その小魚の群れを突っ切るように、細長い飛行機雲が茜空の彼方かなたへと伸びていく。

　緑色の瞳ひとみを持つ小さな黒犬が、まるでその飛行機を見送るかのように、さかんに尻尾しつぽを振り続けていた。

「……勝ち馬を予想するのは競馬より難しいものだな」

　黒犬とともに飛行機を見送っていたコート姿の紳士は、葉巻の煙を静かに天に立ち昇らせ、やや自じ嘲ちよう気ぎ味みにひとりごちた。

　腹回りこそ年ねん齢れい相応に頼もしくなっていたが、上背もあり、太っているというよりは恰かつ幅ぷくがいいという表現のほうがしっくり来る。上品なスーツに蝶ちようネクタイをあしらい、ライオンのたてがみを思わせるワイルドな銀髪が特徴的な紳しん士しだった。

　日本にはあまりいそうにない、そんな紳士が、高層ビルの屋上で、黒犬とともに飛行機を見送っていた。ぬるい夕風が足元に絡み、紳士のスラックスの裾すそが揺れている。

　がっしりした指で葉巻をつまみ、紳士はひとつ静かに煙を吸い込み、ゆっくりと背後を振り返った。

　紳士のほかに誰もいなかったはずの屋上に、今はもうひとつ、黒いスーツの男が立っていた。

「……見たことのある顔だな」

「どうも――」

　サングラスとスーツで全身を黒く染めた男が、紳士に軽く頭を下げた。この男もかなり背が高いが、身体からだに幅と厚みのある紳士とくらべると小さく見える。それはもしかすると、単純なサイズだけのせいではなく、内からあふれ出るオーラ、威厳のようなもののせいなのかもしれない。

「……エドゥアールと申します、サー」

「確かイソウドのところの……だったな？」

「はい」

「わがままな小娘のご機嫌取りはいいのか？　私に何の用がある？」

「実は、そのおひいさまからの伝言がございまして」

「何？」

「〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟――宮本伊織について、じっくりと話し合いたいと」

「イソウドがか？」

「ぜひともサーに自分の考えをご理解いただきたいとのことで――」

「ふん……くだらんことを」

　紳士は低くくぐもった声で笑うと、手にしていた葉巻をへし折った。その残ざん骸がいが、たちまち白い炎を噴き上げて灰に変わる。

「小娘が何をいおうと私の考えは変わらん。あの程度のロードなど過去にいくらでもいた。それをいちいち〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟として排除していたら、我々の役目などとても立ち行かんぞ？　貴様も〝秤の妖精ウオーキーパー〟なら、小娘のいうことに唯い々い諾だく々だくとしたがうだけでなく、時にはいさめることもするべきだろう？」

「私がいさめた程度で止まるおひいさまではございませんので――」

　額の汗をハンカチでぬぐい、エドゥアールは申し訳なさげにいった。

「……まあよかろう」

「それでは――？」

「話だけは聞いてやる」

「ありがとうございます」

　エドゥアールはしっかりと封ふう蠟ろうの捺おされた白い封筒を紳士に手渡し、ふかぶかと一礼してからその場を立ち去った。

「……小心者め」

　冷ややかに唇くちびるを吊り上げ、紳士はふたたび夕空を見上げた。すでにあの飛行機雲は細かくちぎれて群ぐん青じよう色いろの中に沈み込み、ほとんど見えなくなっている。

「――もしかすると、おまえはまだしあわせなほうだったのかもしれんな」

　誰かに語りかけるような呟きを残し、紳士と黒犬の姿が静かに消えていく。

「伴はん侶りよを失いはしたが、命だけは助かった。天てん涯がい孤こ独どくの身となったが、やり直すことはできるだろう。すべてを忘れて新しい人生を歩むのも、そう悪くはない」

　黄昏たそがれどきの幻まぼろしのごとく――そこにいたはずの男と犬はまたたく間に消え去り、秋の冷たさを帯びた夕風が一瞬だけいきおいを増した直後には、そこにはもう誰もいなくなっていた。
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　食材を詰め込んだエコバッグを肩からかけ、伊織は帰宅の途にあった。

　夕暮れ時の住宅街は、駅前のような喧けん騒そうこそなかったが、どこからか子供たちの元気な声が聞こえてくる。ただ、そこに何ともいえない寂せき寥りよう感かんを覚えるのは、夏よりも空の色が深くなっているのと、思い出したようにかぼそく鳴く、ヒグラシの断だん末まつ魔まのせいかもしれない。

「ううう……い、イオリ、歩くのはやいよ……」

　伊織の斜め後ろを、大きなリュックを背負ったクリスがついてきていた。今にも前のめりに突つっ伏ぷしそうな姿勢で、のろのろと歩いている。

「……まるでドレイになった気分だよ……」

「人聞きの悪いことをいうな。別にデカい石材を運ばせているわけじゃあない。自分で飲むぶんくらい自分でどうにかしろ」

　クリスのリュックに伊織が詰め込んだのは、宮本家ではまずクリスしか飲まないマンゴージュースである。一リットルのパックを二本、軽いとはいわないが、背負って歩けないほど重いわけでもない。

「でもクリス、おはしより重いもの持ったことないし――」

「噓うそをつくな。そもそもおまえは箸はしが使えないだろう」

「じゃあフォークより重いものは持ったことないんだよ」

「ゲームのコントローラーも携帯電話も、フォークよりは重いと思うがな」

　少女の戯ざれ言ごとを冷徹に握り潰した伊織は、ふと、通りの向こう側にある小さな公園を見た。小学校の低学年ほどに見える女の子がふたり、バドミントンをしている。あれのどこが楽しいのか、伊織にはまったく理解できないけれど、当人たちの表情を見るかぎりでは、とても楽しそうではあった。

「…………」

　伊織はクリスを振り返った。

　考えてみれば、クリスはあそこで遊んでいる少女たちと――中身はともかく――外見年齢的には大差がないのに、学校に通っているわけでもないし、身近なところに友人がいるわけでもない。かろうじてリリオーヌだけが、友達と呼べそうな存在だった。

　伊織は、自分の対人スキルがかならずしも高いとは思っていない。それはおそらく、幼少期にうまく友人たちと遊べなかったことが根本的な原因なのだろう。それを考えれば、今のクリスの環境も、決していいものとはいえない。情操教育がどうのと偉そうなことをいうつもりはないが、もっと広く同年齢の子供たちとつき合うことで、社会適応力を伸ばしてやるべきなのではないだろうか、とも思う。

　しかし、クリスを学校に通わせるのはほぼ不可能だった。何よりそうした場所で敵に襲われたらかばいようがないし、下へ手たをすれば周りの子供たちまで巻き込んでしまうかもしれない。

「――イオリ？」

　その場に立ち尽くしてぼーっとしていた伊織は、怪訝そうな少女の声で我に返った。

「どしたの？　何かあった？」

「いや――」

「ん？」

「おまえは、このままでいいのか？」

「え？　どうゆうこと？」

「つまり……おまえは、毎日楽しいのかという意味だ」

　伊織はふたたびバドミントン少女たちのほうを見やった。

「……テレビを見ていれば判ると思うが、世の中の子供には友達がたくさんいて、ふつうは毎日ああしていっしょに遊ぶものだが、おまえはそれをうらやましいとは思わないのか？」

「おもわないよ」

　クリスは即答した。

「クリスにはリリオとゆう大しんゆうがいるしね！」

「……そうか」

「あと、ルゥとかトキワとかサツキとかクスコとかエルクとかミッチーおじさんとか、あと、え～と……イオリ！　イオリがいるからぜんぜんさびしくないよ！」

「なぜおれの名前が一番最後まで出てこなかったのかは引っかかるが……まあ、おまえのいいたいことはよく判った」

　クリスは人の顔色を見て言葉を選べるような子ではない。彼女がそういっているのなら、それは彼女の今の本心なのだろう。

　その時、伊織の携帯電話が震え出した。液晶画面を確認すると、どこかの公衆電話からの着信だった。

「？」

　伊織の知り合いは、ほぼもれなく携帯電話を持っているし、そもそもそういう人間にしか自分の番号は教えていない。

「イオリー、だれからおでんわー？」

「知らん」

　伊織は歩道に荷物を置いてガードレールに腰を降ろし、電話に出た。

「――もしもし、宮本ですが？」

『…………』

「もしもし？」

　繰り返し尋ねても、スピーカーの向こうから聞こえてくるのはかすかな風の音だけだった。

「どしたの、イオリ？」

　クリスがリュックを降ろして勝手に伊織の膝の上に這はい上あがってくる。ふだんならそれを鬱うつ陶とうしいと一いつ蹴しゆうするところだが、正直、今の伊織にはクリスの相手をしていられるような余裕もなかった。

　とてつもない不安が、胸のうちにふくらみつつあった。なぜかは判らない。だが、根拠のない直感が、これ以上この不審な相手と通話を続けていてはまずいと伊織に教えていた。

「誰だか知らないが、イタズラ電話につき合うほど暇じゃない」

　本来ならいう必要のないひと言を口にして、伊織はゆっくりと携帯電話の電源ボタンに指を伸ばそうとした。

『……伊織――』

「！」

　通話を打ち切る寸前、伊織の耳に飛び込んできたのは、聞き覚えのある男の声だった。

「誰だ!?」

「きゃっ!?」

　伊織はいきおいよく立ち上がり、マイクに向かって声を荒げた。その拍ひよう子しにクリスがごろんと膝から転げ落ちた。

「誰だ、あんた――」

　たった今聞いたばかりの声を、記憶の奥底にあるデータベースと照合する。すぐにその答えは出ていたが、しかし、にわかには信じられなかった。

『伊織――』

　声はふたたび伊織の名を呼んだ。

　伊織は目を見開き、夕ゆう闇やみの迫る住宅街を見回した。電話の相手がどこかすぐ近くにいるのではないか――そんな思いに駆られて電話ボックスを捜したが、目につく範囲にはない。さっきまでバドミントンで遊んでいた少女たちもすでに家路に就ついたのか、あたりに人気はなく、アスファルトの上に伸びる伊織とクリスの影も、いつの間にかくろぐろとしたマンションの影に呑のまれていた。

『伊織――』

「誰だって聞いてるだろ!!」












　伊織が叫さけぶのを聞いて、クリスが思わず首をすくめていた。

『お台だい場ばの――』

　伊織にはあまり馴な染じみのない地名と番地をぼそぼそと告げたところで、唐とう突とつに電話は切れた。

「おい!?」






















「――どうしたの、イオリ？　こわい顔してる……」

　ぐいぐいシャツの裾すそを引っ張るクリスの言葉に我に返った宮みや本もと伊い織おりは、静かに深呼吸しながら顔をぬぐった。

　いつの間にか、したたるほどに汗をかいていた。そのくせ、まるで真冬の北風に吹かれたかのように、手足がこわばって思うように動かない。

　いそいそとリュックの口を開いたクリスは、マンゴージュースの一リットルパックを取り出すと、さながら聖剣をかざすアーサー王のごとく、それを伊織に差し出した。

「イオリ！　これをのんでパワーアップだよ！」

「……それを飲んでパワーアップするのはおまえくらいだ」

　予想外の事態に直面して硬直していた伊織の思考が、クリスの言葉でゆるゆると溶け出した。苦笑混じりに呼吸を整えながら、伊織はエコバッグを肩にかけ、クリスの手を引いて歩き出した。

「…………」

　歩きながら、伊織はさっきの着信に対してこちらからかけ直そうとしたが、番号の判わからない公衆電話にはかけられないようだった。

「どしたの、イオリ？　さっきのおでんわは？」

「不ふ愉ゆ快かいな電話だ」

「ふゆかい？」

「たちの悪いイタズラ電話だったらよかったんだがな」

　大きく溜ため息いきをついて、伊織は自宅に戻った。

「とうちゃ～く！」

　玄関を上がったクリスは、真っ先にキッチンに駆け込み、さっそくマンゴージュースのパックを開けた。

「おい」

「ん？」

「おまえはここにいろ」

　テーブルの上にエコバッグを置いた伊織は、クリスをキッチンに残し、書しよ斎さいに向かった。

「――叔お父じさん？　ルテティア？」

　同居人たちの名を呼ばわりながら、伊織は書斎に足を踏ふみ入いれたが、伊織たちが買い物に出るまでそこにいたはずの頼より通みちの姿はなかった。

　先日の一件があって以来、頼通は大学での作業を控え、可能なかぎり家で執しつ筆ぴつすることにしている。書斎に置かれたパソコンのスクリーンセーバーが起動しているところを見ると、おそらく頼通は、すぐ近くのコンビニにでも出かけているのだろう。

　伊織は二階にも頼通とルテティアの姿がないことを確認すると、キッチンに戻って冷たい麦茶で喉のどを潤うるおした。

「イオリ、おちついた？」

　心配そうに尋たずねるクリスの頭をぽんぽん叩たたき、伊織はうなずいた。

　そこに、さっき閉めたばかりの玄関ががちゃりと開く音が聞こえてきた。

「――お？　伊織、帰ってきてるのか？」

　コンビニの袋をぶら下げて、頼通とルテティアがキッチンに顔を出した。

「……どうした、伊織？」

　伊織の表情がこわばっていることに目ざとく気づいたのか、頼通が眉まゆをひそめて尋ねる。

「何かあったのか？」

「電話があった」

「誰から？」

「…………」

　麦茶で潤したばかりの喉が気味悪く渇き、何かが貼はりついたように声がうまく出せなかった。

「おい？」

「親おや父じだった――」

　どうにかそれだけいって、伊織はふたたび麦茶をあおった。

「親父って……あ、兄貴から電話があったってのか？」

　コンビニ袋をルテティアに押しつけた頼通は、伊織の隣となりに座っているクリスをそ～っと別の椅い子すに移して、空あいたところに腰を降ろした。

「――おい、どういうことだ？　本当に兄貴からの電話だったのか？」

「たぶん……」

「たぶんて――」

「でもさあ」

　伊織と頼通の深刻そうな様子を横目に、ルテティアは袋の中から取り出したフルーツゼリーをさっそく食べ始めた。

「――イオリのパパって、イオリがまだちっちゃい頃にいなくなってそれっきりなんでしょ？　じゃあ、聞き間違いってこともあるんじゃないの？」

「幸か不幸か、あのムカつく声はそうそう忘れられるものじゃないんでな」

「都合よくイオリのケー番知ってるっていうのもヘンじゃない？」

「ダンビラに変身する奴やつが、こういう時だけ常識的なことをいうな」

　伊織はルテティアを冷ややかに睨にらみつけた。

「――そばかすのアイルランド人だの黒ゴシックのサド少女だの、そんな見ず知らずの連中に一方的に目の仇かたきにされ続けてきたんだ、いまさらそのくらいのことを変だとは思わないな」

「少し落ち着けよ。――もしその電話が本当に兄貴からのものだとしたら、兄貴は今、日本にいるということになる。なら――」

　頼通がいいかけたのをさえぎり、伊織は立ち上がった。

「実際に行けば判ることだ」

「行くって、どこに？」

「親父はお台だい場ばがどうのといって電話を切った。……要するに、そこに来いってことじゃないのか？」

「待てって、そう早まるなよ。……もしこれが、おまえをはめるための罠わなだったりしたらどうする？」

「誰がおれをはめるっていうんだ？」

「心当たりはいくつかあるだろ？　とにかく落ち着けよ、伊織」

　頼通は伊織をなだめて椅子に座らせ、逆に立ち上がった。

「――ちょいと手間はかかるが、兄貴が本当に帰国してるかどうか、そこから調べてみよう。わざわざ危険を冒おかす必要はないからな」

「どうやって調べるんだよ？」

「ま、つてがないわけじゃないんでね」

　軽くウインクした頼通は、足早にキッチンを出ていった。

「おれは――」

　頼通にいうでもなく、伊織は呟つぶやいた。

「……そうは待たないぞ。すぐにでもあいつのところに行って、一発ブン殴なぐってやりたい気分だ」
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　学園での仕事を終えて帰宅した早はや瀬せ薬くす子こは、大きな溜息をついてヒールを脱いだ。

「――こりゃあ薬子さま、きょうはまた存外に早いお帰りで」

「それだけハイペースで仕事を終わらせてきたってことよ」

「お疲れさまでございやす」

　ぼやき混じりに帰宅した薬子を出迎えたエルクドゥーンは、いつものひらひらしたミニドレスに割かつ烹ぽう着ぎをかさね、キッチンで何やら煮に込こんでいた。

　薬子は通勤用のジャケットを脱ぎ、ブラウスのボタンをひとつふたつはずしてソファに腰を降ろした

「――何作ってるの？」

「グーラッシュでやす」

「何それ？」

「ハンガリー風のビーフシチューみたいなもんでやすよ」

　踏み台に乗ってふたたび鍋なべをかき混ぜていたエルクは、薬子を振り返っていった。

「……もうちょい煮込めば仕上がりやすから、薬子さまは先に汗でも流していらしたらいかがで？　ちょうど風呂も沸わいてやすよ」

「気が利きくじゃない」

　薬子はブラウスから腕を抜いてバスルームに向かった。

　家事全般を引き受けてくれる同居人としては、エルクドゥーンは申し分ない能力の持ち主だった。おかげでここ何年も、薬子は家事らしい家事をしたことがない。薬子はもともと料理や洗せん濯たくも満足にできない人間だったが、その怠たい惰ださを加速させたのは、宮本伊織にまさるともおとらないエルクドゥーンの専業主夫っぷりだった。

「…………」

　少しぬるめのお湯に首までつかり、薬子は静かに深呼吸した。

　だが、ひと息つく間もなく、脱衣所から携けい帯たい電でん話わの鳴る音が聞こえてきた。

「薬子さま！　お電話が鳴っておりやすよ！」

「自分で取るからいいわ」

　薬子は湯船から上がってガラス戸を細く開けると、着替えといっしょに置いていた携帯電話を手に取った。防水携帯のサブ液晶には、学生時代の先せん輩ぱいの名前が表示されている。

「――もしもし、頼通くん？」

『すまん。今どこだ？　まだ学校か？』

「いいえ。もう家に戻って入浴中だけど、何かあったの？」

　薬子はふたたび湯の中に戻った。頼通の言葉に答える声が、バスルームに反響して震ふるえている。

『あったといえばあった――』

「どうしたの？」

『伊織のところに、兄貴から連絡があったらしい』

「何ですって？　宮本先生から!?」

　薬子は湯船の中で思わず身を浮かせた。

『本人からなのか、それとも誰かの悪戯いたずらなのかはまだ何ともいえん。ただ、国内からかかってきたことだけは確かだ』

「もう少し詳しくお願い」

　結局、薬子はすぐにまた風呂から上がり、手早くバスローブをはおった。

　入ったと思ったらすぐさま出てきた薬子を見て、エルクドゥーンが不審げな顔をしている。バスタオルを首から引っかけた薬子は、頼通の話を聞きながら、エアコンの冷風が当たるソファに腰を降ろした。

「……だいたい判ったわ」

『こんなこと、おまえに頼めた義理じゃないのは俺おれも重々承知してる。だが、できれば――』

　いつになく調子の重い頼通の声に、薬子は静かに瞑めい目もくした。

「宮本先生が日本に戻ってきた形跡があるかどうかを調べてもらえばいいのね？」

『ああ』

「少し時間をちょうだい。柏かしわ木ぎさんに連絡してみるから」

『すまん』

「気にしないで。わたしにとっても宮本先生は大恩人なんだから。――それより、あとでそっちにお邪じや魔ましていい？」

『そうしてくれると助かる』

「それじゃ、またあとで」

　薬子の電話が終わるのを待っていたかのように、コンロの火を落としたエルクドゥーンが、エプロンをはずしながらやってきた。

「……どうやら、夕食はもう少しあとでよろしいようでやすね」

「悪いわね」

「いえいえ、少し時間を置いたほうが、味も馴な染じみやすくなるってもんでさ。……それより、薬子さまにひとつお尋ねしたいことがございやして」

「何なの、あらたまって？」

「もし宮本の親父どのが見つかったら――薬子さまはいかがなさいますので？」

「…………」

　薬子は何もいわなかった。

　無言でバスローブを脱ぎながらウォークインクローゼットに向かう薬子を、エルクドゥーンは溜息混じりに見送り、静かにかぶりを振った。
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　近頃この街では、駅前を中心に、あちこちで再開発がおこなわれている。少子化の影響か、長い歴史のあった男子校が共学化にともなって移転し、跡地に巨大なマンションが建設されたり、古いビルが耐震強度不足で建て替えられたりと、大掛かりな建設工事の騒音を耳にしない日はまずないといっていい。

　その一方で、昔ながらの住宅街は依い然ぜんとしてそこにあり続け――幽ゆう霊れい屋や敷しきと呼ばれている宮本家もその一隅にある――真新しいマンション群とのあざやかなコントラストの差を見せつけている。

　由ゆ良ら健けん二じが腰を降ろしているのも、そうした高層マンションの屋上だった。

　このあたりでは一番背が高く、よそから見下ろされる可能性はまずないし、管理人を除けば、ここの住人であろうと簡単に立ち入ることはできない。

　もっとも、健二とマラハイドにとっては、そういう場所に侵入するのはさしたる難事ではない。

　健二はレジャーシートの上にあぐらをかき、マラハイドの左手を取って、しょりしょりと少女の爪を磨みがいていた。

　すでに日は暮れ、当然のことながら照明もないが、マラハイドの〝魔性の血エルフインブラツド〟を飲んでいる健二には、わずかな明かりで充分だった。

　マラハイドは、マントのように薄うす手でのシーツを引っかぶった奇妙ななりのまま、右手に持ったハンバーガーをもぐもぐと食べ続けている。すでにその周囲には、ハンバーガーの包み紙が無数に転がっていた。

　手て摺すり越ごしに遠くを見つめ、マラハイドはいった。

「ケンジさん」

「んー？」

「これ、いつまで続けるんですか？」

「いつまでといわれてもな……」

　マラハイドの爪をふっと吹き、健二は夜空を見上げた。

「この前報告して以来、マダムとはいっさい連絡がつかなくなっちまったしなあ」

「じゃあ、マダムが戻ってくるまで続けるんですか？」

「まあ、ほかにやることもないしな」

　マラハイドがずっと見ているのは、ここから数百メートルほど離れた宮本家だった。このところ毎日、日が暮れた頃にここへやってきては、夜半まで宮本家を観察しているのである。

　なぜ健二がこんなことをしようと考えたのか、実は健二自身にも判っていない。

　ただ、自分と似たような――マラハイドとずっといっしょにいたいと思っている健二と同じく――みずからのウォーライクとともに生きていきたいと考えている宮本伊織と出会ったことが、健二には何となく嬉うれしかった。

　そして、ああした考えを持つロードがこの先どういう道を歩んでいくのか、見てみたいとも思っている。もしかしたら、それが自分とマラハイドの進むべき道をしめしてくれるかもしれない――とも思っている。

　健二が何となく伊織に注目しているのは、大おお雑ざつ把ぱにいえば、そんな理由からだった。

「――ところでまーちゃん」

「はい？」

「ゴミはそのへんに投げ捨てないでまとめとこうぜ」

「すいません」

「ああ、いいっていいって」

　夜風に吹かれてかさかさ転がっていく紙くずを拾い集め、バーガーショップの紙袋にすべて押し込んで丸めている健二に、マラハイドがいった。

「ケンジさん」

「どした？」

「誰か来ました」

「――――」

　姿勢を低くして手摺に摑つかまるマラハイドの隣に腹はら這ばいになり、健二は目を凝こらした。超人化した健二の視線が闇やみを徹し、数百メートル先の光景を鮮明に捉とらえる。

「……誰だ、あれ？」

　制服姿の黒髪の少女と、浴衣ゆかためいたワンピース姿の幼い少女が、宮本家のチャイムを鳴らしている。その幼い少女の背中に光の翼があることに気づいた健二は、咄とつ嗟さにマラハイドの頭からシーツをかぶせ、後ろに下がらせた。

　背中に輝く光の翼――まぎれもなくウォーライクの証あかしだった。

「まーちゃんは下がってろ！」

「はい」

　こちらから宮本家の門前が確認できるということは、向こうからも健二たちのいるところに視線が通るということである。むしろ夜空をバックにしているぶん、マラハイドが放つ燐りん光こうは、日中よりも目につきやすいかもしれない。

「きょうはウォーライクの寄り合いでもあるのか？　それにしても宮本クン、ホントにウォーライクだのロードだのの知り合いが多いな」

　何のトラブルもなく、ふたりの客人が宮本家に迎え入れられたのを目まの当あたりにして、健二は感心したように呟いた。

「――なあ、まーちゃん」

「何です、ケンジさん？」

「オレにも一個ちょうだい」

「はい？」

「オレもちょっと腹に入れとこうかと思って」

「すいません、もうなくなりました」

「は？」

　健二が振り返ると、シーツをかぶったマラハイドが、ぺたんとしゃがみ込んだままジンジャーエールをすすっている。その足元には、新しく丸められた包み紙がふたつ転がっていた。

　健二は大おお仰ぎようにうなずき、ふたたび宮本家の監視に戻った。

「……それ、ちゃんと捨てといてね」

「はい」
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　昼間の汗を吸ったＴシャツを着替え、宮本伊織は自室を出た。

「――叔父さん、スクーター貸してくれ」

　書斎の中を落ち着かない様子でうろうろうろついていた頼通は、入ってくるなり伊織が投げつけてきた言葉に足を止めた。

「スクーターって……おまえ、ひとりで行く気か？」

「一応クリスも連れていく」

「ちょっと待てって、まず――」

「充分に待った」

　伊織のケータイに不審な電話が来てから、もう二時間以上が経過している。頼通は父が帰国しているかどうかを確認してからといっているが、いつになったら確認が取れるか判らないものを、これ以上待つ気にはなれなかった。

「貸してくれなくてもおれは行く。クリスの〝血〟を分けてもらえば、お台場だろうが汐しお留どめだろうが自力で走っていけるしな」

「待てよ、伊織！」

　きびすを返して出ていこうとする伊織の腕を摑み、頼通はいった。

「――おまえのワガママのために、クリスちゃんを巻き込むのか？　もしかしたら危険な目に遭あうかもしれないんだぞ!?」

　インドア派の伊織と違って、頼通は少年時代から合気道をやっていた。伊織の手を摑む力は強く、たとえ伊織が抵抗したり、強引に振りほどこうとしたりしても、簡単に頼通に転がされてしまうだろう。それこそ〝血〟がなければ、伊織は頼通にとうていかなわない。

　しかし伊織は、気け圧おされることなく叔父を真正面から見返した。

「どこにいたって危険なんだ」

「伊織――」

「この前のことで思い知った。……その気があれば、あいつらは今この場にいきなり乗り込んできて、おれたちを皆殺しにすることだってできる」

　あのイソウドという少女がなぜそうしないのか、それは伊織にも判らない。伊織のことを〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟と呼んでいたこととどう関係があるのかも判らない。ただ、伊織たちが追い詰められつつあることだけは事実だった。

　伊織は、その閉へい塞そく感かんをどうにかしたかったのかもしれない。少なくとも、ここで妙な電話がかかってきたのは、ひとつ踏ん切りをつけるきっかけにはなった。

「待ち構えて迎え撃ってるだけじゃ――もう、おれのほうがもたない」

　伊織は頰ほおをひくつかせ、かすれがちの声でいった。

「ときどき……真まっ赤かな夕日を見た時とか、寝る直前に闇の中で天てん井じようを見上げてる時とか……無む性しように、死にたくなる」

「伊織、おまえ……？」

「……単に、たまたまその時だけナーバスになってるのかもしれない。実際、翌日目が醒さめた時にはもう治ってたりするしな。けど、それでもときどき、どうしようもない絶望感に押おし潰つぶされそうになることがある」

　伊織がこれだけストレートに自分の弱さを誰かに見せたのは、伊織が覚えているかぎり、たぶん初めてだった。というより、これまでの伊織には弱さを吐はき出だせる相手がほとんどいなかった。

　逆にいえば――頼通にとって、それは驚きにすら値するできごとだったのだろう。伊織の言葉を聞いた頼通の手から、急に力が抜けていくのが判った。

　伊織は静かに叔父の手を振りほどき、呼吸をととのえながら続けた。

「……これで今の閉塞感がどうにかなるんだったら、おれは自分の目で確かめたい。もし本当にそこに親父が待っているのであれば、一発殴って詳しい話をさせればいい」

「もしそうじゃなかったらどうする？」

「その時は――」

「もし待っているのが敵だったら？　避けられない戦いにみずから飛び込むはめになったら？　おまえだけじゃない、クリスちゃんまで危ない目に遭うんだぞ？」

　頼通は伊織の胸倉を摑んだ。

「おまえの絶望感てのがどんなものか、〝鞘ロのー主ド〟じゃない俺には判らんさ。……だがな、おまえ、いまさら何をいってんだ？　クリスちゃんを守って戦うって決めたのはおまえだろ!?　おまえが自分で決めたことで押し潰されそうになったからって、その荷物をあの子にまで背負わせようとすんじゃねえよ、おい！」

「……っ！」

「――だいたい、この戦いがいつ終わるか判らないなんてことぐらい、ハナっからある程度は予想できてたんだろ？　それをいまさら絶望しただのおれがもたないだの、ぐだぐだと情けないこと抜かすな！　何があってもあの子を守るって、おまえがこれまでさんざんほざいてきた偉えらそうなポリシーは、ありゃあ口先だけか!?　それとも、何があっても一〇〇パーセント守れるって自信でもあんのか？　夕日見ただけでおセンチになっちまうようなおまえにあんのかよ、そんなたいそうな自信が！」

「――――」

　伊織には返す言葉がなかった。伊織自身、ずいぶん虫のいい話だと思っていたからである。いつも他人の主張を冷徹なまでの正論でしりぞけることの多い伊織が、今は叔父の正論によって完全に声を失っていた。

　しかし、そんな伊織の代わりに、彼女が彼女らしく頼通に反論した。

「――とぉーっ！」

　中ちゆう途と半はん端ぱに開いていた扉の陰かげから飛び込んできたクリスが、甲かん高だかいかけ声とともに、頼通の右の脛すねに蹴けりを叩き込んだ。もちろん、クリスのローキックなどに、たいした威力はない。だが、なおも何かいいかけていた頼通に、束つかの間まそれを忘れさせるくらいの効果はあった。

「ダメだよ、ミッチーおじさん！」

　クリスはふたりの間に割り込み、ぐいぐいと頼通の腹を押して伊織から引ひき剝はがそうとしている。

「――ケンカはダメって、テレビのおねえさんがゆってた！　だから……」

「いいんだ、クリス」

　唇くちびるをとがらせて叔父を非難するクリスの頭を撫なで、伊織はうつむいた。

「別にケンカをしてたわけじゃない。……叔父さんが正しいってことが判っただけだ」

「……よくわからないけど、イオリは何かやりたいんでしょ？」

「ああ。……だけど、ここでおまえまで危険にさらしたんじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ」

「クリスはべつにいいよ！」

「……何？」

「クリス、いっつもイオリにいろいろやってもらってるから、おかえしにクリスもイオリのために何かやってあげたいもん」

「そういってくれるのはありがたいが……おまえ、状況が判ってないだろ？」

「うん！　でも、このまえテレビでいいことゆってたよ！」

　クリスは手にしていた携帯電話を高々とかかげ、左手は腰に添えて、なぜか芝しば居いがかった口く調ちようで叫さけんだ。

「――ひとりはふたりのために！　ふたりはひとりのために！　だんちくのあるいいことばだよ！　クリスかんどうした！」

「……いろいろと間違っているが、今はそれを指摘する気にもなれない」

「とにかく！　クリスはイオリをおうえんするよ！」

「あのね、クリスちゃん……」

　伊織とクリスのやり取りを見ていた頼通が、事態のあやうさをまったく理解していない少女に懇こん々こんと説明しようとした時、玄関のチャイムが鳴った。

「誰だ？　早瀬にしちゃ早いが――」

「先生がどうかしたのか？」

「いや――」

「ちがうよ！　リリオだよ！」

「何？」

　クリスの言葉に、伊織と頼通は顔を見合わせた。

「はいはーい！　今あけま～す♪」

「ちょっと待て――」

　伊織と頼通は玄関へ走っていくクリスを慌あわてて追いかけたが、ふたりが止める間もなく、クリスはすばやく鍵かぎをはずしてドアを開けてしまった。

「夜分に申し訳ありません」

「ぬぅ……」

　開いたドアの向こうには、折り目正しく頭を下げる大おお路じ常葉ときわとリリオーヌの姿があった。

「先輩……どうして――？」

「ついさっき、クリスからリリオーヌのところへメールが届いたんだよ」

「ぬ」

　大きくうなずき、リリオーヌは自分の携帯電話を印いん籠ろうのように突き出した。メール画面には、クリスからの受信メールが表示されている。

　いわく――たいへんなことがおこったからすぐにトキワといっしょにきて！　だそうである。

　常葉はどこかいぶかしげに伊織と頼通の顔を見やり、尋ねた。

「……それで、たいへんなことというのは――？」

「イオリのファーザーからちょうせんじょうだよ！」

　伊織が何と説明すべきか逡しゆん巡じゆんしているのを差し置き、クリスが勝手に答える。

「ほら、イオリ！　リリオとトキワがてつだってくれればだいじょうぶだよ！　キケンじゃないよ！」

「……どういうことだい、宮本後輩？」

「それは――」

　伊織は頼通と顔を見合わせ、手短に状況を説明した。

「なるほど――」

　したり顔でうなずいた常葉は、伊織を見上げてひとつうなずいた。

「なら、わたしも同行しよう」

「しかし、先輩――」

「……あ～あ、こうなると思ったんだよ……」

　頼通は両手で顔をおおって大おお袈げ裟さに溜息をついた。

「リリオちゃんはいうまでもなくクリスちゃんの味方だし、大路さんも何があったっておまえの味方をするだろ？　ふたりが来た時からこうなるんじゃないかって、俺には判ってたんだよ！」

「叔父さん……」

「ったく、仕方ねえよなあ」

　頼通は伊織の肩を叩き、靴くつを履はき始めた。

「――おい、どこに行く気だ、叔父さん？」

「レンタカー借りてくる」

「え？」

「俺のスクーターに、おまえと大路さんでタンデムってわけにはいかないだろ？　そもそもおまえは無免許だろうが。……俺が送ってってやるっていってるんだよ」

「ちょっ――ちょっと待ってよ！」

　頼通の言葉が聞こえたのか、キッチンからルテティアが飛び出してきた。

「もしかしたら罠かもしれないんでしょ？　そんなところにどうしてミッチーまで行く必要があるのよ!?　どうしても行きたいっていうならイオリとクリスだけで行かせればいいじゃない！　トキワだってつき合う必要ないんだし――」

「いや、わたしは行くよ」

　さらりと答えた常葉を軽く睨みつけ、ルテティアはわめいた。

「そりゃそうでしょうよ！　口じゃ何ていってたって、アナタは結局、イオリのことが好きなんだから、イオリをひとりで行かせたりしたくないわよね！」

「べっ、別にわたしは――」

　常葉の顔があっという間に紅こう潮ちようしていく。いつも冷静な彼女らしくもなく、ルテティアに反はん駁ばくすべき言葉がすぐには出てこないようだった。

「まあ、それはアナタの勝手だけど？　でもだからってミッチーまで危ない目に遭う必要はないでしょ!?　行きたいならスクーターでも電車でもタクシーでも、自分たちだけで行ける方法で行けばいいのに！」

「ルテティア」

　ヒステリックにわめくルテティアに、頼通がおだやかにいった。

「俺のことを心配してくれるのは嬉しいよ。でもな、伊織が父親のことを確かめたいと思うのと同じように、俺にだって兄貴のことを確かめたいって気持ちはある。伊織だけに任せてそれでＯＫってわけにはいかないんだ」

　そういってから、頼通はにやりと笑ってつけ足した。

「……それに、もし厄やつ介かいなことになりそうだったら、俺は先に逃げさせてもらうよ。凡人の俺がいたって、伊織たちの足手まといになるのは判ってるからな」

「……判ったわよ。もう勝手にすればいいじゃない！　――ホント、イオリには甘いんだから！」

　握り締めた拳こぶしを細かくわななかせていたルテティアは、頼通を思いとどまらせることができないと悟さとったのか、捨てゼリフを残して二階の自室へと引っ込んでしまった。

「――まあそういうことだから、ちょっと待ってろ。ナビつきのクルマ借りてくる」

「……いいのか、叔父さん？」

「いいも悪いも、俺はおまえの保護者だぞ？」

　今のうちに腹ごしらえをしておけといい置いて、頼通は家を出ていった。

　ばたんと閉まるドアを見つめていた常葉は、伊織に向き直り、

「あ、あの、宮本後輩――」

「トキワ、イオリのこと好きなの？」

　常葉のワンピースの裾を摑み、クリスはあどけない笑顔で尋ねた。

「えっ？　そっ、そ――」

「クリスはイオリのこと大好きだよ！　リリオもイオリ好きだよね？」

「……どちらかといえば」

　起伏の少ない声で答え、リリオーヌもうなずく。それを見て、クリスは嬉しそうに笑った。

「イオリ、すごいね！　モテモテだね！　ちょうモテきだね！」

「……そういうことにしておいてやる」

　引きつった笑みを浮かべ、伊織は常葉にいった。

「――とにかく、上がってください、先輩。おれたちはともかく、チビっ子どもには何か食べさせておいたほうがいい」

「……そうだね」

　小さく咳せき払ばらいをして、常葉は宮本家に上がった。

　伊織は手鍋にたっぷりの牛乳とアッサムの茶葉を放り込み、コンロにかけた。その一方で、冷蔵庫で冷やしておいたマンゴーを剝むき、果肉をミキサーにぶち込んでピューレ状にする。

「イオリー！　おちゃがしが出てないよ！　おきゃくさんにしつれいだよ！」

「いつも無礼なおまえがいうな」

　お客さんといいつつ自分が何か食べたいのが見え見えのクリスを一いつ喝かつし、伊織は大きなボウルにスパイスクッキーをざらざらと盛って、テーブルの真ん中に置いた。

「リリオもトキワもえんりょしないでいいよ！」

　自分が用意したわけでもないくせに、いい気なものである。

　スパイスを入れないシンプルな濃い目のチャイを手早く作った伊織は、氷やマンゴーピューレといっしょにミキサーで泡立て、よく冷えたところでグラスにそそいでテーブルに出した。

「わーい♪」

　さっそくグラスを摑み、ごっくごっくと飲み始めるクリス。これは、クリスといっしょに立ち寄った喫きつ茶さ店てんで飲んだものを、伊織なりに再現したもので、マンゴー大好きのクリスにはたまらない一杯であるらしい。

　ミキサーや手鍋を洗っている伊織に、常葉がいった。

「……宮本後輩」

「はい？」

「このこと、牧まき島しまさんには――」

「まだ何も知らせてません。知らせないほうがいいでしょうね。……この前の戦いぶりを見ていると、何かと不安でかえって足手まといだ。それに――」

　伊織は水道の蛇じや口ぐちを閉めて天井を見上げた。

「……ルテティアに行く気がないんじゃ、牧島に連絡しても無意味ですよ」

「それもそうだね」

　常葉はふっと嘆たん息そくしてグラスに口をつけた。

　その時、玄関のドアがいきおいよく開かれる音がした。

「――おい、伊織！　大路さん！」

「今行く！」

　叔父の声に、伊織と常葉はうなずき合った。

「行くぞ、クリス」

「ん！」

「ぬう……」

　クリスとリリオーヌは、最後とばかりにスパイスクッキーを口いっぱいにほおばり、リスのように頰をふくらませて玄関に向かった。

　門の前に停まっていたのは白いミニバンだった。伊織は助手席に乗り込み、清潔な車内を見回した。

「ずいぶんと早かったな」

「ああ、駅前のショップ、高校時代のクラスメイトがはたらいてるんだよ。だから無理いって大急ぎで借りてきた」

「クラスメイトっていっても、どうせ女の人なんだろ？」

「別に女だからどうのってことはないだろ？　ウチは三代前から地元に住んでるから、そういう信用もプラスされてるおかげで借りやすいってだけの話だよ。――大路さん、後ろ、大丈夫？」

「はい」

　後部座席に陣じん取どった常葉は、自分の両側にクリスとリリオーヌを座らせ、ふたりのシートベルトを締めた。ちなみに、クリスとリリオーヌは、いまだに口中のクッキーをぼりんぼりんやっている。

「そんじゃま、捕まらない程度に急ぎますか」

　サイドブレーキを下げ、頼通はアクセルを踏み込んだ。

「――そういえば」

「親父が帰国してるかどうか確認するっていってたけど、あれ、もしかして薬子先生に頼んだのか？」

　頼通はちらりと伊織を一いち瞥べつした。

「……どうしてそう思う？」

「前にパトリックに狙ねらわれた時、入国管理局だかどこだかの資料を持ってきて、あいつの素す性じようを教えてくれたのは先生だった。――何か特別なコネでもないかぎり、そんな資料手に入るはずないだろう？」

「……確かに、早瀬にはそっち方面でのコネがあるよ。ただ、あいつは他人にそのへんのことを知られるのを嫌がってるから、昔からの友人でそれを知ってるのは、たぶん俺くらいだと思う。学校の同どう僚りようも知らないだろうな」

「……いいよ。おれだって別に詳しい話を聞きたいわけじゃない」

「ま、打ち明けていいと思えば、あいつが自分から切り出すだろ」

　頼通のその言葉で会話が途と切ぎれ、車内には少女たちのぼりんぼりんと景気のいい咀そ嚼しやく音おんだけが残った。
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　クーラーの効いた車内で音楽を聞いていたエルクドゥーンは、バックミラーに映った早瀬薬子の姿に気づき、ヘッドホンをはずした。

「――どうでやした、薬子さま？」

「……まだはっきりとは判らないけど、少なくとも正式な記録にはないわね」

　運転席に腰を落ち着けた薬子は、手にしていた書類をエルクドゥーンに渡し、エンジンをかけた。

　エルクドゥーンは細かい文字の並ぶ書類に目を通し、眉をひそめた。

「記憶を失って日本に送還されてきた三〇代、四〇代の男性もなし、でやすかい」

「もし本当に宮本先生が日本にいるのだとすれば、真っ当なやり方で入国していないということになるわね」

「あるいは――」

　宮本伊織が聞いた父親からの電話そのものが、彼らをはめるための策だったという可能性もある。エルクドゥーンは渋しぶい表情で薬子の横顔を見やった。

「……どうしやす、薬子さま？　こいつはちょいとキナ臭くさいですぜ」

「エルク、わたしのバッグから携帯出して、頼通くんに連絡取って」

「何と伝えればよろしいんで？」

「危険だからはやまらないでって」

「判りやした」

　ハンドルを握る薬子に代わって、エルクドゥーンは頼通に電話をかけた。

「……薬子さま」

「どうしたの？」

「あの野郎、出やがりませんぜ。……ドライブモードになってやす」

「え!?」

　珍めずらしく薬子が頓とん狂きような声をあげた。

「……自宅にかけてみて」

「もうやってやすが、こっちも出やせん。どうやらみんな揃そろって外出中なようで」

「……頼通くんがついていながら何やってるのよ、もう……！」

　ウインドウ越しに正面を見み据すえ、薬子は舌した打うちした。

「――おっ？」

　エルクドゥーンがしまおうとした薬子の携帯電話が、着信を知らせて震え始めた。

「薬子さま、宮本ンところのデカいほうの小娘からでやす」

「出て。状況確認して」

「へい」

　ケータイを開いて耳に当て、エルクドゥーンは小さく咳払いをした。

「――もしもし、こちら薬子さまのケータイ」

『ああ、アナタ？』

　どこか澄すましたようなルテティアの声に、エルクドゥーンは眉をひそめた。エルクドゥーンはルテティアとはあまり話したことがないが、正直、馬が合わないものを感じている。たぶん向こうでも同じようなことを思っているに違いない。

『クスコはどうしたの？』

「運転中だ。……おい、そっちはどうなってやがる？」

『ミッチーならイオリとトキワを連れて出かけたわよ』

「……どこ行った？」

『そう怖い声出さないでよ。アナタの顔思い出して、ギャップに笑っちゃうわ』

「余計な御ご託たくはいい。……あいつらどこに行ったと聞いてんだよ、こっちは」

『お台場のほうに行くっていってたけどね』

「何？」












『それよりさぁ、そっちこそ今どこ？　できれば迎えにきてほしいんだけど』

「はァ!?」

「ちょっと、エルク。いったいどうなってるの？」

　運転中の薬子が、もれ聞こえてくる会話に顔をしかめている。

「――薬子さま、小娘が、宮本の家まで迎えにこいってほざいてやすが」

「どうして？」

「おい、どうしてだ？」

『ミッチーたちを追いかけるのにアシがいるからよ』

「宮本たちを追いかけるんだそうでやす」

「……ＯＫ」

　伝言ゲームで状況を把は握あくした薬子は、大きくハンドルを切って交差点を左折し、愛車のスピードを上げた。

「エルク、宮本くんにメールして、詳しい場所を聞いてちょうだい。わたしたちもすぐに行くと伝えて」

「へい」

「ただし、宮本先生のことにはまだ触れないで」

「判っておりやす」

　ルテティアとの通話を終えたエルクドゥーンが、薬子のいいつけにしたがって伊織へのメールを打ちかけた矢先に、ふたたびケータイが震え始めた。

「薬子さま、今度は宮本の叔父貴からでやす」

「貸して」

　愛車を路ろ肩かたに停めた薬子は、エルクドゥーンから受け取った携帯電話を耳に当てた。

「頼通くん!?　どうなってるの？」

『早瀬！　伊織たちが――』

「どうしたの!?」

『消えた――』
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　光を放つことをやめた大観覧車の、その頂点に位置するゴンドラの上にふわりと降り立ち、イソウド・オブ・ホワイトガントレットは、満足げに下界を見下ろした。その手にはチョコレートドリンクのカップが握られている。ホワイトチョコレートダブルストロベリー、まろやかな甘あま酸ずっぱさが、このサディスティックな少女のお気に入りなのであった。

「エ・ドゥ・アール♪」

「はい、おひいさま」

「ねえ、今何時？　ねえ？」

「午後一〇時を少し回ったところです」

「よろしい。実によろしいわ」

　にんまりと目を細め、ずずず～っとチョコレートをすする。トッピングのクリームは、真っ先になめてしまうのがイソウドの流りゆう儀ぎだった。

「――それじゃそろそろ開演のブザーを鳴らさないとね、そろそろ」

「はい」

　少女の背後にうっそりと立っていた黒服の巨漢が、まるで底なし沼に沈んでいくかのように、星明かりが落とすわずかなおのれの影の中へと埋没していく。そして、姿を消したエドゥアールの代わりに浮上してきたのは、黒こく曜よう石せきのごとき艶つやを見せる巨大なハンマーだった。

　イソウドはハンマーの柄えを摑んでひょいと肩にかつぎ、一気に空からにしたプラのカップを海抜一一五ｍの高さから投げ捨てた。

「幕が降りた時、舞台から姿を消しているのは誰かしら誰かしら？　ふふ……とぉーっても興味深いわ」

　楽しげに笑って、イソウドはハンマーを振り上げた。




　そして、世界の色が変わった。
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「イオリー！　あれ何～？」

「観覧車だろ、たぶん」

「イオリー！　何かヘンなにおいするよ～？」

「潮の匂いだ」

「イオリー！　人がいないよー！」

「もう夜だからな」

「イオリー！」

「……少し黙ってろ」

　あれこれとおしゃべりなクリスの相手にうんざりしたのか、伊織は少女の口にガムを放り込み、不自然に整形された陸地の端はしから暗い海を見つめている。

　西の彼方かなたから夜空に向かって昇っていく赤い明滅は、おそらく羽はね田だから飛び立った旅客機の明かりだろう。逆に東の彼方に見えるのは、ひょっとすると、お隣の県にある夢の国の輝きかもしれない。

　いずれにしろ、ここにあるのは、殺風景な風景だけだった。

「……伊織、本当にここで合ってるんだろうな？」

　クルマの中でカーナビをいじっていた頼通は、肩をすくめて外に出た。

「間違いない。電話でいっていた住所はここで合ってる」

「っていったってなあ……どう見てもここ、これから開発されますってカンジの埋うめ立たて地ちだぞ？」

　溜息混じりに頼通が火をつけたタバコの煙けむりが、ゆるりと夜風に吹かれて流れていく。渺びよう茫ぼうとした埋立地にはまったくといっていいほど人ひと気けがなかったが、それは午後一〇時という時間帯のせいばかりではないのだろう。

　リリオーヌの肩に手を添えてあたりを見回していた常葉は、緊張の面おも持もちで頼通たちにいった。

「……少しあたりを見てこようか？」

「いや、何があるか判らないのに、ばらばらに行動するのは危険です」

「しかし――」

「……常葉」

　その時、リリオーヌが常葉の手を握り締めた。

「……何か来る」

「えっ？」

「ホントだ……！」

　クリスもまた、伊織の腰にしがみついて声を震わせた。

「――――」

　クリスとリリオーヌの視線が、同じ闇を見据えている。しかし、頼通には何も見えない。

「おい、伊織――」

「……叔父さんは、クルマの中にいてくれ」

　伊織は海を背にしてクリスを抱き上げ、そっとキスをした。

「――先輩。何か見えますか？」

「燐光が、って意味かい？」

「ええ」

「少なくとも、わたしの目にはその手の光は見えないね。〝隠身ボイド〟を使っているのでなければ、ウォーライクではないみたいだ」

「なら、クリスたちがおびえるあのおっさんは、いったい何者なんですかね？　少なくとも、おれの親父じゃあねぇけど」

　クリスの〝魔性の血エルフインブラツド〟を飲んだからか、伊織の言こと葉ば遣づかいが次第にぞんざいになっていく。凡人にすぎない頼通には、もちろん今の伊織や常葉に見えているものが何なのかを知るすべはないが、それでも、何か尋じん常じようならざるものが近づいていることだけは、肌はだで感じ取ることができた。

「……気をつけろよ、ふたりとも」

　頼通はミニバンの中に避難し、グローブボックスの中に放り込んでおいた携帯電話を取り出した。ドライブモードを解除し、早瀬薬子に連絡を取ろうとする。

　――が、その指先が止まった。

「……！」

　その時、頼通は、自分の甥おいがクリスもろともに消失する瞬間を、ふたたび目まの当あたりにしたのだった。

「伊織!?　大路さん！」

　頼通はミニバンから飛び出し、さっきまで伊織たちがいたはずの場所に駆け寄った。しかし、伊織は無論のこと、常葉の姿ももはやどこにも見えない。

「くそっ――！　今夜はふたりいっしょかよ！」

　頼通は前髪をかき上げ、アドレス帳から薬子を選んで電話をかけた。

『――もしもし、頼通くん!?　どうなってるの？』

　コール三回で電話口に出た薬子に、頼通は呻うめくようにいった。

「早瀬！　伊織たちが――」

『どうしたの!?』

「消えた――今、俺の目の前で……！」

『何ですって!?』

　頼通はミニバンの車体に寄りかかり、呼吸をととのえながら状況を説明した。

「詳しい場所はこのあとすぐにメールするけど、今、お台場のほうにいる。……例の、兄貴からの電話で伊織が伝えられた場所だ」

『けど、宮本先生が日本に戻ってきてる証拠は出てこなかったのよ？』

「ああ……こっちで待ってたのも、たぶん兄貴じゃない」

　つい先刻の伊織たちの会話を思い出し、頼通は天を仰あおいだ。

「伊織はおっさんとかいってたが、とにかく、兄貴じゃない誰かがやってきて、それから、四人とも消えた。おそらくトワイライトに引きずり込まれたんだと思う」

『宮本くんと大路さんね!?』

「どうして大路さんがいっしょだって知ってる？」

『さっきあなたの奥方気取りから電話があったのよ。……とにかく、急いで行くから頼通くんはそこにいて！　何かあったらまた連絡してちょうだい！』

「ああ……」

　携帯電話をたたんで胸のポケットに押し込み、頼通は吸いかけのタバコをぷっと吹き捨てた。何ともいえない無力感が全身を襲い、立っていることすら嫌になってくる。これほどの無力感にさいなまれたのは、パリでジルベールという名の友人を失った時以来だった。

「ホントに……俺が伊織の代わりに戦ってやれたらなあ――」

　真っ暗な波間に映る遠くの明かりを見つめ、頼通は力なくひとりごちた。






















　黒い仔こ犬いぬを連れた紳しん士しは、気難しげな顔をして空を見上げている。

　そこに広がるのはすでに夜空ではない。永遠の黄昏たそがれが支配するこの世界では、夜空など永遠に見ることはかなわないのである。

　その紳士を、伊い織おりと常葉ときわはまたたきもせずに見み据すえている。

　伊織に見覚えのある相手ではない。おそらく常葉も初めて見る相手だろう。

「……誰だれだ？」

　呟つぶやきのような伊織の声を、しかし紳士は無視した。

「小娘の仕し業わざか……人をこのようなところまで呼び出しておいて、愚ぐにもつかぬことをしてくれるわ」

　伊織たちには一いち瞥べつもくれず、紳士は低い声で毒づいている。まさに傍ぼう若じやく無ぶ人じん、まるで伊織たちなどそこにいないかのようだった。

　伊織は奥歯をきしらせ、常葉にいった。

「先せん輩ぱい」

「何だい？」

「一応聞くけど、〝逢魔が刻トワイライト〟を開いたの、先輩じゃねえよな？」

「わたしだとしたら、あんな紳士を引きずり込んだりしないよ」

「なら、こっちがあっちに引きずり込まれたってことになるな」

「だろうね」

「……要するに、あのおっさんをどうにかしねえかぎり、ここから出られねえってワケかよ」

　伊織は抱きかかえていたクリスをひょいと地面に降ろした。そのいきおいのまま、少女が影の中に沈み、青白い剣となって浮上してくる。

「あれが――あれも〝吟遊詩人ミンストレル〟というものか」

「ぬぅ――」

　常葉を見上げていたリリオーヌが、影を通して白はく銀ぎんのグレイブに変じる。

「確かに、ウォーライクでも〝鞘ロのー主ド〟でもない……」

　グレイブを摑つかみ、常葉は静かに嘆たん息そくした。

「――ふむ」

　伊織と常葉がおのおのの武器を手に取った時、初めて紳士が視線を水平に戻した。

「さては貴様がイソウドのいう〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟――宮みや本もと伊織とやらか？　あの小娘め……私に自分で見極めろとでもいうつもりか？」

「……何いってんだ、てめぇ？」

　紳士の独白に、伊織は眉まゆを吊つり上あげてクリスを構えた。

「人を勝手にこんなところに引っ張り込んでおいて、シカトしてんじゃねえぞ」

「蒙もう昧まいな……おのれの置かれた立場も判わからんか――」

「はァ!?」

「まあよかろう……」

　紳士が一歩下がり、代わりにその足元でさかんに尻尾しつぽを振っていた黒い仔犬が、ちょこちょこと前に進み出てきた。

「小娘の言にそれなりの真があるか否いなか――少し遊んでやろう」

　どこからか取り出した葉巻を口にくわえ、うまそうに白い煙けむりをふかしながら、紳士はその背中に真っ白な翼を広げた。

「……！」

　そのあまりのまばゆさに、伊織と常葉は顔をかばって目を細めた。

「――やれ、ＱキユーＢビー」

　荘そう厳ごんな光の中に紳士の声が響き渡り、小さな黒犬のシルエットがまたたく間に巨大化していく。

「これは……!?」












　まばゆい閃せん光こうが引いていった時、紳士の姿は消え、代わりにそこには黒く巨大な魔獣の姿があった。黒いトラかライオンをマイクロバスほどのサイズにし、その背中に猛もう禽きんの翼を生やした、現実には存在しえないモンスターだった。

「〝変形シエイプシフト〟した――!?」

　陰いん鬱うつな空を震ふるわせる咆ほう哮こうに、伊織は目を細めた。

『昼と夜の間を自在に行き来する私にとって、ここから出ていくことなど造ぞぅ作さもなきこと。……ではあるが』

　どこからか、あの紳士の声が聞こえてくる。

『イソウドよ……高みの見物がしたいのなら好きにするがいい。こやつらがただの――これまでにもよくいた、ただのウォーライクとロードにすぎぬということ、貴様の考えが杞き憂ゆうでしかないということを、じきに証明してくれよう』

「まぁた勝手なことほざきやがって――」

　その言葉を向ける相手が見つからず、伊織は自分たちの正面に四し肢しを踏ふん張ばって立つ魔獣ＱＢを睨ねめつけた。

「――行くぜ、先輩」

「ああ」

　伊織が剣を片手に走り出すと、ほとんど同時に常葉も走り出していた。伊織は魔獣に対して右側から、常葉は左側から――おそらく常葉が咄とつ嗟さに伊織の動きに合わせたのだろう。

　左右からＱＢとの間合いを詰めにかかったふたりは、それぞれの得え物ものをかざして斬きりかかった。

　だが、ＱＢがその背に生やした翼を打ち振るうと、そこから無数の光の矢が走ってふたりに殺到した。

「〝魔矢エルフインダート〟!?」

　常葉は咄嗟にサイドステップでそれをかわし、伊織は地を蹴けって宙に逃れた。

　その伊織を目がけて、ちょっとした丸太のような太さのＱＢの尾が、恐るべき唸うなりをあげて飛んできた。

「ぐ――」

　かわしようもなく、伊織はその直撃を受けた。まるで蝿はえ叩たたきで潰つぶされる虫けらのように、そのまま地面へと叩きつけられる。

『イオリ！』

「宮本後輩！」

　クリスと常葉の悲鳴が、遠のきかけた伊織の意識をつなぎ止める。目を見開くと、ちょうど憂ゆう鬱うつな空から凶悪なギロチンが落ちてくるところだった。

「！」

　伊織は身を転がしてＱＢの前脚をかわすと、すぐに立ち上がった。

　その鼻先を、すさまじい刃は風かぜが駆け抜けていく。今度はＱＢの左の前脚が、伊織の顔面をかすめたのである。常葉が伊織の後ろ襟えりを引っ張ってくれなければ、今頃は顔がぐしゃぐしゃになっていただろう。

『イオリ、だいじょうぶ!?』

「……ああ」

　ＱＢとの距離を取り、伊織は口もとの血をぬぐった。

　ＱＢの尾でサンドイッチにされた時、おそらく内臓にダメージを負ったのだろうが、それはクリスの〝血〟が即座に癒いやしてくれている。しかし、伊織が自分のコンディションを確認する間もなく、ＱＢが大きく首をもたげて胸をふくらませた。

「気をつけろ、宮本後輩！　何か来る！」

「な、にを――？」

　ＱＢが何をしようとしているのか判らず、伊織は両手でクリスを構えた。

　その伊織の視界が真しん紅くに染まった。

『きゃあ！』

　ＱＢが炎ほのおを吐はいたのだと察した時には、伊織よりも先にクリスが反応し、〝塚守バロウキーパー〟を展開させていた。

「怪獣だな、まるで……！」

　目に見えない壁によって、伊織たちの眼前で炎が左右ふたつに割れた。しかし、炎の熱さまでは中和できず、じりじりと伊織の肌はだが焼けていく。

「おのれっ……！」

「よせ、先輩！　おれの後ろから出たとたんに黒くろ焦こげになるぞ！」

「し、しかし、このままでは――！」

『い、イオリ……もうつかれたよ。そんなに、長く、こんなの――』

「もう少しこらえろ、クリス！」

　バロウキーパーを長時間張り続けることが、クリスに急速な疲労をもたらしていた。だが、今はこうしてＱＢの炎をしのぐしかできない。壁が崩くずれれば、伊織と常葉は即座に火ダルマになってしまうだろう。

　その時、赤い輝きを持つ何かが高速で突っ込んできた。

「……こういうデカいヤツってのはな、意外と、上からよりも下から狙ねらったほうが崩せるもんだぜ、宮本クン」

　由ゆ良ら健けん二じ――確か彼の名は由良健二といった。

　赤い輝きを帯びた死しに神がみの鎌かまをたずさえ、突とつ如じよ現れた由良健二は、ほとんどスライディングのような形でＱＢの巨体の下をくぐり抜けざま、そのやわらかい腹に斬ざん撃げきを叩き込んだ。

『小こ僧ぞう、貴様は――』

　ＱＢが炎を呑のみ込こみ、代わりに天に向かって怒りの吠ほえ声ごえを発した。健二によって斬り裂かれた腹部からはおびただしい血ち飛沫しぶきが噴き出している。

　とはいえ、それが致ち命めい傷しようになっているようには見えない。ＱＢはさかんに首を振り、あらたに現れた敵を睨にらみつけて獰どう猛もうな唸り声をもらした。

「……ま、ご覧の通り、こいつはこの程度じゃくたばらねえけどな」

　ＱＢの巨体の向こう側で立ち上がり、健二はにやりと笑った。

「アンタ……」

　灼しやく熱ねつ地獄からようやく脱した伊織は、片かた膝ひざをついて健二を見やった。

　なぜこの男がここで出てくるのか、伊織には理解できなかった。一時的に休戦しようというような話はしたが、それを信用していたわけではないし、ましてやこうして自分の窮きゆう地ちにタイミングよく現れるなど予想もしていなかった。

「なぜ、ここに……？」

「なぜといわれりゃ……まあ、細かいことはいいだろ、とりあえず」

　伊織の問いに肩をすくめた健二は、ＱＢを見上げて身構えた。

『やはりラ・ベルのところの小僧か……』

　あの紳士の声がふたたび割り込んできた。

『あの女とは手を切れと忠告してやったはずだが――』

「いちいち余計なお世話だぜ、オッサン！」

　姿の見えない相手に毒を吐き、健二は目を細めた。

「――行くぜ、まーちゃん！」

『はい、ケンジさん』

　死神の鎌――マラハイドが静かに応じ、その刃の輝きが増したように見えた。

『イオリ！　こっちもまけてられないよ！』

「……誰にだ？」

　鼻息の荒いクリスの言葉に苦笑しながら、伊織は立ち上がった。今のところ、自覚できるほどの大きなダメージはない。内臓に負った傷はほぼふさがっているということだろう。まだ戦いは始まったばかりで、疲労と呼べるほどの疲れもない。

　ならば、戦いを躊ちゆう躇ちよする理由もなかった。

　由良健二の真意が奈な辺へんにあろうと、今の伊織にとって、倒すべき敵は目の前の巨獣だった。体内を駆けめぐるエルフィンブラッドは、伊織の戦意を激しく燃え立たせはしても、萎い縮しゆくさせることは決してない。

　伊織はクリスを水平に構えてＱＢに突っ込んでいった。あえて低い位置から、跳はね斬きるようにして剣を躍おどらせる。

「――ちっ！」

　真上から振り降ろされた前脚の爪をかわしながら、その脚へとクリスの切っ先を食い込ませ、一気に斬り上げる。あらたな血けつ泉せんをしぶかせ、ＱＢが咆哮した。

　時を同じくして、健二はＱＢの左側へと回り込み、その横腹へとエルフィンダートの集中砲火を浴びせかけた。

　怒り狂ったＱＢが健二に向き直り、大きく口を開いた。

「――おっと」

　白いスーツの裾すそをひるがえし、健二はバックステップで距離を取ろうとした。

　その、ＱＢの意識が健二に向けられた隙すきをついて、常葉が白銀のグレイブを振るった。

「もとが仔犬というのが少々引っかかるが――手加減している場合ではないな」

　藤とう派は武ぶ甲こう流りゆう免めん許きよ皆かい伝でんの腕を持つ少女の一刀は、巨獣の尻しりから生えた尾を、つけ根一メートルほどを残して見事に切断していた。

『小こ賢ざかしい……！』

　紳士の声に苛いら立だちがこもり、ＱＢの咆哮には怒りと戸と惑まどいがさらに加わっていた。

　健二と常葉がさらにエルフィンダートで追おい討うちをかけたが、それをすべてはじき返したＱＢは、背中の翼を大きくはばたかせて宙に舞い上がった。

「くそ……！」

　バロウキーパーという強力な盾たてを持つＱＢに空に逃げられては、それを追って飛ぶことのできない伊織たちに打つ手はない。

　健二はちらりと伊織を見やり、

「おい！　おまえは何か飛び道具とか持ってねえのか!?　あの女装少年が使うような、一撃必殺の波動砲みてえなのとか！」

「……ねえな」

「ンだよ……飛び道具ナシかよ」

「おれにいうな。芸が少ないのはおれのせいじゃなく、こいつのせいだ」

『イオリ！　クリスだっていっしょうけんめいにやってるんだから、ホメなきゃダメなんだよ！　いっしょうけんめいな人をバカにしちゃいけないって、あつくるしいおじさんがテレビでゆってた！』

「そりゃいい話だ――」

　適当にクリスの言葉を受け流していた伊織は、突如、ＱＢがまばゆい輝きを放つのを見て目もとをおおった。

「……っ!?」

　その光が、これもまた卒然と消え去ると、伊織たちの頭上にいたはずのＱＢは、ひと振りの巨大な剣にシェイプシフトして落下し、地面にぐさりと突き刺さった。

　そして伊織たちは、その時初めて気づいた。

　いつの間にか、自分たちの前に、あの紳士が立っていた。伊織たちの視線が上空のＱＢに向いていたわずかな間に、どこからか姿を現したのだろう。この程度の芸当、ミンストレルならばできてもおかしくはないと、今の伊織にはそう思える。

「……そちらの小僧」

　銀の鎧よろいに身を包んでふたたび姿を現した紳士は、真っ青な瞳ひとみで健二を見据えて淡たん々たんと尋たずねた。

「貴様がここに現れて我が下僕に刃を向けたこと……よもやラ・ベルの差し金ではあるまいな？」

「マダムならバカンス中だ。……こっちからは連絡の取りようもねえよ」

　マラハイドをかつぎ、健二は紳士を見返している。

「……ただし、ひとついわれてたことがあるにはあるがな」

「何だ？」

「このタイミングで、宮本伊織に死なれるのは面白くない――ってな」

「……何？」

　紳士ではなく、伊織のほうがその言葉に眉をひそめた。

「あのマダムの考えてることはオレにもよく判らねえ。……が、ひとまずそういうわけだ。さっきのワンちゃんにはリベンジもしてえと思ってたし、ここに来る理由はそれで充分だろ？　それでも納得がいかないなら、マダムに直接聞けよ。どうせ知り合いなんだろ？」

「ふん……あちらの小娘はあちらの小娘で、くだらんことばかり考えているようだな」

「おい、聞いたか、まーちゃん？　マダムを小娘呼ばわりしたぜ、このオッサン。どう思う？」

『マダムより強いって意味だったら嫌ですけど』

「安心するがいい」

　黒い剣の柄つかに手をかけ、紳士は笑った。

「しょせん貴様らはただのロードとウォーライクだ。だから私は貴様らを殺しはせん。半死半生というところで許そう。……そうだ、貴様らは〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟ではないからな。そのようなものは、現実には存在せんのだ」

「御ご託たくが多いな」

　冷ややかに呟いた常葉がリリオーヌを一いつ閃せんさせ、その刃から光の矢を放った。

　しかし、それは紳士に当たる寸前、不可視の力場によって雲うん散さん霧む消しようした。

「愚おろか者ものめ。――ここまで深くウォーライクとかかわり合っていながら、いまだに私が何者かを知らぬか？」

　紳士が常葉の足元を指差したとたん、地面から暗緑の茨いばらが無数に生え、少女の脚に絡からみついた。

「!?」

「〝足萎パドルフツト〟だ！　早く振りほどかないと完全に動きを封じられるぞ、お嬢じようさん！」

　健二の言葉に、常葉はグレイブで茨を刈り取り始めたが、それよりも生えてくるスピードのほうがはるかに早い。茨は常葉の足首から膝、そして腰へと、蛇へびのようにどんどん這はい登のぼっていった。

「私はミンストレル・オブ・ウェールズ、〝妖精の書レボル・シオグ〟に仕える騎士たるサー・ペルスヴァルだ。私みずからが貴様らロードの相手をすることなど、ここ三〇〇年来なかったこと……光栄に思うがいい」

「先輩!?」

　ペルスヴァルと名乗った紳士が常葉に向かって歩き出したのを見て、伊織は咄嗟にその前に立ちはだかった。

　だが、その伊織も、ペルスヴァルに触れることなくあっさりとはじき飛ばされた。

「ぐっ!?」

『イオリ！』

「い、いちいち騒ぐくらいなら、おまえも、あのくらい強力なのを使えるようになりやがれ……！」

「無む駄だだな」

　エルクドゥーンよりもさらに長大なＱＢを右腕一本で持ち、ペルスヴァルは伊織の言葉を即座に否定した。

「戦いの監視者、円えん環かんの守護者たる我々に、いかに力をつけようとも、ウォーライクごときがかなうはずもない。……水が高き場所から低きに流れるのと同様、それがこの世界の真理なのだ」

　ペルスヴァルがＱＢの柄を両手で握り締め、その切っ先を天に向けると、彼をまばゆい光が包み、そこから幾百幾千とも知れない数の矢が放たれた。

「！　冗じよう談だんじゃねえぞ……っ！」

　エルフィンダートを使うウォーライクはそう珍めずらしくもないが、ペルスヴァルのそれはやはり規格外だった。矢のひとつひとつが子供の腕ほどの太さを持ち、しかもそれが同時に数千本、伊織たちと健二たちに向けて殺到する。

『ケンジさん、逃げてください！』

「もう逃げてるよ――！」

　健二たちを気き遣づかう余裕は伊織にはない。伊織はどうにか常葉のところに駆け寄ると、その場に腰を落とし、クリスに発はつ破ぱをかけた。

「しくじったらもうマンゴーはねえと思え！」

『そんなのヒドい！　ヒドいよ、イオリ！』

「知るか――」

　轟ごう音おんと閃光が、悪態をつく伊織や常葉たちを呑み込んだ。

「――――」

　おびただしい光の矢によって、硬く突き固められていたはずの地面が無残に耕されていた。

　その、ささくれ立った舞台の真ん中に、伊織はまだ退場することなく立っている。ただし、全身は血に赤く染まり、満まん身しん創そう痍いという言葉でも足りないほどのダメージを負っていた。

「宮本後輩！　――伊織!?」

　がくりと崩れ落ちかけた伊織を、常葉が背後から抱きかかえるようにしてささえる。クリスのバロウキーパーと伊織自身が盾になったおかげで、常葉たちはほとんど無傷だった。

　どうにか茨のいましめをすべて断ち切った常葉は、その場に伊織を横たえた。

「伊織！　しっかりしろ！　おい!?」

「まだ……意識は、ある――ぜ」

　咳せき込こむたびに血の泡を吐きながら、伊織はふてぶてしく笑った。

「けど、よく、見えねえんだ――」

「あ、ああ」

　血に汚れた伊織の眼鏡めがねをワンピースの裾でぬぐい、あらためてかけてやった常葉は、唇くちびるを嚙かみ締しめて立ち上がった。
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「クリス」

　伊織を背後にかばうように立ち、常葉はいった。

「伊織に〝血〟を。……でないと、それだけの傷はすぐにはふさがらない」

『う、うん！』

　伊織の手から転がり落ちたクリスが、すぐさま人の姿に戻る。伊織ほどではないにしても、クリスもまた白い肌のあちこちに細かい傷を負っていた。おそらく彼女の刀身には、無数の刃こぼれができているのだろう。

　だが、それ以上に伊織の容よう態だいが深刻だった。

　血の泡を吐いているのは肺が傷ついている証拠だし、肺以外の内臓にもダメージは通っているに違いない。それに、剣を構えていた右腕の傷が特にひどかった。二の腕の筋肉がはじけ、ほとんどちぎれかけている。

　ふたたび伊織が自力で立ち上がれるまでに回復するには――クリスが自分の〝血〟を必死に口移しで飲ませていたが――かなり時間がかかるだろう。

「…………」

　リリオーヌを右みぎ八はつ双そうに構え、常葉は由良健二という若者の位置を確認した。

　あちらもかなりのダメージを受けているようだったが、伊織のようにその場に踏みとどまってこらえたわけではないぶん、まだましに見える。自前のエルフィンダートで多少なりとも相そう殺さいしていたのだろう。

　いずれにしろ、素す性じようのはっきりしない健二まで戦力として計算しなければならないほどに、常葉たちが置かれている状況は最悪だった。

「――見るがいい、小娘」

　ペルスヴァルが天を振り仰いで笑っていた。

「あれが貴様のいう〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟か？　あのざまで〝円環の蛇ウロボロス〟を食らうとはよくいったものだ！　買いかぶりもいいところだな！」

「……何をいっている？」

　ペルスヴァルが、常葉たち以外の何者かと会話していることは常葉にも判った。しかし、その相手がどこにいるのか、そしてその言葉が何を意味しているのか、そこまでは判らない。

「――いや」

　常葉はかぶりを振り、雑念を追い払った。彼女が今すべきことは、何よりもまず伊織を救うために、少しでも時間を稼かせぐこと――。

「……先輩」

　途切れがちの伊織の声が、戦いのために研とぎ澄すまされようとしていた常葉の心を不意に揺らした。

「先輩は……逃げろ」

「何をいう!?」

「あの野郎の、目的は……おれなんだ、たぶん――」

　空を見つめたまま、伊織はぼそぼそと呟き続けていた。

「だから、クリスを連れて、とにかく遠くへ……あいつが、あきらめるまで、逃げ続けて、くれ――」

「ふざっ……ふざけたことをいうな、宮本伊織！」

　柳りゆう眉びを逆立て、常葉は背後の少年を怒ど鳴なりつけた。

「クリスを守るために戦うと決めたのは誰だ!?　それを途中であきらめて、自分の義務をわたしに押しつけてそれでよしとする気か、きみは!?　だとしたら軽けい蔑べつするぞ！」

「逆の立場なら、先輩だって、そうするんだろ……？」

「それは――っ」

「リリオーヌを助けるためなら、おれに軽蔑されたって、かまわないって、先輩なら、そうする……少なくとも、おれは、そう思ってる……」

「そっ、そういうことは……そういうことは！　やれることをすべてやってからいえ！　そんな減らず口が叩ける間はまだ戦える！　ならば立ち上がって戦え！　それがきみの選んだ道のはずだ！　わたしだって、自分で選んだ道を歩いている！」

　常葉は可か愛わいらしい靴くつでささくれた大地を蹴り、走り出した。

「ほう……なかなかどうして、武人ではないか」

　常葉の口上に何度もうなずき、ペルスヴァルは左手で顎あごを撫なでた。

「――どうせ肩入れするなら、パトリックのような夢見がちな小僧より、たとえ女の身ではあれ、貴様のような覚悟を持つ者にすべきであったな」

「講こう釈しやく無む用よう！」

　常葉は右上段から袈け裟さ懸がけに斬りかかった。それをペルスヴァルは、リリオーヌの全長よりも長い剣でたくみに受け止める。柄を通して響いてきた手て応ごたえから、ペルスヴァルの底知れない力が垣かい間ま見みえた。

　常葉はすぐさまリリオーヌを引き、祖母から教わった薙なぎ刀なたの妙技を駆使して果か敢かんに攻め立てた。だが、ずんぐりした体型に似合わぬ動きで、ペルスヴァルはそのことごとくをはじき、受け流し、かわしていく。

「……！」

　この鎧の男が有しているのは常葉たち全員を凌りよう駕がする火力だけではない。剣技という一点においても、ペルスヴァルは常葉以上のものを持っているのだった。

「返す返すも惜おしいことよ」

　それまで常葉の攻めを受ける一方だったペルスヴァルが、深い溜ため息いきとともに初めてみずから動いた。流れるような動きで常葉との間合いを離したと見るや、ＱＢを大上段に構え、真っ向から常葉の脳天へと振り降ろす。

「！」

　その太た刀ち行ゆきのあまりの速さに、後ろに退ひくことも横に避けることもできず、常葉はかろうじてリリオーヌをかざすのが精一杯だった。

『……ぐぅ』

　ＱＢの刃を受け止めた刹せつ那な、ふだん滅めつ多たに弱音を吐かないリリオーヌが、小さな呻うめきをもらした。だが、その声がなくとも、今の一撃によってリリオーヌに小さなひびが入ったであろうことは、常葉にも判っていた。

　判ってしまったからこその隙が、常葉のみぞおちに激痛を走らせた。ＱＢが受け止められたと知るや、ペルスヴァルはすぐさま剣を返し、動きの止まった常葉のみぞおちに柄頭を叩き込んだのである。

「うっ……く、っ――」

　腹を押さえて転がった常葉を、ペルスヴァルが静かに見つめた。

「貴様が宮本伊織に与くみしてさえいなければ……いや、いまさら詮せんないことか――」

　そのまま無造作に常葉に歩み寄ろうとしたペルスヴァルが、唐とう突とつに、黒い閃光に撃たれてよろめいた。
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　自分をかかえ起こしたのが牧まき島しまさつきだということに、伊織はなかなか気づかなかった。本来なら、絶対にこの場にいてはならない――来てはならない人種だからである。だからたぶん、伊織の脳が、それを認識するのを拒否したのだろう。

　結局、伊織がそれを認めたのは、ルテティアにぺちぺちと頰ほおをはたかれ、薬くす子こが常葉をかかえて戻ってくるのを見た時だった。

「イオリ、だいじょうぶ？」

　気づくと、クリスが伊織のそばで心配そうに自分の顔を見上げていた。

「…………」

　伊織は大きく息を吸い込み、クリスとルテティア、それにさつきの顔を順繰りに見やった。

「……おまえら、どうしてここにいる？」

「どうしてって――」

　さつきはルテティアと顔を見合わせた。

「だって、ルゥが伊織くんのピンチだっていうから！」

「…………」

　耳もとできんきんわめかれた伊織は、顔をしかめてルテティアを睨みつけた。

「……てめえか、こいつに余計なことを知らせたのは……？」

「あー、それはまあ、何ていうかぁ――」

「大丈夫だよ、伊織くん！」

　さつきはやにわに立ち上がると、ルテティアの手を引っ張った。

「――ほら、行くよ、ルゥ！　わたしたちでやっつけようよ！」

「いやー、やっつけようっていってもさぁ」

　すでに〝血〟が入ってその気になっているさつきとは対照的に、ルテティアは頰を引きつらせている。さすがにルテティアには、自分たちが乗り込んできてしまったこの場所がいかに危険か、よく判っているらしい。

「……あんなのが相手だって判ってたら、最初からアナタをそそのかしたりしなかったわよ」

「確かにな」

　常葉をかかえて戻ってきた薬子が、いつにない緊張の面持ちでいった。

「どう考えてもまともな相手じゃない。……勝ち目があるとは思えないな」

「ええっ!?　先生まで何いうんです！」

「サツキさぁ……あれ見て何にも思わないわけ？」

　ルテティアが指差す先で、ペルスヴァルが何ごともなかったかのように立ち上がるのが見えた。

　ペルスヴァルに片膝をつかせたのは薬子が放った〝鉄槌ヘビーラム〟だった。不意討ちだったとはいえ、伊織たちがまるで歯が立たなかったペルスヴァルをよろめかせたのは、やはりさすがというべきだろう。

　しかし、逆にいえば、直撃させてもたいしたダメージをあたえられなかったということでもある。

　伊織は血の臭においのする吐と息いきをもらし、あたりを見回した。

　自分と常葉、由良健二に、あらたにさつきと薬子――これだけのロードとそのパートナーが揃そろっても、ペルスヴァルに勝てるとは思えなかった。

「そこの女は――」

　軽く首を回し、ペルスヴァルは薬子を見据えた。

「……この前の、〝偽書〟の女だな……？」

「――――」

　問われた薬子は何も答えなかった。

「牧島、ルテティア」

「は、はい！」

　みぞおちを押さえている常葉を伊織のかたわらに降ろし、薬子は少女たちにいった。

「相手が何であれ、不用意に飛び込んだのはこちらの落ち度だ。文句をいう暇があるなら、ここから脱出するために全力を尽くすべきだろう」

「そっ――そうです、ですよね！　ほら、先生もああいってるじゃない、ルゥ！　だからほら、早く変身して！」

「……どう思う、イオリ？」

「おれに聞くな」

　血の混じった唾つばを吐き捨て、伊織はルテティアを睨みつけた。次第に大きくなっていく鼓こ動どうを少しでも鎮しずめようと、心臓のあたりを摑む。

「……こうなるのがイヤだったから、おれは牧島には知らせなかったんだ。それをわざわざ電話入れて引きずり込んだのはてめぇだろうが」

「……わたしだって後こう悔かいしてるわよ」

　いまいち真剣みの足りない口調でぼやいたルテティアは、音もなく影の中へと沈み込み、ひと振りのファルシオンと化して飛び出してきた。

　それを右手に摑み、さつきは薬子にいった。

「行きましょう、やりましょう、先生！」

「……ああ」

　薬子は一瞬、離れたところにうずくまっている健二を見やった。

「……あいつがどうしてここにいるのかはおれも知らねえ」

　薬子の疑問を読み取り、伊織は先に答えた。

「が、少なくとも、こっちが裏切ったりしなきゃ、あいつも今回は裏切らないだろう。牧島よりはよっぽど頭数に数えられる」

「だとしても、それでも三対一――大路が加わって四対一だ」

「五対一だろ。……おれがいる」

　伊織はゆっくりと右手を動かしてみた。ほとんどちぎれかけていた二の腕は、クリスの〝血〟を大量に摂取したおかげで、ほとんどもとに戻っている。だが、咳き込むたびに唾に血が混じるのは、内部の傷がまだ癒えていない証拠だった。

　ただ、そんな状態だったとしても、自分が頭数からはずされるのは気分がよくない。

「……無理をするな、宮本伊織」

　冷ややかな薬子の言葉を無視し、伊織はクリスに手を伸ばした。

「クリス――」

「何、イオリ？　もっと〝血〟がいるの？」

「いや、そうじゃねえ――」

　伊織の体内で、伊織自身の血と、クリスからあたえられた〝血〟が、いつもとは違う化学反応を起こしかけているのが、伊織には何となく判った。

　ふだんの自分でもなく、超人となった自分でもなく、さらにその先にいる三番目の自分が、ふたたび目を醒さまそうとしているのだった。

「……これだけ繰り返しゃ、そろそろ覚えるぜ」

「何をいっている？　どういう意味だ？」

「いや――」

　かぶりを振って薬子を見返した伊織の視界は、すでに白銀に染まりかけている。激しいめまいに襲われながらも、伊織は両膝に手を当てて立ち上がると、クリスの頭をそっと撫でた。

「……そろそろ行くぞ、クリス――」

「だいじょうぶなの、イオリ？」

「大丈夫じゃねえけど、やるしか、ねえんだよ――」

「そっか……！　それってマンゴーのためだよね!?」

「……戦う理由は人それぞれだ。おまえがよけりゃそれでいい」

　不安そうな顔をいつもの笑みに塗ぬり替かえたクリスを見下ろし、伊織はうなずいた。

　伊織がかなり出血し、代わりにクリスの〝血〟を大量に分けてもらったせいか、腹の奥底で生じた力のうねりが、これまでにもまして強く、熱く、感じられる。

　影の中から飛び出してきたクリスの柄を握り締めた伊織が、かつてない彼女との一体感を覚えたのは、そのせいだったのかもしれない。

「おい、本当に――」

　伊織の肩を押さえようとした薬子の手が、びくっと震えてすぐに離れた。おそらく薬子は、伊織の身体からだが異様な熱を帯びていることに気づいたのだろう。

「これは――!?」

「先生だって知ってるだろ？　おれは、やれることはやれるっていうし、やれもしねえことを、やれるだなんて約束はしねえ……無責任なことは口にしねえんだよ。そのおれが、やれるといってんだぜ――？」

「い、伊織くん！　その意気込みは判るけど、だからって――」

『よしなさいよ、サツキ。アナタの根拠のない自信より、イオリの痩やせ我が慢まんのほうがよっぽど信用できるんだから』

「季き布ふの一いち諾だくというやつだろう」

　リリオーヌを摑み、常葉が小さく微笑ほほえむ。

「……先輩」

「何だい？」

「いや、何でもない」

　山やま崎ざきのようなことをいう――と笑いそうになり、伊織は口もとを引き締めた。

　伊織の顎の先からしたたり落ちた血のしずくが、白い湯気を立ててすぐに蒸発する。伊織の全身から放たれる熱気が、彼の周囲にうっすらと陽かげ炎ろうを作り出していた。

　　　　　[image: ]

「……ふむ」

　地面に突き立てたＱＢの柄に手をかさね、仁に王おう立だちのまま、ペルスヴァルは伊織を見据えていた。

「なるほどな」

「……何がだ？」

「確かに貴様はほかの連中とは違うらしい」

「そうかよ」

　投げやりに吐き捨て、伊織はクリスの峰みねで肩を叩いた。

「――だが、そうしたロードを見るのも初めてではない」

「そうかよ」

「どうやら貴様たちは――〝語フりイ部リ〟にかなり近いところにいるらしい」

「……てめえ、そんなおしゃべりがしたくておれを呼び出したのか？　親おや父じの声こわ色いろまで真ま似ねして？」

「だが、蒙昧だ。〝楽園エリジウム〟にいたる資格はまだない」

「うるせえ」

「……まるっきりわたしたちが無視されているのも腹立たしいな」

　エルクドゥーンをかついだ薬子が、伊織をはさんで反対側に立つ常葉を一瞥する。

「いずれにしても、この戦いに勝たなければ家に帰れませんから。……もう朝帰りはごめんです」

「ああっ!?　わたし、そういうことぜんぜん考えずに抜け出してきちゃった――！」

「……ある意味、おまえの環境がうらやましいぜ、宮本クン」

　三者三様の女性陣を見て苦笑していた由良健二は、大きく深呼吸してマラハイドの柄を握り直した。

「なあ、まーちゃん」

『何です？　わたしなら大丈夫ですけど』

「いや……もしここであのオッサンに勝てるんだとしたら――」

『はい？』

「オレたちも、マダムに勝てるってことかな？」

『さあ、どうでしょう？』

「……ま、そういうことはあしたにでも考えるさ」

「能天気なものだな」

　ペルスヴァルが低く笑って背中の翼を広げた。

　その白い光の翼がはばたく時、どれほどの破壊力を発揮するか、すでに伊織は知っている。単に甚じん大だいなダメージをあたえるだけでなく、エルフィンブラッドでさえ中和できない苦痛をダイレクトに痛覚にねじ込んでくる、そんな死のはばたきだった。

「能天気じゃねえとやってられねえだろ……こんな、いつ終わるかも判らねえ戦いなんてのはよ！」

　ふらりと前のめりに倒れ込むかのような動きから、卒然、伊織は肩にかついだクリスを一閃させた。白く輝くその切っ先から走った衝撃波が、真正面からペルスヴァルを直撃する。

「……む」

　ＱＢをかざしてその衝撃波を受け止めようとしたペルスヴァルの身体が、地面をえぐるように一メートルほどずり下がった。

「これはなかなか――」

　不敵な呟きが途と絶だえたのは、その眼前に、いきなり伊織が現れたからだろう。

「……失うせろ」

　横よこ薙なぎに振るったクリスの切っ先が、ペルスヴァルの銀の鎧にあざやかな傷を刻み込んだ。

　反射的に後ろに下がったペルスヴァルは、豊かな眉を吊り上げ、左手を伊織の顔に差し向けた。

「〝哀哭キーニング〟まで使うか――」

　何か仕掛けようとしたペルスヴァルが、横合いからのヘビーラムを受けて身体をかしがせた。

「く……！」

「――どこを見ている!?」

　伊織とペルスヴァルのクロスプレイの隙に右側に回り込んだ薬子が、早くも次のヘビーラムの発射準備にかかっている。それと前後して、ペルスヴァルの左側からは、さつきが放った〝光輪ハイロウ〟が飛んできていた。

「……だそうだ。よそ見すんなよ、おっさん！」

「ふん……！」

　めまぐるしく繰り出される伊織の突きを受け流し、さらにさつきのハイロゥをかわしたペルスヴァルは、眉み間けんに怒りのしわを刻み込み、黄昏の空に舞い上がった。

「愚か者どもめ……！　貴様らが私の慈じ悲ひで生かされていることが判らんか……！」

「何いってんだよ、おい!?　年とし寄よりはひとり言が多くてイヤになるぜ！」

　空に逃れたペルスヴァルに向けて、健二と常葉がエルフィンダートを集中させる。それを嫌ってさらに高く舞い上がったペルスヴァルは、伊織を見下ろしてＱＢを振りかざした。

「私をあまり怒らせるなといっている……！」

「！　おれから離れろ！」

　ペルスヴァルを見上げ、伊織は叫さけんだ。

　ペルスヴァルが何をしようとしているのかは判らなかったが、最優先の標的が自分だということははっきりしている。だから伊織は、みんなを巻き込むまいとしてそう叫んだのだった。

　だが、結局、ペルスヴァルが何をしようとしていたのかは判らなかった。鎧のミンストレルがＱＢを振り降ろすよりも、それが落ちてくるほうが早かったからである。

「！」

　光の羽根を散らし、ペルスヴァルはすさまじいいきおいで地面に激突した。

　その背中には、それこそマンガの中でしかお目にかかれないような、巨大なハンマーがめり込んでいた。

「お……」

　無様に押し潰されたペルスヴァル自身にも、いったい何が起こったのか、まだよく判っていないようだった。口の周りを吐と血けつで汚しながら、必死に身体を起こそうとしている姿を、伊織は呆ぼう然ぜんと見つめた。

　その時、伊織の耳に、低く押し殺した少女の声が聞こえてきた。

「……ロードやウォーライクに手を出してはダメというルールは作ったけど、ミンストレルに手を出しちゃダメなんてルールは見たことも聞いたこともないわ。ええ、ないわないわ」

　嘲あざけりと悪意で組み立てられたその言葉が誰のものか、伊織にはすぐに判った。そして同時に、ペルスヴァルもまた、同じ言葉を聞いて目を見開いていた。

「こっ……小娘、き、さま――！　そのような、屁へ理り屈くつを……っ！」

「あらあら、最後の最後まで態度が悪いのね、ペルスヴァルぼうや。……あなたの魂たましいもいい加減に磨ま耗もうしてきているようだから、そろそろこの大役を降りてもいい頃よ」

　神が下した裁きの雷らい霆ていのごとく、天から降ってきてペルスヴァルを直撃したハンマーが、するすると何かに引っ張られるようにして空へ戻っていく。

　重おも石しから解放されたペルスヴァルは、ＱＢにすがって身を起こし、死相の浮き出た顔を伊織に向けた。

「お、おのれ、イソウド――貴様の姦かん計けいなどに、このっ、私が……！　ミンストレル・オブ・ウェールズたる、この私が――」

「事情はよく判らねェが、今てめえと戦ってるのはおれたちじゃなかったのか？」

　どこかに身をひそめていたイソウドが、ペルスヴァルの虚きよをついて致命的な一撃を食らわせた――少なくとも伊織にはそう見えた。その理由はよく判らなかったが、考えても判らないことは、今は考えなくてもいい。戦いに特化した今の伊織の意識は、目の前で起こった出来事をそう片づけた。

　重要なのは、ペルスヴァルが明らかに弱っているという事実だった。

　伊織はペルスヴァルとの距離を詰め、逆袈裟に斬り込んだ。

「小僧……！」

　クリスの刃を受け止め、ペルスヴァルは歯をきしらせた。

　同時に、薬子たちも一気に間合いを詰め、ペルスヴァルの背後や側面から斬り込んでいく。

　伊織の頭の中に、卑ひ怯きようだとか姑こ息そくだとかいう考えはまったくなかった。おそらく薬子たちも同様だろう。このくらいのことをしなければ勝てない――ここまでしても勝てるかどうか判らない相手なのだと、すでに全員が思い知っていた。

「図に乗るな、下郎ども！」

「ぐっ――!?」

「きゃっ！」

　伊織の一撃を受け止めたまま、ペルスヴァルがその身を揺すると、彼の周囲の地面がずたずたに裂けた。本来は壁となってそそりたつはずのバロウキーパーが、すさまじいまでの威力で張りめぐらされたために、衝撃波となって走ったのである。

　カウンターを取られ、薬子たちは倒れた。

　伊織はこの至近距離で咄嗟に反応し、こちらもバロウキーパーを使ってペルスヴァルの一手を相殺していたが、それでも防ぎきれなかった衝撃の刃を全身に受け、あらたな血を噴き出させていた。

「……ちっ」

　苦痛の呻きを嚙み殺し、代わりに忌いま々いましげな舌打ちをもらして、伊織はよろよろとあとずさった。

　そこにペルスヴァルが猛進していく。

「イソウド！　貴様の考えは判っているぞ！　この私の手で、おのれの憂うれいを取り除かせようというのだろう!?　――よかろう！　貴様の望み通り、この小僧は私が始末してやる！　そしてそのあとは貴様だ！」

　口の端から血を流し、銀のたてがみを振り乱して、ペルスヴァルは肩口から伊織に激突した。

「っ……！」

　血飛沫を上げて、伊織の身体が派手に吹き飛ぶ。ペルスヴァルは間を置かずに伊織に追いすがり、ＱＢを高く振りかざした。

「みっ、宮本――！　おい、まーちゃん！」

　半身を起こした健二が、ペルスヴァルに向けて左手をかざした。

　その直後、ペルスヴァルの足がわずかにもつれた。健二が咄嗟に使ったパドルフットは、ペルスヴァルを足止めすることはできなかったが、ほんの一瞬だけ、その足元に乱れを生じさせるくらいの効果はあった。

　その一瞬で、伊織は片膝立ちになっていた。

　茨を引きちぎり、ペルスヴァルが迫る。

　すでにＱＢは大上段に振り上げられている。

　伊織は暗い目でそれを見つめ、クリスを水平に構えて立ち上がった。

「！」

　がぎんと耳障りな音がして、刃渡り一メートルをゆうに超える大剣が、伊織の左肩に食い込んでいた。

「いっ、伊織くん!?」

　さつきの悲痛な声が飛んだが、伊織は彼女を一いつ顧こだにしなかった。

　伊織はペルスヴァルを間近に見上げ、それからちらりと自分の左肩を見やった。

　ＱＢの刃は、明らかに伊織の鎖さ骨こつを破断し、一〇センチ以上も食い込んでいた。――いや、いい方を換えれば、そこまでしか食い込んでいなかった。

　白い輝きを帯びたクリスの刃が、そこでＱＢを食い止めていたのである。

　ＱＢよりはるかに細く、薄く、軽くて頼りなさげなクリスが、この巨大な剣を受け止め、折れるどころかさらにその輝きを増している。

　その光に照らし出されたペルスヴァルの顔に、驚きよう愕がくと、そしてわずかな怯きよう惰だがちらついていた。

「馬鹿な……！　これは、〝語フりイ部リ〟の力ではない――まさか、小僧……貴様、本当に、〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟か――？」

「……物事は順序立てて説明しろって、ガキの頃に教わらなかったのか？　てめえが何をいってるのか、おれにはさっぱりだぜ」

「！　おのれ――」

　ペルスヴァルは伊織の腹に足をかけて強引に間合いを広げると、ふたたびＱＢを振り上げた。

「――伊織！」

　逸いち早はやく身を起こした常葉が、リリオーヌを逆手に持ち替え、ペルスヴァルの背に向けて投げつけた。

「ぐ、むっ――」

　グレイブの切っ先が、鎧を貫通してペルスヴァルの背に浅く突き立った。

「騎士サマというわりにゃ、最後は泥どろ臭くさい戦いぶりだったな。……おれも人のことはいえねえがよ」

　伊織はたたらを踏んだペルスヴァルのかたわらを駆け抜けざま、その脇腹にクリスを叩きつけ、振り返ると同時に、ペルスヴァルの心臓のあたりを狙って鋭い突きを繰り出した。ほとんど左腕が動かない今の伊織では、これが限界だった。

「――クリス！」

　血を吐きながら、伊織が叫ぶ。それに応じて、クリスが場違いな気合の声をあげた。

『マンゴーだいすきーっ！』

　それと同時に、ペルスヴァルの体内に食い込んだクリスの刀身が白い閃光を発する。それはペルスヴァルの胸にまで突き抜け、間かん欠けつ泉せんのように噴き出した。

「……み、た、ぞ……〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟――」

　ペルスヴァルは首をねじって背後の伊織を見やった。

「だが、私を殺して、無事でいられると思うな……！　貴様が〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟として、あくまで〝円環の蛇ウロボロス〟をむしばもうとするので、あれば――」

「……てめえ、それは遺ゆい言ごんのつもりか？」

　伊織はペルスヴァルの背からクリスとリリオーヌを引き抜き、荒い息をついた。

「だったら、もう少し判りやすくいえってんだよ……！」

「ふ――ならば、〝楽園エリジウム〟を目指せ……そうでないロードは、すべて、〝死の蛇クロウ・クルーワツハ〟への道を歩む――〝円環の蛇ウロボロス〟をむしばむこととなるのだ……」

「何!?」












　その直後、ペルスヴァルの身体が白くはじけ、おびただしい数の光の羽根となって散った。

「……！」

　呆然と立ち尽くす伊織の目の前で、光の羽根はさらに細かな光の粒りゆう子しと散り、ゆっくりと消えていく。主人を失って地面に突き立っていたＱＢもまた、光の粒となって蒸発しつつあった。




　そして、待望の鐘かねの音がようやく鳴り始めたのを耳にして、伊織はそのまま気を失った。
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　檻おりの中の不機嫌なライオンのように、ミニバンの周りをぐるぐる回り続けていた宮本頼より通みちは、不意に聞こえてきた早はや瀬せ薬子の声にぎょっとした。

「――頼通くん！」

「早瀬!?」

　慌あわててミニバンの向こう側を見やると、数秒前まで何もなかったはずの場所に、伊織たちの姿があった。といっても、伊織本人は気を失っているようで、心配そうな少女たちに囲まれてぐったりしている。

「おい、大丈夫なのか!?」

「まあ、何とかね」

　溜息混じりにうなずく薬子の言葉に安あん堵どしながらも、頼通はふと奇妙なことに気づいた。常葉とリリオーヌがここにいるのは頼通が連れてきたからだし、さつきとルテティアがいるのも――頼通の本意ではないが――薬子といっしょにあとから駆けつけてきたからである。

「早瀬……もしかして、伊織がいってたホスト崩れってのはあれか？」

　見覚えのない白いスーツの青年と黒いゴシックパンクの少女が、ふたり並んで歩み去っていくのを指差し、頼通は尋ねた。

「――――」

　薬子はエルクドゥーンとともに立ち上がり、ふたりの背中を見据えた。

「……どうしやす、薬子さま？　このまま見逃すんで？」

「見逃すべきではないような気もするけどね」

「おいおい、全部聞こえてるぜ、公務員のおねーさんよ！」

　肩越しに振り返った青年は、大袈裟に肩をすくめて伊織を指差した。

「――けどよ、今はオレたちをどうこうするより先に、宮本クンをどうにかしてやったほうがいいんじゃねえか？」

「……確かにそうね」

「だろ？　ここでもう一戦やらかすなんて、想像するだけでうんざりだからな」

　ひらひらと手を振り、若者は笑った。

「んじゃ、オレたち向こうにバイク停めてるからよ。……意識が戻ったら、宮本クンに伝えといてくれよ」

「何を？」

「そりゃあ……ま、がんばれよってさ」

「……どういう意味？」

「いえば判るよ。――判らなきゃ判らねえで構わねえけどな」

　少女の肩に手を回し、若者はそのまま闇やみの向こうへと消えていった。

「宮本先輩、先生」

　伊織の顔を覗のぞき込こんでいた常葉が、ふたりにいった。

「早く彼を」

「あ、ああ……そうだったな」

　頼通はミニバンのリアハッチを開けると、後部シートをフルフラットにして、そこにシーツを何枚もかさねて敷しいた。

「……こういうもんを用意しといてよかったぜ。車内を血で汚したりしたら、弁べん償しようがどうのって以前に、警察に通報されかねないからな」

　伊織をシーツで包んでシートベルトで適当に固定し、頼通はタバコに火をつけた。

「……でも、病院はまずいよな」

「細かいことを聞かずに輸血くらいはしてくれるお医者さまを知ってるから、すぐにその人に連絡してみるわ」

　自分のクルマの中に用意してあったジャケットに着替え、薬子がいった。

「だから、頼通くんはそのまま彼を家まで運んであげて」

「助かる」

「いいのよ。前にもお世話になったことのある人だし、どうせまたこの子ですかっていわれるくらいでしょ」

　薬子は頼通の口もとからタバコを拝借してひとふかしすると、常葉とさつきに声をかけた。

「あなたたちはわたしのクルマに乗って。家まで送るわ。――もっとも、そのあとは自力でどうにか自分の部屋に忍び込んでもらうけど」

「お手数をおかけします」

　リリオーヌと並んでぺこりと一礼する常葉を見て、さつきも慌てて頭を下げた。

「それじゃこっちも帰るとするか。――おい、おまえらは後ろで伊織が転がったりしないように見張ってるんだぞ？」

「え～？」

　即座に不満を訴えたルテティアとは対照的に、あちこちにまだ小さな傷をたくさん残しているクリスは、薄っぺらな胸をぽんと叩いて大おお仰ぎようにうなずいた。

「りょうかい、ミッチーおじさん！　イオリのことはクリスにおまかせだからね！」

「おうおう、クリスちゃんは頼り甲が斐いがあるねえ。……それに引き換えこっちの小娘は……」

「な、何よ、小娘って！　わたしにだってそのくらいのことはできるわよ！　やらないとはいってないじゃない、やらないとは！」

「じゃあさっさと乗れよ」

　ルテティアのショートパンツのお尻をぺちんと叩き、頼通はミニバンに乗り込んだ。






















　いつもの食しよく卓たくで、チョコバーをもぐもぐ食べながら、少女は手紙を書いていた。

　少女が座った椅い子すの下に、くしゃくしゃに丸められた便びん箋せんが大量に打ち捨てられているのは、彼女が羽根ペンに苦戦している証あかしだった。ふだんイソウドは、そんなものをろくに使わないのである。

「――入浴中に泳ぎの練習をするくらいなら、もっとこういうことの練習をしてください、おひいさま」

　封ふう蠟ろうの準備をしていたエドゥアールが、ぼそりと主人に苦言を呈ていする。

「エ・ドゥ・ア～ル！　あなた最近少し生意気よ、最近？　イソウドに口答えしたり意見したり、自分を何だと思ってるわけ？」

「おひいさまが恥はじをかかないよう、あれこれ気を配るのも私の仕事ですよ。……それでなくても、おひいさまはこの見た目のせいでほかのかたがたから軽かろんぜられがちなんですから」

「おまえがいちいち細かいことをいうからまた書き損じたじゃないの！　どうしてくれるの、エドゥアール！　どうしてくれるのよ!?」

　イソウドはくしゃくしゃと便箋を丸めてエドゥアールに投げつけ、インク壺つぼに羽根ペンを放り込んだ。

「――もういいわ、おまえが書きなさい、エドゥアール！」

「私が……ですか？」

「おまえが代筆をしたって別に何の問題もないじゃない、ええ、問題ないわ。大切なのは、この重要なニュースをほかのみなさんに一刻も早く知らせるってことよ」

　また一本、もにゅもにゅとチョコバーをかじりながら、イソウドはエドゥアールを急せかした。

「いいわね？　絶対に押さえておかなきゃいけないポイントはふたつ。――みんながイソウドのいうことを信じないから、サー・ペルスヴァルが宮みや本もと伊い織おりに殺されてしまったという点と、あとは文章全体の優ゆう雅がさよ、優雅さ」

「優雅さ……ですか」

　巨体をちぢこまらせるようにして椅子に腰を降ろし、エドゥアールは羽根ペンを手に取った。

「これで少しは〝男だん爵しやく〟たちも、〝蛇へび〟の危険性を知るに違いないわ。……〝鞘ロのー主ド〟が〝吟遊詩人ミンストレル〟を倒すなんて、これまでに一度だってなかったことですもの」

「ですがおひいさま、もし本当のことがほかのかたがたに知れたら――」

「……エドゥアール。本当のことって何？」

　羽は根ね扇せん子すで口もとを隠し、イソウドが低い声で尋たずねる。

「本当のことなど何もないのよ。あるのは事実、事実だけ。――宮本伊織がサー・ペルスヴァルを倒したという、端たん倪げいすべからざる事実だけ。……おまえも少しは口を慎つつしみなさい」

「は……」












　エドゥアールは慌あわてて便箋に視線を落とし、わがままな主人の嗜し好こうに合うような、優雅で気品のある、気の利きいた文章をひねり始めた。

　　　　　[image: ]

　伊織が初めて例の〝暴走〟を起こしたのは、パトリック・ハーンとの戦いの時だったと聞いている。

　あのあとしばらく、伊織はぐったりして寝込む日々が続いたという話だが、あれはひょっとすると、パトリックとの戦いで負ったダメージのせいではなく、あの〝暴走〟の影響だったのかもしれない。

　ゆうべ家に戻ってきてから、伊織はずっと眠り続けている。ルテティアよりも起きるのが遅いというのは、伊織としてはきわめて珍しいことだった。それだけゆうべの戦いがハードだったというべきか――しかし頼より通みちは、そこに別の理由がある気がしてならなかった。

　庭の木々に水をやり、大学時代に買ったスクーターを綺き麗れいに磨みがいてから、頼通は家の中に戻った。

　キッチンでは、クリスとルテティアが並んでフルーツヨーグルトを食べている。ふたりとも、今ひとつ目が醒さめきっていないのか、どこかぼんやりした表情でもそもそと口を動かしていたが、これもゆうべの激闘の影響かもしれない。

　朝一番に頼通が作って冷やしておいたフレンチトーストに、粉砂糖をたっぷりまぶしてそっとテーブルに置くと、少女たちは無言で手を伸ばし、その冷ややかな甘みを胃の中に放り込み始めた。

　それはさながら、戦いで失われたエネルギーを食事によって補給しようとする、無意識の行動のようにも見えた。そもそも、食事を用意している頼通の存在に気づいているかどうかすら疑わしい。

　換気扇を回し、コンロのそばでタバコに火をつけた頼通は、ふたりをじっと観察しながらひとりごちた。

「ぼんやりしているのはルゥも同じだし……こうして見るかぎり、特に劇的に何かが変わった様子はないんだがな」

　昨夜の戦いでは、伊織とクリスがペルスヴァルにとどめを刺したと聞いている。通常のウォーライク同士の戦いなら、倒したほうが倒されたほうを取り込むような形で、少しずつ成長していくものだが、ミンストレルを倒した場合にどうなるのかは、完全に想定外だった。

　歴戦のウォーライクを何人も倒したのに匹敵するほどの成長を一気に遂げるのか、あるいはまったく成長しないのか。少なくとも頼通が見たところでは、クリスが劇的に強くなっているようには思えない。

　ふと、頼通の携けい帯たい電でん話わが鳴り出した。

『――もしもし、頼通くん？』

「おう、早はや瀬せか」

　頼通はサンダルを突っかけて勝手口から庭に出た。おとなしく食事をしているふたりの邪じや魔まをしたくなかったからである。

　頼通はスクーターのシートに腰を降ろし、タバコの煙けむりを静かに吐はき出だした。

「そっちはどうだ？　時間差で筋肉痛に呻うめいてたりしないだろうな？」

『ゆうべはそれほど派手にやったわけじゃないわ。わたしたちはあとから首を突っ込んだだけだし、結局、一番がんばったのは伊織くんだし』

「そうかい。で、お嬢じようさんがたはどうしてる？」

『牧まき島しまさんはいつも通りね。トッキーも、多少疲れは残ってるみたいだけど、何ごともなかったように授業に出てたわ』

「要するに、休んだのはウチの甥おいっ子こだけってわけか」

『伊織くんの容よう態だいは？』

「さあな。……寝てりゃ治るんじゃないか？　とりあえず、傷口はふさがってるようだし、食事がすんだら、可か愛わいいお姫さまに目醒めのキスをしてもらえるように頼んでみるつもりだがね」

『そう……ならいいわ』

「……どうした、早瀬？」

　スピーカー越しの後こう輩はいの声に、どこかすっきりとしないものを感じていた頼通は、会話に区切りがついたところでダイレクトに尋ねてみた。

「何か気になるのか？」

『……頼通くんはならないの？』

「何が？」

『宮本先生のことよ』

「ああ……」

　結局、あの場所に伊織の父はいなかった。誰だれが何のために宮本康やす頼よりをよそおって伊織を呼び出したのか、何ひとつはっきりしたことは判わかっていない。

「けどまあ、伊織が帰りぎわにいってただろ？　判らないことをあれこれ悩んでても仕方がないってさ？」

『わたしは……あなたたちのように楽観的にはなれないわ』

「楽観的になってるんじゃない、開き直ってるだけさ」

　きのうの伊織が、襲いくる不安にさいなまれてどれだけ情じよう緒ちよ不安定になっていたか、おそらく薬子には想像もつかないだろう。たまたま頼通がいたから、頼通を相手に胸のうちをさらけ出したが、もし頼通がいなかったら、伊織はそれさえも強引に抑えつけたまま、いつかどこかで爆発していたかもしれない。

「――――」

　ポストのほうで、かたんと小さな音がした。走り去る自転車の音で、郵便が届いたのだと判る。頼通はスクーターを降り、溜ため息いき混まじりにいった。

「ま、あしたには伊織も登校するだろうから、一度あいつと話し合ってみろよ。おまえがいうほど、あいつは図太くも楽観的でもないぜ」

『それはそれで不安だわ』

「勝手だな、おまえ」

　頼通は薬くす子ことの電話を切ると、門のところまで行ってポストを覗のぞき込こんだ。たった一通、白くてやや厚みのある封筒が入っている。

　封筒の宛あて名なには、ひどく達筆な筆文字で、宮本伊織と記されている。伊織の知り合いにこんな字を書く人間がいるとは意外だった。

「……誰からだ？」

　何とはなしに封筒を裏返し、頼通は驚いた。




　差出人の名前が、金かな森もりさわと記されていたからである。







　あとがき




　唐とう突とつですが。

　買い物や何やかんやで出かけるという時は、ぼくはたいてい、吉きち祥じよう寺じに行きます。ウチから歩いていける（このくらい歩かないと運動不足になる）のと、あのゴチャゴチャした雰ふん囲い気きが好きなのです。もう一〇年以上、吉祥寺の近辺に住んでいます（吉祥寺には住んだことがない）。

　で、そういう具合に馴な染じみのある街なので、現代劇を書く時には、ついつい吉祥寺を舞台にしてしまうことも多いのですが、『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク』も、モロにそういうシリーズです。

　そういうこともあって、伊い織おりくんが自宅で作っているメニューの多くは、ぼくが吉祥寺を徘はい徊かいしている間に食べたり飲んだりしたものに、若じやつ干かんのアレンジを加えてでっち上げた代物です。たとえばうろ覚えパスタとか。

　でも、今回もちょろりと登場しているアイスマンゴーチャイは、本当においしかったんですよね。別にぼくは「マンゴーだいすきーっ！」という属性の人間じゃないのですが、あのチャイは文句なしにおいしかった。期間限定だったので、もう飲めないかもしれないのが残念です。

　それと、これまでに何度か作中に登場している紅茶専門の喫きつ茶さ店てん――グレアムさんと〝男だん爵しやく〟が顔を合わせたり、ヤマザキが生まれて初めてのデートに使ったりしてたあのお店も、モデルになった喫茶店が実在します。別に実名挙げて紹介したりはしませんけどね。

　いや、「だから何なの？」という話ですが。




　脳が溶けるような暑い日が続きますが、みなさんいかがおすごしでしょうか？　夏に弱い嬉うれし野の秋あき彦ひこです。

　このあとがきを書いているのが八月のアタマで、実際に猛暑日が長く続いています。本当に脳が溶けて耳の穴からこぼれてきそうです。ぼくは一年のうちの半分は冬でいいと思っているくらいの暑がりなので、夏は本当に嫌いです。子供の頃、暑いさかりに事故で死にかけて入院生活を余よ儀ぎなくされたことも、夏嫌いの原因のひとつかもしれませんが。

　そんな今年の夏のアタマにですね、ちょっと体調を崩くずしまして。

　そのお見舞いということで、知り合いのかたからフルーツの盛り合わせをいただいたんです。入院した人のお見舞いに持ってくような、カゴに盛られたアレ。

　とにかく量が多く、ぼくひとりではどうにもならないので、同居人といっしょに、冷たく冷やしてばくばくと食べまくりました。ふだん、ぼくはあまり意識してフルーツを食べたりすることがなく、田舎いなかの親がくれるメロンやイチゴを食べるくらいだったのですが、この時は自分の人生の中でありえないくらいに集中してフルーツを食べたわけです。いやいや、たいへんおいしゅうございました。

　で、それからしばらくして、まったく別件で医者に行きました。

　ぼくにはさる持病があって、月に一度、血液検査をしてもらっているのですが、このフルーツ地じ獄ごく（？）のあとの検査で、何かこう、事故で血液サンプルが他人のそれとすり替わったんじゃないかというくらいに、健康的な結果が出たわけですよ。それこそお医者さんが首を傾かしげるくらいの劇的な変化。

「嬉野さん、何か大きく食生活を変えたりしましたか？」

「いいえ（キッパリ）」

　この時は、すでにフルーツ地獄を脱して通常の食生活に戻っていたので、迷うことなくそう答えたわけですが、今にして思えば、食生活の極端な変化というとこのくらいしか考えられません。いや、きっとそうに違いない！　大量のフルーツを摂せつ取しゆすることで、ぼくの血液は綺き麗れいで健康になったのだ！

　……ということで、ぼくは今もばくばくとフルーツを食べています。まさにリアルタイム、このあとがきを書きながら、トロピカルフルーツのシロップ漬づけをもぐもぐと。これでもし次の検査の結果がさしてよくならず、代わりに体重だけ増えてたりしたら最悪だな……。




　とまあ、そんな不健康自慢はともかく――。

　今回お届けするのは『彼女は戦争妖精』、第六巻です。第一巻が梅つ雨ゆ入いりの頃で、それ以降、ずっと夏だったような気がする本編も、今作でようやく二学期に突入し、描かれるのは秋の風ふ情ぜいとなってまいりました。

　でもって、前回登場したおひいさまことイソウドさまが、今回もお仲間たちに隠れてコソコソとやらかしやがっております。ぼくがいうのもアレですが、この子はおだやかに畳たたみの上じゃ死ねない人種ですな。

　対する伊織くん陣営は、強敵との戦いにまさかのあのふたりが参戦！　〝男爵〟はいずこかへ向かい、ラ・ベルも日本を離れて――とまあ、詳しいことは本文のほうを見ていただくとして、とにかくいろいろなところでいろいろなキャラが好き勝手に動いております。

　何というか、このくらいまでシリーズを続けていると、ラストへの流れのようなものが、途中からある程度はっきりと見えてくるわけです（少なくともぼくはそう）。このキャラはここでこうなってああなる、とか、このキャラはこのへんで退場になるとか、要するに、各キャラクターの最終的なケリのつけ方が見えてくるのです。

　もちろん、中には健けん二じやオルトニートみたいな、「ホントはすぐさま退場するはずだったのに生きながらえちゃった」みたいな例外もいますけど、ここでいっているのは、そいつらも含めた各キャラクターの引き際のことです。

　で、『彼女は戦争妖精』でも、そういう部分を見極める時期が来たかなと、自分では思っているわけです。

　伊織とクリスが物語のラストでどうなるのかというのは、いまだに悩むところではあるのですが、その周辺のキャラたちに関しては、決着のつけ方をほとんど決めてあります。特に薬くす子こと常葉ときわ、ふたりのおねえさんたちについては、二巻の原稿を書いていた時点で、すでにどうするか決まっていました。

　それはここまで来ても変わっていないし、この先も変更することはないと思います。極論すれば、彼女たちはそういうラストシーンを描くために登場したキャラなので、肝かん心じんの部分を変えたら意味がないわけですよ。

　伊織たちが最終的にどうなるのかは、そのふたりのラストを受けた上で最終的に決まると思います。「薬子がああなり、常葉がこうなったのなら、伊織はおそらくこうするだろう」というのを自分でもよく考えて、最大限に宮みや本もと伊織らしい決着のつけ方というのを、その時には作ってやるつもりです。

　もちろん、伊織たち以外のキャラにも、それにふさわしい幕の引き方を考えてはいますけどね。




　……とまあ、何やら真ま面じ目めくさったお話はこのくらいにして、関係者のみなさまがたへ感謝の言葉を。

　まずはイラスト担当、フルーツパンチ先生。今回は「FB online」の暑中見舞いイラストやら某所での販促イラストやら、いろいろと描いていただきありがとうございました。次回もよろしくお願いします。

　そして二番手は編集担当ミスターＮ。次回はこんなにあとがきページが多くならないよう、本文をうまく調節したいと思います。今回もご苦労さまでした！

　さてさて、次回第七巻がいつ頃のお目見えとなるのか、現時点ではまだ正式には決まっていないのですが、なるべく早く、年があらたまる前にお送りできればいいなと自分勝手にそう思っております。もちろん、そのためにはまず自分がプロットなり原稿なりを上げなきゃいけないんですけどね。ま、とにかくがんばります。

　ということで、うまくいっていればぼくの大好きな冬の頃、あんまり長くないちょうどいい長さのあとがきページでまたお会いしましょう。

　それじゃ！





嬉野秋彦
























著者

嬉野秋彦

Akihiko Ureshino




４月19日生まれ。この本が書店に並ぶ頃には、『ポケットモンスターＢ＆Ｗ』の発売日ももう間近。今回は、主人公もライバルもやや大人っぽくていい感じなのだが、一番の注目キャラはやはりアララギ博士だな！　きっと彼女は人妻に違いない――と妄想するぼくは、暑さにとても弱い。

http://www.ureshino.cn/







イラスト

フルーツパンチ

Fruitpunch




１月14日生まれ。奈良県の何所かの山に寄生するロングスリーパー。寝てるか窓にへのへのもへじを描くか姉がプレイするゲームを見てるかチョコ食べてるかの今日この頃。「こんにちは」と「こんばんは」の境界に迷い続けるなう。
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